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「ベッドの中のリアが可愛かわいすぎて、理性の危機です」




「……………………（　[image: ]）」

　俺おれ、『倉くら橋はし和かず希き』の発言を聞いた紅あか音ねの顔が、妙みように絵文字っぽい表情になった。

「そんな顔芸するから、そのルックスなのに色気が無いとか言われるんだぞ？」

「誰だれのせいだと!?　っていうかカップル両方からこんな顔させられるとは思ってなかったんですけど!!」

　という事は、リアも何か妙な相談をしたのだろうか。

　おそらく以前『ガールズトーク』と称しようし、リア、紅音、イスカで何か話していたから、その時だろうが――少し気になる。……まぁ、この幼おさな馴な染じみは絶対に話さないだろうが。




　ここは、倉橋家の書しよ斎さい。少々真ま面じ目めかつ深刻な相談をするために、我わが幼馴染にして異性の親友たる『三みつ峰みね紅音』を呼んで、マンツーマンでお話し中。

「……『真面目で深刻』とか言ってたのに、まさか夜の相談されるとは思ってなかったんですが？　――で？　まさか『既すでにイタしました』なんて言わないよね？」

「……そうならないために、ご相談させていただきたく」

　リアこと、俺の恋こい人びとにして婚こん約やく者しやの『リアーナ・イルム・ルアリア』は、異世界に住む魔族の王たる魔ま王おうの娘むすめ。そして俺は、異世界の人族勇者の末まつ裔えいという立場。

　異世界の魔族と人族の国の情勢が不安定なため、現状で俺がリアに手を出だしてしまうと、それがきっかけになって最終戦争を巻き起こされる可能性がある。

　……そのため。定期的に同どう衾きんする仲になった今も、イタす事は破は滅めつに繋つながる現状。

「――まぁ、とりあえず話してみて。……正直、ちょっと興味あるし」

　基本的に口は固いし信用できるが、ノリが良くて好こう奇き心しんも旺おう盛せいな紅音。最初の衝しよう撃げきから抜け出した紅音は、ある種の期待の眼まな差ざしを向けてきた。

「……いろいろ思う所があって、奇き数すう日びの夜は一いつ緒しよに寝ねる、って事になったのだが――」

「言ってたね。二日に一度って……ん？　――待った。……三十一日の翌日は一日なんだけど、それは……？」

「……リアと話し合って、奇数日は一緒に寝る事になったのだが――」

「話し合って、またすっごく地味に頻ひん度どを増やした、と」

　紅音さん、察したのなら黙だまっていてくれると嬉うれしいのですが？

「ベッドに入るときは――勢い任せというか……恥はずかしがってるのが悔くやしいんだろうな。思い切り良く布ふ団とんの中に入って来るんだが――」

「――ああ、うん。ちょっと想像できるかな。負まけず嫌ぎらい根こん性じようというか？」

　その通り。極力平然を装よそおうのだが――実は頬ほおが紅あかいのでバレバレなんだよな。だが、そんなリアの可愛らしい強がりもそこまで。

「ベッドに入ってからは『借りてきた猫ねこ』状態？　あまりこっちを見ないで、身体を硬くして。……だけど時々こっちを見る目が合うと、真っ赤になって慌あわてて顔を逸そらしたり」

「――うん、想像できるかな。……リア、純情さんだし」

　その通り。『純情一途ペネトレイシヨン』なんてアビリティ持ってるくらいだし。

「――で。その状態から、安心させようと頭を撫なでると……こう、徐じよ々じよに力が抜けて来て。今度は人ひと懐なつっこい猫みたいに、身体を寄せて来て――」

「……う、うん。リア、とっても乙女おとめさんだからねぇ……」

　その通り。普ふ段だんの冷静で落ち着いた様子に反して『夢ナイトメア 見プがリちン王セ女ス』なんて階級が付いてるくらいだし。

「――で、俺の腕うでにしがみ付いたり、頬にキスしてきたり？　お返しに口にキス返すと、頬を真っ赤にしながら、嬉しそうな笑え顔がおをむけてきて――」

「……和希、よく平気だね？　そこまで行って、よく止まれるね？」

　平気じゃないですよ？　だから相談させてもらってます。……まぁ、なまじ庇ひ護ご欲よくを掻かき立たてられるせいで、劣れつ情じようを抑おさえやすいってのはあるけど。

「――まぁ、これ以上は危険だから、その後は少しだけ会話して、大人しく寝る事にするんだけど……寝てしまえば後は朝まで安全――」

「……ま、まぁ私から見れば、ここまで自制出来てるだけで十分驚きよう異い的てきだし？　早々に切り上げるのは良い判断だよね。寝てしまえばイチャつく事も無いし――」




「――そう思っていた時期が私にもありました」




「 !? 」

　紅音が驚おどろき――というより、『驚きよう愕がく』というべき表情を浮うかべて言葉を失くす。

「……普段とのギャップもあって、無意識のリアの破は壊かい力りよくは凄すごいぞ？　完全に俺の腕を抱だき枕まくらにするし……それこそ本当に猫みたいに、こちらの頬を可愛らしく舐なめてきたり」

「………………」

「――気を紛まぎらわすために耳や鼻にイタズラすると、『ふにゅぅ……』やら『……みゅぅ』やら、意味不明な可愛らしい反応が返ってきた後、さらに密着度が上がるし――」

「……………………」

「――寝ね間ま着きだから生き地じが薄うすいのに、それで密着されると……ささやかながらも、とっても女性的な感かん触しよくが――ただでさえ寝ね顔がおが天使なのに俺にどうしろとッ!?」




「 爆 ぜ ろ　こ の リ ア 充 」




　我が幼馴染は焦しよう点てんの合わない瞳ひとみと能面の様な無表情で、簡潔かつ力強く返してきた。

「……その反応は無理もないとは思いますが、こちらも非常に困って――いえ、苦く悩のうしております。何かご意見をいただきたく」

「――や、そんな下手に出てるけどさ？　今『困ってる』を言い直した時点で、私が言える事ってほとんど無いよね？」

　――ぎくり。

　相変わらず鋭するどいというか、洞どう察さつ → 推測 → 結論という思考の回転が早い。……まぁ、長い付き合いの賜たま物ものかもしれないが。

「和希は『困ってはいない』。つまり現状に不満は無い。――だよね？」

「……確かに現状に不満は無いんだが、未来への不安は御ご座ざいまして――」

　指し摘てきされた通り、現状をどうにかしようとは思っていなかったりする。なにせ不満どころか、充じゆう足そくしすぎちゃってるのが危機感の原因なわけで。

「――で？　そもそも私に相談して、良い案が出ると本気で思ってた？」

「…………申し訳ございません。本当は愚ぐ痴ちというか――話を聞いていただきたかっただけに御座います」

　結局。『ガンバレ俺の理性！』と、『本当にヤバそうならリアと相談』くらいしか無いと思っている。――だって俺の望みは『現状をキープしつつ、理性と上う手まく折り合いをつけていきたい』なのだから。

「――まぁ、この話を出来るのは私ぐらいだろうし、仕方ないかな、とも思うけどさ。……でも実際問題、耐たえられるの？」

「…………耐えるしかない、という諦あきらめの境地に御座います」

　異世界事情という、どうしようもない状じよう況きように起因する問題以外、本当に不満が無いわけで。ここで下手に改善策を実じつ施ししても、改悪にしかならない可能性が高い。

「……贅ぜい沢たくなのか難なん儀ぎなのか。――じゃあいっそ、イスカも一緒に三人で寝たら？　さすがにその状況なら、暴走する事はないでしょ？」

「……お前『贅沢で難儀な状況』って考えて思いついただろ？　アリではあるが――」

　倉橋家の二人目の同居人、イスカこと『イスカ・リヒト・エストレラ』。

　見た目は文句なしの美少女でありながら、性別と本人の認にん識しきは歴れつきとした男。

　だが恋愛対象は女性としていながら……言動と嗜し好こうはどう見ても女性という、ある意味とっても壮そう絶ぜつな男の娘。

「――実は俺もソレ、少し考えたんだ。……だけど、いくつかの理由で却きやつ下か」

「いくつかの理由？　一つは『二人きりという状況は捨てがたい』だとして、他は？」

　……本当に、察したのなら黙っていてくれませんかね？

「――理由はあと二つ。一つは――いくらイスカで、俺も一緒だとしても、リアと同じ布団に俺以外の男を入れたくない」

「…………まぁ、理解はできるかな」

　ちなみに。もしその提案をした場合、リアも微び妙みような顔をしそうなのが、イスカ君の特異性を表していると思う。

「そして二つ目。……イスカはイスカで、リア同様に寝ね姿すがたが凄すさまじくヤバイから」

「……そんなにヤバイの？　リア一筋の和希が、リアと同等の危機を覚える程ほど……？」

　イスカは一度、紅音の家に泊とまった事があるのだが――寝姿までは見ていないか。

「……イスカの剣けん、強化されたって言ったよな？　その銘めいは覚えてるか？」

「――え？『ブランシュネージュ』、日本語訳すると『白しら雪ゆき姫ひめ』だよね？　それが？」

　いきなり全く違ちがう話題を振ふられ、怪け訝げんな顔をしつつも答える紅音。

　――が、別に関係の無い話題ではなく。




「――ＯＫ。……最低でも、その名前のまんまの寝姿だと思え」




「…………マジで？」

「いや、俺も一度だけしか見たこと無いんだけどさ？　……想像してみ？」

　そう言い、俺もかつて見た『その光景』を思い出す。――少しお疲れ気味だったらしいイスカが、ソファーに横になり、フェル・リルと共に寝ね息いきをたてている姿――




「……窓から差し込む夕日に照らされ、心ここ地ち好よさそうに微睡まどろむイスカ。――健康的なスラリとした手足は、脱だつ力りよくしていながらも清せい楚そに揃そろえられ――形の良い唇くちびるからは、規則正しい寝息が漏もれる。……そんな美しい色白・黒くろ髪かみの美少女（っぽいもの）の傍かたわらには――同じく心地好さそうに丸くなって眠ねむる、二匹の愛らしい子犬（っぽいもの）……」




「…………ちょっとしたメルヘンだね」

　かなり正確に想像できたらしい紅音が、戦せん慄りつを宿した言葉を漏らす。

「――ああ、本当に童話の世界かと思った。リアの寝姿を『天使』と喩えるなら、イスカのは――『精せい霊れい』とか『女め神がみ』かな」

　……いつもの如く、実際の性別は考えない方向で。

　いずれにせよ、もし画家が見たら確実に大判の絵を描えがきたくなるレベル。そんな『男の娘』の隣となりで寝ね起おきするなど、心臓に悪いにも程がある。

「……って事は、外付け的なストッパーは無理、と。ならばもう、いっそある程度解き放っちゃえば？　……その、疑似行為的な？」

　余計な事を想像してしまったらしく、少し気まずげに視線を逸らしながら言う紅音。

「あー……実はそれについて、親おや父じが訊きいてもいないのにベラベラ喋しやべったんだが――」

「……あのオジサンの親としての行動に、今いま更さらツッコむのは止やめとくけど――何て？」

　今いま更さら指し摘てきしてもしょーもない事は綺き麗れいサッパリと流し、話を続ける。

「魔ま力りよくって、人の精神に反応して色々な変化を起こすだろ？」

「うん、そうだね」

「その――イタしたか否いなかを調べる術があるらしいんだけどさ？　それが探知するのも、そういう精神由来の魔力変化らしいんだ。……つまり、仮にイタしても『犬に噛かまれた』程度にしか思っていなければスルーできるらしいんだけど――」

「……なるほど。仮に疑似行為で止まってても、大事な事だと認識していれば――って事か。リアがどっちの反応するかなんて、考えるまでもないもんね？」

　……リアの純情さを考えれば、同衾という状況もアウトだった可能性もあった。

「下手したら人生的に一発アウトの可能性がある以上、ギリギリに挑いどむ気は……なぁ？」

「……それで完全に自制できるのって、結構凄いんじゃないかと思うんだけど？」

　――むしろ、女性でありながらその辺の事を理解できる紅音も、十分に凄いかと。

「と、まぁ。こんな感じで行いき詰づまってるわけで。……悪いとは思うが、話を聞いてもらいたかった、と」

「……はぁ。ま、仕方ないかな。爆ばく発はつしそうになったら、話くらいは聞いてあげるよ。キッチリ貸しにしとくけどね♪」

「――はいよ。借りは利子が付かない内に早めに返すわ」

　苦笑いと共に言い合い、俺の方は話がまとまったところで――少し切り返してみる。

「で？　お前の方はどうなんだ？」

「…………は？」

『何言ってるの？』といった様子で返す紅音だが、一いつ瞬しゆんだけ気まずげな顔をしたのを、俺は見み逃のがさなかった。

「いや？　たださっき『イスカも一緒に三人で寝たら？』とか言ってたけど、その提案を受け入れていたら、お前はどう思ったのかな、と？」

　どうも先日、紅音とイスカの間でちょっとしたトラブルがあって以降、少し距きよ離りが縮まった様に見える二人。だから少しカマをかけてみたのだが――

「あー……」

　俺の言葉で、紅音に浮かんだ表情は――気き恥はずかしさと……困こん惑わく？

「……和希にだから言うけどさ？　なんとなく『そうかも』とは思ってるんだよ。……けど、自分でもハッキリしないというか――」

「……なあ紅音？　仮に『そう』だった場合……もしかして初はつ恋こいか？」

「――ぅ。あ、あはははははは……」

　明らかな誤ご魔ま化かし笑わらいをする紅音。……確かに、こういう紅音を見るのは初めてで。

「――で、でもね？　誤魔化しじゃなくて、本当に違うかもしれないんだよ？　さっきの『イスカも一緒に～』の話だって、本当に全く心配してないし。だから自分でも、どうなのかなー、って」

「…………なるほどねぇ」

　と、一応は納なつ得とくした様に応こたえた俺だが、実際はほぼ確実に『そう』だと思っている。

　……なにせ、こんな『女の子っぽい』紅音は初めて見たし、『心配してない』という言葉は本音でも――そもそも『心配』なんて言葉が出てきた時点で――




　と、その時。『コンコン』と、書斎の入り口がノックされた。




「ん？　入っていいぞー」

　叩たたき方かたと気配から、相手が誰であるかを確信。返事をすると――思った通り、白しろ髪かみに紫むらさき水すい晶しようの瞳の少女、リアが入ってきた。

「和希、紅音。夕食がもうすぐ出来ると、イスカが。紅音も食べていくのだろう？」

「うん、いただいて行くよー。イスカが作ったって事は、洋食かな？」

「ああ。私も少し手伝わせてもらったが。いつもの事ながら、見事な出来だった」

　料理を覚え始めたリアは、まだ一人だと不安らしいが、誰かがサポートに付けば十分にメインとして作業できる。

　よって我が家は、イスカがメインで作る時は洋食。俺がメインで作る時は、揚あげ物ものか中ちゆう華か。そしてリアがメインで作る時は和食となっている。

　……リアが慎しん重ちように、それでいて楽しそうに味み噌そ汁しるとか作っている姿は、普段とのギャップもあって素す晴ばらしく――

「……和希」

「ん？　――ああ」

　幸せな回想に耽ふけっていると、リアが俺の服の袖そでを摘つまみながら、声をかけてきた。

　……実はコレ、最近決めた俺とリアの間での密談の合図で。

　俺はすぐにリアの手を取り――先日手に入れた『能力』を発動させる。

「（どうしたんだ、リア？）」

「（――いや、紅音に何か相談していたから、な。……もし私に関係する事ならば、遠えん慮りよなく言ってほしい。……それだけ言いたかった）」

　能力による意思伝達で、無言の会話を交かわす俺たち。

　俺の問いかけに返ってきたリアの意思は――少し、不安気で。

　――あー、そうか。リアとならいくらでも内ない緒しよ話ばなしが出来るのに、敢あえて紅音に相談したら……リア関係だって言ってる様なものか。

　悪口を言われている……とは思われていないだろうが、確かに気分は良くないだろう。

「（……リア。ちょっと『魔眼』使って）」

「（――？　わかった）」

　俺の意思に応え、リアが本来は俺の能力である『魔眼』を発動させ――瞳が青色に。




　これが、俺とリアが手に入れた能力『インセパレイタブルフェザー』。

　両者の同意で発動させると、俺とリアが持つステータスの効果を全すべて共有できる。実質的に二人分の能力を得るという、ちょっとしたチート性能。

　……で。リアが現在使っている俺の能力で、ステータスを見た場合――

　　　　　◆　◆

【倉橋　和希】

階級クラス

　ツッコライトニングミ役 ブレイブ：任意発動で敏びん捷しよう性せい上じよう昇しよう。戦闘時、全能力大幅上昇。

能力アビリテイ

　元・邪エンシエント 気眼トウルーアイズ：特殊形式による対象の性質看破。

　舌先三寸サウザンドワーズ：魔術効果上昇。

　ツッコミジヤツジ オブ の嗅覚ザ モーメント：動体視力増強。使用魔術の緊きん急きゆう制せい御ぎよ。

　末期型バインセパレイタカップルブル フェザー：特定対象と全ステータス効果・魔力・視覚共有。意思伝達可能。

　　　　　◆　◆

【リアーナ・イルム・ルアリア】

階級クラス

　夢見がちナイトメア 王女プリンセス：精神系魔術の使用可能。精神威圧（中）。

能力アビリテイ

　恋人至プライマルワー上主義ズ・リミテツド：全魔術大幅強化。敵魔術の弱体化。詠唱効果増大。支配魔力の増ぞう幅ふく。

　純情一途ペネトレイシヨン：使用魔術による全防御・障害の貫通補正。

　耳年増エルダーワイズマン　：敵性魔術の認識・分析可能。使用魔術効果上昇。

　末期型バインセパレイタカップルブル フェザー：特定対象と全ステータス効果・魔力・視覚共有。意思伝達可能。

　　　　　◆　◆

　……と。普ふ通つうはカタカナ名しか表示されないところが、『残念な日本名』＋『カタカナ名のルビ』という形で表記される。

　どうやら日本名の方が、能力発現の由来となった当人の性格・性質を表しているらしく。しかもその性格が発動しているときは、その項こう目もくが点てん滅めつして見えるという、困った過剰親切設計。……そのため、隠かくしている当人の本質や、発言の裏側を暴あばいてしまうわけで。

　――例えば現在……リアの『恋人至上主義』と『純情一途』が点滅している、とか。




　それで。なんで俺が、リアにその困った魔眼『元・邪気眼』を使わせたかというと。

　俺の能力『舌先三寸』、『丸め込むのが上手い』という性質から来ている様で――




「（――リアに対して不満なんて、あるはずが無い）」




「（――ッ）」

　意図を理解したリアが、驚きの表情と共に頬を染める。

　……『丸め込む性質が発動していない』という事は、これ以上無い本音の証明。

　嘘うそが全てバレるというデメリットも、余計な不安を与あたえない、というメリットに。

「（……ありがとう。――だが、では何を？　私との関係への不満ではないのか？）」

「（ああ、もちろんそんなのじゃな――）」

　――あ、しまった。




「（……ギルティ）」




　……即そく座ざに有罪判決と冷たい視線が飛んできました。

「（――誓ちかって後ろめたい事は無い。……が、これ以上は黙もく秘ひします）」

　その言葉を聞いたリアの顔が、少し拗すねた様な表情から、軽い困惑の顔に変わる。

「（……私への不満ではない。なのに関係は不満。そして私には言いい辛づらい……？）」

　と、少し考えているらしいリア。やがて――

「（――――ッ!?）」

　察したらしい。先ほど以上に真っ赤になるリア。

「（……多分、ソレと近い事で合ってる。――どうしようも無い事だから、相談というより軽く愚痴ったってトコ。――ＯＫ？）」

「（う、うむ、理解した……。――だけど和希。そういう事も、ちゃんと話してほしい。――ダメ、だろうか……？）」

「（リア……）」

　恥ずかしそうにしながらも、健けな気げにそう伝えてくるリアに、俺は――




「……あのー？　いい加減、ご飯食べに行きません？」




「「 ッ!! 」」

　紅音が、食傷を起こした様な顔でこちらを見ていた。

「……いっやー、完全に私の存在忘れてたでしょ、お二人サン？　――っていうかさ？　例の能力で会話してたんだろうけど……それ、端からどう見えるか知ってる？」

「い、いや。知らないが……？」

　引き続き冷たいジト目のままで、紅音。若じやつ干かん気け圧おされながら、リアが答えると。




「――一言で言うなら、『いちゃいちゃ睨にらめっこ』？」




「――ッ!?」

　紅音の指摘に、再び真っ赤になるリア。

　一方で俺は、リアの表情の変へん遷せんを直に見ていたため、その意見に妙に納得していた。

　――まぁ。無言で見つめ合い、『恥じらい』『照れ』を含ふくめて表情コロコロ変えてれば、その感想も妥だ当とうかな……。

「私はもう慣れ――諦めたけどさ？　外では気をつけた方がいいよ？」

　――あれ？

　続いた紅音のセリフは、『やれやれ……』といった感じのもの。――もう少しジト目が続くかと思っていたんだが……？

「（――リア、どう思う？）」

「（……正直、私としては助かったのだが――確かに変だな。何らかの心境の変化、なのだろうが……）」

　イスカと夕食が待つダイニングへ向かう紅音の後ろで、再び思念で会話をする俺たち。

　――それにしても、『心境の変化』ねぇ……。

　やはり、イスカとの事だろうか？　……もしかして、さっき俺と話した事で、更さらに意識してしまった……？

　俺としては、このまま上手くいってほしいと思う。

　親しい友人同士がくっつくのは、純じゆん粋すいに嬉しい。……というか、紅音とイスカも相あい性しよう良さそうだし、放っておいても時間の問題な気もするが。

　――ただ問題は……イスカが恋れん愛あい云うん々ぬんをどの程度まで理解しているか。それと――

　と、そこまで考えた時点で、ドアの前まで到とう着ちやく。前を歩いていた紅音が、躊ちゆう躇ちよ無なく中に入ると。




「あ、来たね！　ご飯できてるよ？　冷めないうちに早く食べよっ♪」




　ただでさえ整った容姿のイスカが、明るい笑顔で俺たちを迎むかえる。

　艶やかな長い黒髪は、後ろでまとめてポニーテールに。チェック柄がらのミニスカートからは、黒のストッキングに包まれた長い脚あしがスラリと伸のびる。

　……容姿、性格、行動。どこをどう見ても、超一級品の美少女。

「やった、煮込みハンバーグ！　私これ大好きなんだよ～♪」

「うんっ！　おばさまから聞いたから作ってみたんだ♪」

　メニューが好物で歓かん声せいをあげる紅音と、その反応を見て嬉しそうなイスカ。

　――この二人、誰がどう見てもイスカの方が女らしいんだよな……。

　この二人に『男女の恋愛』が成立するのだろうか。……それが問題といえば問題。

　だが実際のところ、イスカ以上に女性らしい女性が、そうそう居るとは思えない。

　――そう考えると、逆に紅音みたいなタイプ以外は無理かもしれない……？

　まるで仲の良い姉妹の様に、楽しそうに笑い合っている紅音とイスカ。相性が良いという事は、誰の眼めから見ても確かで。

　――案外、何かキッカケでもあれば簡単にくっつくかもな。




　そんな事を考えていると。当の紅音から、その『キッカケ』になり得る話題が。




「そういえば。ウチの学園のバレンタインの事、リアには話したの？」

　全員が席に着き、食べ始めた後。食べ物の話題から、お菓か子しの話題に。そしてお菓子の話題から、チョコと縁えんの深いこのイベントの話題が出た。

「ん？　――ああ、そうか。……悪い、紅音。お願いしていいか？」

　俺がリアに話してもいいんだが……。このイベントにおいて、リアは俺の『相手』。その当人に直接イベント内容を教えるのは――少し気恥ずかしい。

「ん？　その……意中の相手にチョコを渡わたす、のだろう？　紅音から聞いたが……？」

「ごめん、私はそれも知らない。どんな行事なの？」

　異世界から来たばかりのイスカは、バレンタイン自体を知らないらしい。リアは一いつ般ぱん的てきなバレンタインは知っているらしいが。




　実はウチの学園、過去の惨さん劇げきをきっかけとして、バレンタインには少し特殊なイベントが開かれる。




「――基本的な所は変わらないんだけど、ウチの学園だと――」

　その行事について、リアとイスカに説明する紅音を見ながら――俺は漠ばく然ぜんとした、だけど何な故ぜか確信に近い予感を覚えていた。




　――何事も無く、とはいかないんだろうな……。




　今はとりあえず、その『何事』が楽しい事である事を祈いのろうと思った。




　　　　　◆　◆




　――翌日、朝。

「――えっと……本当にやるの？」

　廊ろう下かを歩く俺たち。教室が近づいてきた所で、イスカが戸惑い気味に訊いてきた。

「うむ。後の事を考えれば、今の内に明かしておくべきだろう？」




　昨日、あれから話し合った結果。俺とリアの関係を公表してしまおう、という事に。

　理由は――『来きたるバレンタインデイを無事に乗り切るため』。……早い話が、お互たがいに余計なムシが寄ってくるのを抑えるためだったりする。

　本当はもう一つ理由があるのだが……それは追い追い。




「う、うん……それはわかるんだけど、ね？　問題はその方法で――」

　リアの堂々とした返答に、躊躇ためらいがちに言うイスカ。

「ね、イスカ？」

「――え？　なに？」

　イスカの言葉を遮さえぎるように、その後ろを歩いていた紅音が声をかける。

「心配はごもっともで、普通のクラスなら問題かもしれないけど――ウチのクラスなら、むしろアレがベストだよ？」

「……そう、なの？」

「ま、そうだな。騒さわぎになるのが今か後かの違いだし。初しよっ端ぱなで大騒ぎしてサックリ終わらせた方が、後々楽そうだろうな、と」

　紅音の言葉に同意して、俺おれが意図を説明。

　……どうせバレたら騒ぎになるんだから、大々的にブチまけよう。――そんな作戦。

　話しているうちに、教室前に到着。

　予想通り生徒はほとんど来ているらしく、ウチのクラスらしい喧けん噪そうが聞こえてくる。

「さて。――じゃ、行こうかリア」

「――ああ、行こう」

　手を差し出すと、少しだけ照れくさそうにしながらも、リアがその手を握にぎってくる。

　そして俺たちは教室の入り口を開き――

「お。和希、おは――」「リアちゃん、お――」「倉橋君、お――」

　俺たちに掛かけられた言葉を遮る様に、繋いだ手を掲かかげながら――




「「 俺私たち、婚こん約やくしました!! 」」




「「「「「　……………………へ？　」」」」」

　予想外の発言に、全員の目が点になっている。

　しばらくそのまま硬こう直ちよくしていた生徒一同だが、やがて困惑しながら目配せし合い、誰からともなく一カ所に集まり、何事かをヒソヒソ話し合い。




「「「「「　それ、なんてエロゲ？　」」」」」




　――うん、予想通りの反応。

　まだ少し頭の回転が戻もどってきていないらしく、呆ぼう然ぜんとした顔をしている一同。

　――聞いた話によると、教室のド真ん中で『俺たち結けつ婚こんしました！』とかブチかますエロゲがあるらしいが……それに比べたら、まぁ俺たちの方がやや現実的だろう。

　……そんなわけで、サクッと流して話を変える事にした。

「いや、現実現実。ま、そんなコトで。――そういえばリア、一限って確か小テストだったっけ？　対策は大だい丈じよう夫ぶか？」

「もちろん抜かりは無い。誰だれに訊いているのだ？　――皆みなは大丈夫か？」

「――へ？　あ、ああ。……一応見直すか」　「……あ、じゃあ私も」　「――俺も」

　俺の意図を汲くんだリアの発言。それを受けて、釈しやく然ぜんとしない顔のまま、各おの々おのの机に向かい教科書を取り出す一同。……その少し後。




「「「「「　…………ッ！　ちょっと待てゴラァァァッ!?　」」」」」




「遅おそいわッ！」

　あまりに遅い時間差ツッコミに、本職として思わずツッコミ返す。

「や、和希と違って、皆は本来ボケ専だし？　本職並みのツッコミ求めても、ねぇ？」

「……えっと、そういう問題でもないと思うよ、紅音……？」

　教室入り口では紅音とイスカが、傍ぼう観かん者しやとしての意見を話していた。

「ツッコミ役がボケ始めた時点で、俺たちがツッコむしかなくなるじゃねぇか！」

　紅音の言葉が聞こえた男子の一人が、キレ気味に言う。

　――スルーすればいいのに。……それが出来ないのがこのクラスなんだが。

「いやいやいや！　んな事はどうでもいい!!　それより説明する気はあるんだろうな!?」

「おいコラいつからだ？　ロリか？　ロリな外見に惹ひかれたのか!?」

「貴様も『ケッコン　カッコ　カリ』とかいいながらどう見ても『ロリコン　カッコ　ガチ』なアレと同類かゴラ!?」




　落ち着け。




　血走った目で詰つめ寄よる野郎共とは対照的に、女子は興味深そうに説明を待っている。

　……つーか、最後のネタは微妙にヤバイから止めとけ。

　とにかく。ヒートアップした野郎を鎮しずめるために、考えておいた説明を口にする。







「……つまり、親の仕事の関係で昔から許嫁いいなずけだったが、倉橋は知らなかった。――で、実際会ってみたら、お互いにほとんど一ひと目め惚ぼれしました、と……？」

「――う、うむ。まぁ、そういうことだ」

　生徒の確かく認にんの言葉に、リアが答える。

　……やはり前もって打ち合わせしていても、恥はじらいに頬ほおを染めているリア。

　その様子が言葉に真しん実じつ味みを与え、同時に殺気立っていた生徒たちすら和なごませる。――っていうか、一部の野郎の『萌もえ～』って表情がムカつく。

「紅音とイスカは知ってたの？」

「うん、私は最初からね～。和希のおじさんから、イザというときのフォローとか頼たのまれてたよ」

「えーっと、私は和希と同じタイミングで知った……かな？　それまでは『仲良いなー』くらいにしか」

　女子陣は、紅音とイスカに質問して裏付け調査（？）。嬉き々きとして答える紅音に対して、イスカは少し苦笑い気味に答えている。

「――なるほど。『リア充ムカつく』って本音はあるが……なんか妙みように納得したわ」

　説明を聞いた一人がそんな事を言うと……なぜか男女数人が『うんうん』と。

「……は？　納得？」

　この前、リアとの仲を疑われた事があった。だから『リアとの仲が納得』なのかと思ったが……ニュアンス的に、どうも違うっぽい。

「和希と三峰、全然くっつかなかったからな。和希のタイプはそっちだったのか、と」

　その言葉に、再び『うんうん』と揃って頷うなずく一同。――だが、ちょっと待て。

「……あのなぁ？　別に外見だけでこうなったわけじゃないんだが？」

　もちろん外見も好きではあるが……説明前の発言からも分かるとおり、どうやら俺はロリ派、または貧乳派と思われてるっぽい。

「うん、そうだよ皆？　和希は別に、ロリでも貧乳派でもないよ～」

　どう説明しようか考えていたら、思わぬ援えん護ごが。少し意外に思っていると――




「――だって中等部の頃ころなんて、私の胸をチラ見してたし」




「…………ほう？」

　……紅音の爆弾発言に、リアが即座に反応。冷たいジト眼を向けてくる。

「――リアさん、ちょっと待っててください。……紅音さん、気付いてらして……？」

「そりゃぁ、目を合わせて話してる時に視線を下に逸そらしたら、普通気付くよ。ね？」

　紅音が周りの女子陣に視線を送ると、一部女子がまたも『うんうん』と。

　俺が周りの男子陣に視線を送ると、一部男子も頭を抱かかえている。……男なら、一度や二度は身に覚えあるよな。

「…………和希よ」

　リアの冷たい視線、その眼力がさらに強まる。

「あ、あの……ですね？　別に不ふ埒らちな事を考えていたとかではなく――」

　女子にも紅音の様に生温かい視線を向けてくる者と、リアの様に冷たい視線を向けてくる者が居る。……敢えて両者の違いは語らないが……多分『Ｃ』あたりが境界線か。

　……とにかく。仕方の無い事なのだと、理解してもらうための言葉を考え――




「――う、動くモノを目で追うのは、野生の本能だ……!!」




「「「「「　よく言った和希！　」」」」」

　野郎の約半数から賞賛の声が挙がった……のだが。

「…………動かなくて悪かったな？」

　女子の約半数（小組）からの視線、その温度がさらに下がった。

「――と、とにかく！　別に俺は、外見だけで好きになったわけじゃないッ!!」

　……これ以上は、自分の首を絞しめるだけだと判断。強ごう引いんに話を終わらせる事に。

「じゃあ倉橋君？　ならなんでリアちゃんを好きになったの？」

「――リアちゃんも、なんで倉橋君？　リアちゃんなら、いくらでも選べたでしょ？」

　生温かく見ていた（巨）組の女子二人が訊いてきた。

「――や、それは……」

「……う、うむ。それは――」

　さっきまでのゴタゴタが嘘の様に、いつの間にかクラス中から揃って好こう奇きの視線が。

　……逃にげられそうにない。仕方なく、お互いをチラリと窺うかがいながら、言葉を探す。

　――親同士の企たくらみとか、相性が良いとか、いろいろあるけど……。

　なんとか、シックリくる言葉が浮うかんだ。照れはあるが……その言葉を口にする。




「まぁ……リアだから、かな？」

「――和希だから、だな」




「「「「「　ごちそうさまでしたッ!!　」」」」」

　ほぼ同時に俺とリアが答えると、周りからは完全に揃った反応が返ってきた。……表情は、ウンザリ気味と楽しそうな顔の、二通りがあったが。

「……はぁ。怪あやしいとは思っていたが、予想外のバカップルだったか」

「――ったく。独り身も多いんだから、少しは自重しろよな」

「あはははっ、リアちゃんおめでとう！　式には呼んでね～」

「あ、私も！」

　男子陣は多少の文句を言いながら、女子陣は楽しそうに祝福したり、からかったりしながら。それでも比ひ較かく的てきあっさり引き下がり、机に戻って教科書を開き始めた。

　と、ここまで予想通りで、ウチの生徒なら特に疑問を持たないのだが――

「――あれ？　私たちの歳としで婚約とか、この国だと珍めずらしいんじゃないの……？　――なんで皆、こんなにアッサリ……？」

「……あはは、それが普通の反応だよねぇ。――だけどほら。ウチの学園には、昨日話した『アレ』があるから……卒業後に即そく入にゆう籍せきってカップルが、毎年二・三組は出るんだよ」

　紅音が苦笑いしながら、イスカに説明する。




　紅音が言う『アレ』とは、この学園でバレンタインデイに開かい催さいされる特殊イベント。

　その存在こそ、俺たちがこのタイミングで関係を公表した、もう一つの理由で。




　　　　　◆　◆




　リアとイスカにそれを説明したのは、紅音も居た、昨日の夕食時。

「――ウチの学園のバレンタインデイを語るには……まず、数年前に起きた惨劇を語らなければならない」

「……惨劇、だと……？」

　俺が口にした物ぶつ騒そうな単語に、リアが思わず声を出だし、イスカも警けい戒かいの表情に。

「まぁ惨劇、だよねぇ……。学園占領事件だし」

「占領!?　本当に、何があったの……？」




「学園関係者は、その事件から続く一連の事態を『血のバレンタインデイ』『真しん紅くのホワイトデイ』と呼び、これからも永遠に語かたり継つがれる事だろう……」




「……スペースコロニーに核かくでも撃ち込まれたのか？」

　――リアさん、そのネタ知ってましたか。

　あまりに仰ぎよう々ぎようしい名めい称しようと俺の語りに、むしろ警戒の色が薄うすれた様子の異世界人二名。

　……実際、そう重い話でもないわけで。

「――当時、ウチの学園にはバカップルが蔓まん延えんしていたらしく――」

「……その時点で、今後の展開が少し予想できるのだが？」

　――リアさん。多分その予想、そう外れていません。

「えっと……そんなにいっぱい、バカップルが居たの？」

「自重しない状態の和希とリアみたいなのが、各クラスに５組前後は居たって言えば、状じよう況きようを想像できる？」

「そ、それは…………少しイヤかも」

　――イスカくん、紅音さん。何気に失礼な事言ってますよ？

　……大声で反論出来ない程度には、自覚あるが。

　まぁ、大方想像ついてるっぽいが……学園の惨劇『血のバレンタインデイ』。




　当時、ただでさえ猛もう威いを振ふるっていたバカップルたちが、更に活動を活発化させるバレンタインデイ。それの到とう来らいに、『独り身連盟・漢おとこ組ぐみ』が一いつ斉せい蜂ほう起き。

　学園の要所を占せん拠きよした上で、早朝から学園入り口にてチョコレート狩がり（一週間後に返すと確約）、校舎内のパトロールによるイチャつきカップル狩り（男の顔にラクガキ、服装を股こ間かんに白鳥の首付きのバレリーナ姿に強制換装）などを実じつ施し。

　どうやら当時の生徒会長も『漢組』の一員だったらしく、その交こう渉しよう（涙なみだながらの土下座）により教員は沈ちん黙もく（『一日限定』という事で哀あわれみと失しつ笑しようを浮かべながら）。




　ここで立ち上がったのが、バカップル共を中ちゆう核かくとする『学園解放軍』、通つう称しよう『リア充連合軍』。彼かれら・彼かの女じよらは、徹てつ底てい抗こう戦せん（堂々とイチャつくという、凶きよう悪あくな精神攻撃で）。

　戦力を集中し、占拠されていた放送室を解放。リーダーである女生徒が演説を行った。




　要約『……そんな事するから、独り身なんだよ？』




　この演説を耳にした『漢組』構成員は、実にその八割が血ち反へ吐どを吐はいて轟ごう沈ちん。

　こうして取り戻された平へい穏おんなバレンタインデイは……例年より盛り上がったそうだ。




「――とまぁ、この独り身の方々がとことん報むくわれないお話が、『血のバレンタインデイ』の概がい要ようだな」

「ちなみに、演説をした『連合軍』のリーダーが私の従姉いとこだねー」

　俺と紅音が交こう互ごに話した概要を聞いているうちに、完全に呆あきれ顔がおになっているリアと、引きつった苦笑いのイスカ。




「要するに『バレンタイン中止！』を実際にやったモテない男共が、自分の行いを客観的に指し摘てきされて自じ滅めつした――という話か？」




　――リアさん。とっても的確で身も蓋ふたも無いまとめ、ありがとうございます。

「あ、あははは……まぁ、確かに重大事件ではある気がするけど……それが今年のバレンタインとどう関係するの？」

　と。頬に人差し指をおいて首を傾かしげるという、無自覚の可愛かわいらしい仕草で訊きいてくるイスカ。……普通はあざと過ぎる仕草だが、天然モノなためか、違い和わ感かんが全く無い。

「……まぁ。実はこの報われない男たちの惨劇、まだ続くんだ」

「……うん、報われないよねぇ……。ここまでは自じ業ごう自じ得とくだけど、ここからは……」

　俺の言葉に、紅音も同意する。

　特に紅音の場合は、当事者の従姉から詳くわしく聞いてるらしいから、尚なお更さらだろう。

　首を傾げているリアとイスカに、再び説明を始める。




　先の『血のバレンタインデイ』の裏側で、暗あん躍やくした者たちが居た。

　血反吐を吐き、ドン底に叩たたき落おとされた男たちに、優やさしい声を掛ける女子たち。




　それは――『独り身連盟・乙女おとめ組』。別名『乙おつ女おんな連盟』。




　一見、優しさからの行動かと思いきや……彼女らは倒れ伏す男たちにチョコを渡し（押おし付つけ）、こう言った。

『お約束の三倍返し、よろしく！　受け取った以上、拒きよ否ひ権けんは無いからね……？』

　傷心の影えい響きようにより頭が回っていなかった男たちは、拒否も出来ずに受け取ってしまう。

　そしてフと我に返ったとき……手元に残ったのは傷ついた心と、嬉うれしくないチョコ。さらには押し付けられた債さい務むのオマケ付き。

　憤いきどおる被害者一同。彼らは集つどい、話し合いの末、一つの対応を決めた。




　チョコは開かい封ふうせず、ツノを付けた上で紅あかく塗と装そうして返す。




　そして決戦のホワイトデイ。

『通常の三倍だ。文句無いだろう？』のセリフに、乙おつ女おんなたちブチ切れ。

『この終身名誉ＤＴ共があああぁぁぁッ!!』

『テメェらも、そんなんだから乙おつ女おんなとか言われんだよッ!!』

　そんな醜みにくい言い争いの末、殲せん滅めつされる男たち。

　その事件の後――彼ら、彼女らの中から少数が『バカップル連合』に移い籍せきした以外は、より同性間のみでの結束が強まる事となった。




「――とまぁ、リア充・非リア充で、明暗がはっきり分かれたわけだ。これが『真紅のホワイトデイ』事件」

「……どうでもいいのだが、この学園にはガン○ムファンが多かったのか？」

　――分かりやすいネタだからじゃないですかね？

　リアにも分かっちゃうくらいにはメジャーなネタだし。

「この後、さらに暗躍していた漫画研究会が、独り身たちを腐くさった道に引きずり込んだっていう『腐ラトウンっ・スたプリ春ング』事件っていうのも、非公式で未み確かく認にんだけど伝わってるねー」

　紅音が語った、学園の裏で密ひそかに進行していたとされる更なる騒そう動どう。――多分、真実なんだろうなー……ウチの担任とか居るし。

「え、えっと……感想はいろいろコメントしづらいんだけど、大変だったっていうのは分かったよ。それで――再発防止のために、学園が何か対策を考えたって事？」

「うん、さすが話が早いね♪　――翌年から『イベント』として実施されたんだけど……ま、隔離政策だよね、実際は」

「む？　イベントで『隔離政策』？」

　紅音の言葉に、リアも首を傾げる。……まぁ、普通は思いつかないし、思いついても実施する学校があるなんて思わない。

　俺は苦笑いしながら、端たん的てきな概要を口にする。




「簡単に言うと……カップルや本気告白する人は、当日設置される特別会場で」




「…………また、思い切ったイベントだね。よく問題にならないね……？」

　呆れた様に言うイスカ。普通は、特に非リア充の方々から文句が出そうなのだが。

「まぁ前年の惨劇がヒドすぎたからな……。それよりはマシだろう、ってトコだったんじゃないか？」

　バレンタインイベントの具体的な内容は、以下の通り。




　当日は、学園全体での『男女混合・球技大会』。

　それの終了後、打ち上げと称しようして簡単な立食パーティーっぽいのが開かれるのだが、その際に『本気』の方々は、礼拝堂に設置された別会場へ移動。




「――私も参加したこと無いんだけどさ。その別会場、凄すごいらしいよ？」

「そうらしいな。場ば所しよ柄がらの空気と、パイプオルガンの生演奏とかもあって、雰ふん囲い気きが凄いことになってるって話」

　一応は、ミッション系という事になっているウチの学園。日常生活で宗教色はほとんど感じないのだが、敷しき地ち内ないにはかなり立派な礼拝堂が存在する。

　下手な教会より厳おごそかな雰囲気を放つ、その建物。そこを活用し、理事長が直々に見届け人として執とり行おこなうそれは、もはや『イベント』ではなく『儀ぎ式しき』と呼べる程らしい。

「なんていうか……『球技大会』はオマケって感じがするんだけど……？」

「ああ、間ま違ちがいなくそうだな。――学園の予算を、リア充組だけに使うってわけにもいかないだろ？　だけど生徒全体でってなると、それなりの口実が要いるんじゃないか？」

　イスカが指摘したとおり、確かに『口実』で『オマケ』なのだろうが……。

　それでも球技大会中に『本気イベント』に誘さそう事もできるし、惨劇の歴史から生まれた事を考えると、男女交流の機会、という意味もあるのだろう。

　実際、毎年このイベントで新たなカップルが数組誕生するらしいし、よく考えられたイベントと言えるだろう。

「――と、そんなイベントがあるんだよ。それでリア？　俺たちは――」




「出るぞ、和希」




『参加どうする？』と訊く前に、妙に力強い返事が、頬を染めたリアから。

　……なんというか、その表情を見て浮かんだ言葉は――『覚かく悟ご完かん了りよう』。確かめる必要は全く無いが、俺は『元・邪気眼アビリテイ』を発動させてリアを見ると――




　案の定、『夢見がち王女』と『純情一途』が、激しく点てん滅めつしていた。




　　　　　◆　◆




　――とまぁ、俺とリアが関係をカミングアウトしたのは、このイベントに堂々と参加するため、というのもあったわけで。

「……そのイベント、そんなに効果があるのか？」

「うん、実施一年目ですでに実績出たんだけど――凄いよ？　イベントで成立したカップルや参加したカップル、確認とれてる限り、ほとんど別れてないの」

　リアの問いに、女子の一人が興奮気味に答えた。




　正確には、イベント前後合わせ一ヶ月未満の付き合いで別れるカップルは居た。だが、それ以上続いて別れたカップルは……今に至るまで、ゼロ。

　よって『お試ためしカップルが篩ふるいに掛けられた』というのが、大方の見解。

　つまり。イベントを経験した本気カップルの存続率、驚きよう異いの１００％。

　そして、そのデータがネットで拡散。不自然なほどの勢いで情報は広まり――翌年には受験者数が増加。

　その傾けい向こうは現在も続き――その結果、この学園はたった数年で、知名度・偏差値共に関東有数といえるまでになっている。




「確かに凄いが……驚異的過ぎて、少し胡う散さん臭くさいのだが？」

「あはは……それも無理ないとは思うんだけど、本当みたいなんだよね。卒業後の学生結婚カップルも毎年出るし、そのせいで『この学園、本物の天使や大天使が居るんじゃね？』なんて噂うわさまで流れ始めて――」

　疑うリアに、紅音が苦笑気味に話していると。

　廊下から『ズダダダダッ』という、派手な足音が。

　そして、その勢いのままに扉とびらが開かれ――




「倉橋くんがガチホモだったって本当ですか!?」




「「「「「　どうしてそうなったッ!?　」」」」」

　……腐った担任が、トチ狂くるった状態で飛び込んできました。

「我わが腐女子ネットワークによると、倉橋くんがカミングアウトした、と！　カミングアウトする事といえば同性愛と決まっているじゃないですか!!」

「決まってねぇよ!!　っていうか腐女子ネットワークって何!?」

「学園内に潜伏する全腐女子を繋つなぐ情じよう報ほう網もう。これにより新しん鮮せんなネタを直ちに腐らせ正確に配信するという、画期的なシステムです！」

「腐らせる時点で新鮮でも正確でもないですよね!?　確実に己おのれの願望で変質させたものでしょう!!」

「そんな事はありません！　第一、私の真なる願望は――、…………それはともかく!!」

「アンタどんな野望を抱いてやがる!?」

　……この担任。どうやら非常識な暴走状態でも、口にするのを躊躇ためらわれるレベルの願望（野望？）を持っているらしい。

　登場からロケットスタート → アクセル全開状態で暴走している担任に、さすがのクラスメイトたちもドン引きしている。――とっとと鎮ちん圧あつした方が良さそうだ。




「だから、俺はノーマルです！　婚約者一筋なんです!!」

　俺の言葉に、リアの顔が瞬しゆん間かん的てきに紅くなるのを、視界の端はしで確認。――だが、同時に。

「リアーナさんの事は知っています！　それを踏ふまえた上で自由な妄もう想そうの翼つばさを――」




「「「「「　…………は？　」」」」」

　担任の発言に、俺やリアを含ふくめたほぼ全員が間ま抜ぬけな声を漏もらす。

　――え？　知っていた……？

「――そこな鬼き腐ふ人じん。……今、なんて言いました……？」

「倉橋くん、今『きふじん』に変な漢字をあてませんでしたか？　……まぁいいでしょう。――『妄想の翼』の事ですか？」

「腐った造語はどうでもいいです。……リアとの事を知ってるって言いませんでした？」

　俺はもちろん、そんな事を学園に連れん絡らくしたりしていない。リアも、言うはずはない。

　先ほどの反応を見るに、紅音が報告したという事もなさそう。ならば……？

「あ、その事ですか？　リアさんとイスカくんが転入する際、倉橋くんのお父さまから言こと伝づてがありまして――」

「……やっぱり親おや父じからですか。――で、何と？」




「『和希とリアーナさんは婚約者、しかもバカップルの素質十分だから、学園内でこっそり《イタす》、などという事がない様に気を付けてくださいますか？』と、お願いを」




「あのクソ親父……」

　そういえばあのバカ親、学園にもコネがあるとか言っていたか。どうやらそれを利用し、教師数名に監かん視しを依い頼らいしていたらしい。

　……リアは何か余計な事を想像したらしく、更さらに顔を紅くしてうつむいている。

　――リアさん。それは最も早はや『夢見がち』どころか、『ムッツリ』の領域では？

「あ、あー……、ほら！　リアの家の決まりで、婚こん前ぜん交こう渉しようは御ご法はつ度となんでしょ？　だから万が一に備えて、っていう親心だったんじゃ……？」

　と、紅音が親父のフォローに回るが……更に担任が。




「そう伺っています。それと――『そんな羨まシチュ、一個人としても許せん』と」




「あのクソ親父……!!」

　……シチュ的に魅み力りよく的てきだというのは、もの凄くわかるが。

「そんな事もあったので、この前『ご両親が居ないので、しっかり見ていてあげてください』と、言ったではないですか」

「……え？　あのセリフ、本当にそんな意味だったんですか!?」

　紅音が驚おどろいた声を出す。

　その遣やり取とり、俺は聞いた覚えが無いという事は……この前の一件の際、リアを連れて保健室に行って、席を外したときか。

「――とにかく。隠かくしていた理由も分かりますが、こちらは元より把は握あくしています。当然、問題にするつもりもありませんから、ご安心ください」

「……う、うむ。ありがとう……」

「……ありがとうございます」

　気まずげに担任へ礼を言うリアと、釈然としないながらも続いて礼を言う俺。

「――では、三峰さんとイスカくん。改めて、保護者が居ない二人を見ていて下さい」

「あ、あはは……。わかりました」

　苦笑いしながら引き受ける紅音。そして、イスカはいい笑え顔がおで――




「はい、わかっています！　赤ちゃん産まれると大変ですもんね♪」




『ドゴンッ!!』そんな重く鈍にぶい音が、教室中から一いつ斉せいに。

　イスカとリア以外の全員が、机や壁かべなど、固い所に頭を打ち付けていた。

「――な、な、ななななな……ッ!?」

　打ち付けた頭を押さえながら顔を上げると、リアがこれ以上無いほど真っ赤に。

　狼ろう狽ばいのあまり、まともな言葉が出てこないらしい。

「――え、えっと……？　皆どうしたの？」

　一人、自分が何をやらかしたか理解していないイスカは、可愛らしく首を傾げ。

「……悪いイスカ、ちょっと待っててくれ。――それ以外全員、集合ー……」

「「「「「　うーい……　」」」」」

　やはりダメージは大きいらしく、担任含む全員がノロノロと起き上がり、集まる。




「――さて、誰か感想をどうぞ」

「……あの容姿で突とつ然ぜんド直球な発言されると、破は壊かい力りよくがトンデモナイです」

　俺おれの言葉に応こたえ、男子の一人が発言。それに対して全員が『うんうん』と頷く。

「あ、あの……？　なぜイスカくんは、あの様な発言を？」

　担任が、紅い顔で訊いてきた。腐海の主のくせに、実際の話には免めん疫えきが無いらしい。

「――実は、この前発覚した事なのですが……」




　そう前置きをして担任に説明するのは、イスカに完全に欠けている知識の事。

　イスカは異世界において飛び級を繰くり返かえしてきたため、保健体育方面の知識が無い。それどころか、『行こう為い』の存在自体を知らなかったりするらしく――




「――理解しました。しかしそれは……かなりマズイのでは？」

　話を聞いて、真ま面じ目めな表情をこちらに向けてくる担任。どうやら本気で心配しているらしく。こういう所は、腐っているとはいえ、本当に良い教師だと思う。

「……はい、マズイですね。今回みたいな不用意な発言もですが……あいつ、このままじゃまともな恋れん愛あいが出来るか疑問ですし――」

　かと言って下手に教えてしまい、万が一にも性格が変わってしまったらと思い、動くに動けなかったわけで。

　しかし、担任が心配していたのは、もっと切実な事だったらしく。




「いえ、そんな事では無く。――このままでは犯罪に巻き込まれる危険が、と」




「「 ――あ 」」

　思いあたる事があり、声を上げる俺とリア。

　イスカがこちらの世界に来たばかりのとき、要約すると『お金を払はらうから一いつ緒しよに入ろう』と、見知らぬオッサンに某『お城の様な宿しゆく泊はく施し設せつ』に誘われる事案があった。

　その時は『意味がわからない』と、俺たちに連絡してきたから事無きを得たが……イスカが意味を理解していない以上、似た事案が再発する危険は十分にある。

　――なにせ、あの容姿だもんな……。寄ってくるムシには事欠かない、か。

　……事態は、思ったより深刻かつ切せつ迫ぱくしているのかもしれない。

「――和希。これは……早さつ急きゆうに、正しく教える必要があるのではないか？」

　リアが、真面目な表情でそう言ってくる。他の生徒達たちも事の重大さを認にん識しきしたらしく、決意を固めた様な視線で頷く。だが――

「俺も同意。――だが、誰が教えるよ？」

「「「「「 ……………… 」」」」」

　イスカの性別は『男』。よって保健体育の常識で考えれば、同性が教えるのがセオリー。

　だが……見た目はどう見ても美少女なわけで。しかも下手すると、その美少女の容姿を持つ者から、キワドイ質問をされる可能性もあるわけで……。

「――倉橋くん」

　と、全員が頭を悩なやませているとき、担任が声をかけてきた。

「……倉橋くん、お願いできませんか？　イスカくんと同性で、最も親しく、最も信しん頼らいをされているであろう倉橋くんが最適であると、私は考えます」

　……その意見、確かに的確ではある。現状でイスカと最も親しい同性は、間違いなく俺。更に言えば、イスカの親父さんから『イスカを頼む』と言われているし、イスカは我が家に住んでいる以上、ある意味で俺はイスカの保護者とも言える。

　だから、俺が教えるという選せん択たくは、最適解の一つではあるのだが――




「――あんたの意見は分かったが…… 鼻 血 拭 け よ 」




「あら？」

　鼻血を流し、目を血走らせて訴うつたえかけて来ていた担任。……先の提案、確実に私情、もとい己の欲望を主としてのモノだろう。……男が教えれば確実にネタにされ、翌日には薄い本が完成している可能性すらある。

「――こんなわけで、男が教えるのは回かい避ひしたいんだが、どうだろう？」

「「「「「 異議無し 」」」」」　「そんなッ!?」

　腐乱教師が不服の声を上げたが、野郎連中は全員賛成、女子も大半が『仕方ない』といった認識のようだ。

「じゃあ、教えるのは女子って事なら――」

　と、生徒の一人が口にすると。皆みな、少し考えた末……視線が一人に集まった。




「――あ、あははは……。最初から、私に来るんじゃないかなーとは思っていたよ……」




　視線の先の我が幼おさな馴な染じみは、そう言って引きつった笑えみを浮かべていた。

「――三峰さん？　もし気が向かないのなら、教師である私が代わりましょう……！」

　再び、目を爛らん々らんと輝かがやかせて挙手する担任。……思わず『アンタは女【子】ではないだろ』なんてセリフが浮かんだが、とりあえず。

「却きやつ下かします」

「なぜですか!?」

「洗脳しようって魂こん胆たんが丸見えの人間に、友達を任せるわけがないでしょうが!!」

「失礼な！　私は教師です、騙だましたりなどしません!!　それに近年では、世界各国で同性婚が認められてきている現実があり――」

「やっぱり染める気満々じゃねぇかよ！　別にそういう人たちを否定する気は無いが、私欲で生徒の人生歪ゆがめるなよ!?」

　……普ふ段だんは良い教師なのに、己の趣しゆ味みにはあらゆる意味で妥だ協きようしない腐海の主。

「――とにかく。……紅音、頼たのめるか？」

「……半ば覚かく悟ごはしていたよ。――だけど、どうなるかは分からないよ？　仮にイスカがどうなっても、皆、ちゃんと今まで通りに受け入れてあげる事。――いいね？」




「「「「「 もちろん……！ 」」」」」




　クラス中を見回しながら告げられた紅音の言葉に、皆が覚悟を決めた表情で頷く。

　こういう時、このクラスの変態的な団結力は本当に心強い……のだが。

「……え、えっと……どういう事？」

　――ただ一人。イスカだけが、最後まで話が理解できず、首を傾げていた。




　　　　　◆　◆




　その日の放課後。学園内、視聴覚室前に、クラスのほぼ全員が集まっていた――




「――そろそろ、か」

　紅音とイスカが入り、相応の時間が経過した。中で上映されているであろう教材ビデオが、もうすぐ終わる頃だった。

　ちなみにその教材なのだが。最初は担任が『ぜひコレを……！』と、薄い本を持って来た。教官役の権限で内容を検けん閲えつした紅音は――




『――これの何を参考にしろと？　……でも、後で買わせてもらいます』

『お買い上げ、ありがとうございます♪』




　そんな遣り取りの後も、二次元アニメか三次元実写かで少し揉もめたが、小・中学生向けの保健の教材があるという事で、無難にその教材を使用する事に。

「――和希よ。全すべてを知ったイスカは、どうなっていると思う？」

　そう訊いてきたリアは、妙みように真しん剣けんな表情。

　おそらく、本当に予測ができないのだろう。それは、この場に集まる者たち、ほぼ全員が同じで。

「……イスカ、存在自体が予想のナナメ上だしな……。だけど可能性が高いのは、顔を真っ赤にして『さっきは、ごめんなさい！』って言ってくる、かな？」

　知識さえ得れば、先ほどの『赤ちゃん～』発言の際きわどさは理解するだろう。恥はじらいながら、まずはソレを謝あやまってくる、というのが俺の予想。

「ふむ……確かにありそうだな。イスカの事だ、たとえ目覚めたとしても……いきなり性格が変わる事は、まず無いだろうしな」

　リアが言う通り、男としての意識が強くなったとしても、突然エロ猿になったり、一いち人にん称しようが『俺』になったり、などは考えにくい。

「えー？　私としては『獣けもの』に目覚めたイスカくんが、近くに居た紅音を襲おそう――くらいあると面おも白しろいんだけどなー」

「いやいやいや、それは無いだろう？　むしろ恥じらうイスカに、辛しん抱ぼう堪たまらなくなった紅音が襲いかかる――って方が有り得る」

「「「「「 だよねー 」」」」」

　……外野の生徒たちが、無責任にそんな事を言っている。

　同居人としては『面白さ』なんていいから、無難で穏おん便びんな展開を望むが――




　そのとき、視聴覚室の扉が開いた。

　そして中から――紅音が、よろめきながら出て来て、壁に身を預けてへたり込む。




「紅音ッ!?　どうした何があった!?」

「……和希」

　慌あわてて駆かけ寄よった俺に、紅音は弱々しい視線を向けてきた。

　――まさか本当に『獣』覚かく醒せい!?　……や、でも服に乱れは無い……？

「……紅音よ、何があった？　イスカはどうなったのだ……？」

　騒そう然ぜんとする一同の中からリアが進み出て、紅音に訊く。

　すると、紅音はうずくまったまま頭を抱かかえ。




「……アレは、ヤバイ。――私は無実。私のせいじゃない……ッ！」




　……全力で、現実から目を背そむけようとしている。紅音のこんな姿は初めて見た。

　――それだけ恐おそろしい何かを見た……？

「くッ！　イスカ……!!」

「 ！　和希、今はダメっ!!」

　紅音の声を無視し、俺は視聴覚室の入り口に走り、扉を開け、中のイスカを――




「――なっ……!?　あ、あ、あ……」




　イスカは、確かに居た。

　だが、イスカが俺に顔を向けた瞬しゆん間かん――俺は、紅音の反応の意味を理解した。

「か、和希……？　どうした和希!?」

　……いつの間にか、壁かべ際ぎわまで後あと退ずさっていたらしい。

　そのまま壁に身を預ける俺に、リアが慌てて駆け寄ってきた。

「和希……何があった？　何を見た!?　――え？　か、和希……？」

　俺は、近づいてきたリアを抱き寄せ……そのまま強く抱きしめる。

　……人前でこんな事をするのは、本意ではない。――だけど今は、今だけは……。

「リア……大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ……。リアが居れば、俺は……！」

「和希……？　何が……」

　リアが腕うでの中から発した声には困こん惑わく、はっきりとした困惑の色が。

　――説明したいが、もう少し精神が落ち着くまで……！

「だから何があった!?　イスカはどうした!?　――くっ！　こうなったら、行くぞ皆!!」

「「「「「　おうッ!!　」」」」」

「 !?　だ、ダメだ！　今お前らが行ったら――!!」

　先ほどの俺と同じ様に、制止の声を無視して視聴覚室に向かう生徒たち。

　――マズイ。……免疫がある俺や紅音でもギリギリだったんだ。一般生徒、しかも男子が行ったら……!!




「 ―― お 前 ら じゃ 、 腹 筋 １ ０ ０ や ２ ０ ０ じゃ 済 ま な い ぞ …… !! 」




「「「「「　なッ…………!!　」」」」」

　……遅おそかったらしい。視聴覚室をのぞき込んだ生徒が、次々に凍り付く。

「「「「「　あ、あ、あ…………　」」」」」

　そして混乱する頭を抱えて後退り、次々に廊ろう下かでへたり込む。

　――後に彼らは、戦せん慄りつと共にその光景を語る。




　女子生徒一同『私たちですら、襲いたくなりました』

　男子生徒一同『腹筋し続ける生しよう涯がいも悪くない、そんな事を本気で考えました』




　全員が沈黙したところで、俺は意を決してイスカと話しに行く。

「――リア、悪い。ちょっと手を繋がせてくれ。……精神安定のために」

「そ、それは構わないが……それ程のものなのか」

　少し頬ほおの紅いリアと共に視聴覚室に入り、モニターの前に居る人物に声をかける。

「…………イスカ。大丈夫か……？」

　俺の声に応え、イスカがゆっくりと――こちら顔を向け、見上げてくる。

「――か、和希ぃ……。どうしよう……、私、私……！」




　モニターの前にへたり込んでいるイスカ（女の子座り）。

　恥じらいに、顔を耳まで紅く染め。自身の肩かたを抱くように身を縮め。

　……潤うるんだ瞳ひとみで、上うわ目め遣づかいにこちらを見上げてくる。




「…………これは」

　心構えをしていたであろうリアも、思わず絶句するイスカの姿。

　……先にリアと話した『イスカは、どうなっていると思う？』という問いの答え。




　正解は『女子すらムラつかせるレベルで色っぽくなっている』でした。




　リアという、俺にとっての精神安定剤と手を繋いでいてなお、頬が紅くなるのを自覚。

　……ちなみに。俺の後ろで、腐った担任が鼻血流して倒れたが……この人、己の血液の５割以上が流れても全く死なない気がするんで、放置の方向で。

　そのうち勝手に復活して、元気に執筆活動を始めるだろう。

「あー……、何が『どうしよう』なんだ？」

「わ、私、こういう事知らなくて……い、今まで色々恥ずかしい事を言って……！」

　泣きそうな顔で、一いつ生しよう懸けん命めいにそう伝えてくるイスカ。……とてつもない色気をもちながら、泣きべそをかく幼児の様に庇ひ護ご欲よくを掻かき立たて、同時に嗜し虐ぎやく心しんもくすぐってくる。

「――くっ……！」

　リアが自身の顔に手を当て、顔を背けた。俺もそうしたかったが、自制心で耐たえる。

「……ＯＫ。己の黒歴史を後こう悔かいする気持ちは分かる。だけど、まず落ち着け」

「でも……！　……あ」

　反論しようとしたイスカの視線が、繋がれた俺とリアの手に。その後……先ほどまで『映像が流れていた』であろうモニターに向かい。

「……あぅっ」







[image: ]







「 ？　――ッ！　い、イスカ!!　今、何を連想した!?」

　リアが抗こう議ぎの声をあげるが、既すでにのぼせた様に目を回しているイスカには届かない。

　……どうやら俺とリアを、『映像』の登場人物と重ねてしまったらしい。免疫が皆かい無むのため、頭がオーバーヒートしたのだろう。

　巻まき添ぞえを食くらい、リアも赤面 ＋ 混乱状態になってしまったが――

「……リア、とりあえず帰ろう。イスカは俺が負おぶって帰るから、イスカの荷物頼む」

「う、うむ。わかった……」

　返事を聞いてから、リアにも手伝ってもらい、イスカを背せ負おう。

　……イスカを支える手が触ふれる、スベスベの腿もも。密着する華きや奢しやな体。規則正しい吐と息いき。

「…………悪いリア。俺から１メートル以上は離はなれないでほしい」

「了りよう解かいだ。……頑がん張ばれ和希。私としても、出来れば50回は回避してほしい」

　我がクラスの規則『イスカに萌もえたら腹筋30、ムラっときたら50回』。

　最早30回 × 数回は免まぬがれないが、リアが居る以上50回は意地でも回避したかった。




　並んでその場を立ち去る俺たちの背後から、復活したらしい生徒たちの声が。

「さ～て皆の者！　楽しい楽しい腹筋タ～イム!!」

「「「「「　イエス！　レッツ腹筋!!　」」」」」

　そんな妙にハイテンションなかけ声の後、それぞれが納なつ得とくいく数で腹筋を始める。

　…………４ケタ後半の数字が聞こえる気がするが、気のせいだと思っておこう。







「「 ただいまー 」」

　リアに玄げん関かんの鍵かぎを開けてもらって中に入り、揃そろって声を出だすと。

「わふっ！」「きゃんっ♪」

　留守番を任せていた二匹の声が聞こえ――すぐに姿を現す。




　壁や天てん井じようで跳ちよう躍やくしながらの、立体機動で。




　これは、別に意味なくやっているわけではなく。リルの訓練にフェルも付き合って、遊びも兼かねた『三次元鬼ごっこ』ともいうべき訓練。

　やはりフェルやリルの種族『神しん狼ろう』の戦せん闘とうは、機動力が命らしい。

　始めたのはつい数日前からだが、フェルはともかく、リルはかなり上達した様だ。

　……足を滑すべらせて『わたわた』しているリルも可愛かわいかったんで、少し残念な気も。

「わふッ!?」「くぅ～ん……？」

　意識を失い、俺に背負われているイスカに気づき、二匹がそれぞれ心配の声をあげる。

「大丈夫。ちょっとパニック起こして気絶しただけだから」

「……がう？」

　――『何があったの？』と訊きいているらしいフェル。

「まぁ……教えないとマズそうだから、子供の作り方の真実を教えたんだわ」

「……わふ。わうわぅ」

　今度は『……なるほど。お疲つかれさま』といった所か。このフェルの反応が少し気になったので、訊いてみる事にした。

「ちなみに、フェルは知ってるのか？」

「がぅッ!?　…………わぅ」

　知ってるらしい。『ぎくり』と反応してから、顔を背けて小さく答えるフェル。

　……顔を背けた方向が、リルとは反対方向だったのは偶ぐう然ぜんか否いなか。

「――で、リルは知ってる？」

「くぅ～ん。……きゃふ？」

　――知らないらしく『教えて？』と言ってきた。……野生動物だから、教えなくても自然に知りそうだが、とりあえず――




「……じゃ、フェルに訊きな？　きっと教えてくれるよ」

「きゃんっ♪」




「わうッ!?　がうがうがぅ!!」

　フェルが慌てて抗議の声をあげるが、黙もく殺さつ。きっとそう時間が掛かからず、リルの『教えて、お兄ちゃん♪』攻こう撃げきに屈くつするだろう。




　――良かったな、フェル。自分を慕したう血の繋がらない可愛い妹に、保健体育を教える。そんなの世のお兄ちゃん志望者（大人）にとっては垂すい涎ぜんのシチュだぞ多分。




「――さて和希よ。……どうする？」

「……どうしよう、な？」

　まだ意識が戻もどらないイスカを、リアが敷しいた布ふ団とんに寝ねかせたはいいが、ここで問題が。

「制服のままで寝かすのは……問題あるよな？」

「――うむ。スカートなどは皺しわが付きやすいからな……」

　つまり――『どっちが脱ぬがすよ？』という問題で。

　絵面的にはリアが無難だが……実際イスカは『男』なわけで。

　なら俺が、とも思うのだが……百歩譲ゆずって上は良いとして、一番脱がすべきスカートに手をかける絵面は――ちょっと色々とシャレにならない。

「……体育での着き替がえなどは、普ふ通つうに男子と着替えているのだろう？」

　その口調からは、なんとなく前から気になっていた様な気配が。

「……全員、顔を背けているけどな。特にスカート脱ぐときなんか……」

　ウチのクラスの男子陣には、スケベ心を強く持つ奴やつも何人か居るが……覗のぞき対たい象しように堂々とされていると、むしろ自分が恥ずかしくなるらしい。

「……気持ちは分からなくもない。――ところで、イスカは上の下着は……？」

「さすがに女性物は着けてない。男物の肌はだ着ぎなんだが……」

　……ここでもまた、イスカくんマジックが発動する。

　着ているのは普通の男物タンクトップやランニングシャツなのに……。イスカが着けるとタンクトップがスポーツブラに、ランニングがキャミソールにしか見えない不思議。

「お陰かげでウチの男子陣、半数以上が授業前に腹筋50から入る事になってるな」

「…………本当に難なん儀ぎだな」

　と、半ば現実逃避気味にそんな話をしていると。




『ピンポ～ン』と、来客を告げるチャイムが鳴り――




「（ガチャ）――こんにちはー。イスカ大丈夫……？」

　許可を出す前に玄関が開く音。そして少し病人を気き遣づかった音量で、声を掛けてきた。

「「 …………！ 」」

　顔を見合わせた俺とリアは、おそらく同じ事を考えた。――『天の助け……！』と。

「――和室に居る。入って大丈夫だぞー」

　冷静を装よそおい、普段と変わらない声で紅音を招き――

「お邪じや魔まするねー。それで、イスカの調子は――」

『――どう？』と、紅音が言い切るより早く。




「「 丁度良かった。ちょっとイスカを剥むいてほしい 」」




「…………は？」

　突然の発言に、呆ぼう然ぜんとする紅音。……無理もないか。

「いや、寝かせたはいいが、制服のまま寝かすのは問題があるな、と」

「ああ、なるほど。――それにしても……本当にヤバイね、イスカの寝ね姿すがた」

　見事な烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪かみを広げ、横になる少女（見た目は）。寝ね苦ぐるしいのか気絶前の状じよう況きようのせいか、少し上気した顔。少しだけ荒あらい吐息が、妙に艶なまめかしい。

　軽く身み動じろぎすると、スカートから伸のびる綺き麗れいな足が、ギリギリまで露あらわになり――

「……うむ。私としても、この状態のイスカの服を和希が脱がすのは……看かん過かし辛づらい」

「――恋こい人びとの前で、少し苦しげに眠ねむる黒髪美少女の服を脱がす男……か」

　……あえて考えない様にしていた描びよ写うしやを、ハッキリと口にしてくれる紅音。

「というわけで――紅音、頼んだ」

「はぁ……私だって一応、乙女おとめなんですけど？　まぁいいや、わかったよ」

　渋しぶ々しぶといった様子だったが……躊ちゆう躇ちよ無なくイスカのスカートに手を伸ばし、中を確かく認にん。

「――うん、ちゃんとアンダー穿はいてるね。じゃあスカート脱がすよー」

「……ふむ、さすがは紅音だ。確認方法が実に男らし――ん？　……ちょっと待て」

　リアの声で、紅音の動きが止まる。……スカートを下げる直前で。

「どうした、リア？」

「……いや。確か以前、イスカはボクサーパンツを愛用している、と言っていたな？」

「ん？　……ああ、確かに。それがどうし……あれ？」

　以前イスカが本当に男か確かめた際、確かにボクサーパンツっぽい下着を穿いていた。

　……そして今。イスカはアンダー、つまり『見せパン』的な物を穿いているらしいが、ボクサーパンツでは、そのアンダーの『守備範囲』からはみ出るはず。

　はみ出していないのなら――今、イスカが穿いている下着は……？

「「「 ………… 」」」

　俺、リア、紅音は顔を見合わせ――なぜか、ほぼ同時に頬を染めた。

「と、とにかく脱がせちゃうね！」

　誤ご魔ま化かす様にそう言い、スカートに手をかけた紅音だが。




「え、えっと……脱がすって、何で……？」




「「 ………… 」」

　いつの間にか、イスカが目を覚ましていた。気まずく沈ちん黙もくする俺とリア。紅音は――




「あ、丁度良かった。スカート脱がすから、ちょっと腰こし上げてー」




「「 動じないだとッ!? 」」

　当人が目覚めても動じる事無く、迷わず脱がそうとしている紅音に、思わず驚きよ愕うがくの声を上げてしまう俺とリア。

「き、着替えは自分でするよっ！　あれ？　えっと……なんで私――あっ」

　自分がどういう経けい緯いで気絶したか、思い出したらしい。急激に顔を紅あかくするイスカ。

「まぁ、覚悟もなくいきなり知れば、戸と惑まどうのも無理ないと思うが……落ち着いたら、その事で少し話そうか」

「う、うん……。ごめんね、いろいろ迷めい惑わく掛けちゃって……」

「気にするな。……私たちは長い付き合いになるのだ。今後、私や和希が迷惑を掛ける事もあるだろう。――そのときにでも、返してくれればいい」

　俺とリアの言葉で、イスカの表情に少し明るさが戻ってきた。

「――うん、ありがとう和希、リア。あと紅音も、心配掛けて――え、紅、音……？」

「――へ？」

　笑顔を見せ、俺とリアに礼を言い、紅音に向き直って――動きを止めた。

　怪け訝げんな顔をする紅音、それと俺とリアの前で、イスカの顔がさらに紅くなり。

「……きゅぅ」

　再び頭がオーバーヒートを起こしたらしく、またも意識を手放した。

「――ふむ。これはどういう事だ？」

「あー……、これは――」

　二度目のため、落ち着いて考察する俺とリア。

　この前の一件で、イスカは偶然、紅音の裸はだかを見た。……その時の光景と『映像資料』を重ね合わせて――というのが、一番あり得る話か。

　――だけど……本当にそれだけか？

　もし、今回の事でイスカが『男女の違ちがい』を意識したのだとしたら。

　――もしそうならば、『紅音を見て真っ赤になった』それが意味する事は？

　そこまで考え、紅音の方に意識を向けると。




「――また気絶したし、やっぱり脱がすね。和希とリアは着替えをお願い～」




「本当にお前ブレないな!?」

　……この直後。上は制服、下はアンダー（見た目は下着同然）とニーソックスという姿のイスカを直視してしまい。

　俺は着替えを用意するという名目で、大おお慌あわてで部屋を出て行くハメになるのであった。







二章　爆発すればいいと思う。ｔｗｏ ｂｙ ｔｗｏ







　――二月八日、土曜日。『保健体育事件』のあった日から三日後の朝。




「――ん……？　くぁ……」

　いつもの時間に目を覚ました俺は――片かた腕うでが動かせない事に気づき、苦くし笑ようを浮うかべた。




「――にゅぅ……？　ふゆぅ……」




　俺の腕を抱だき枕まくらにしているリアがもぞもぞと動き、さらに強く腕にしがみつく。

　――さすがに、ちょっとマズイか。……感かん触しよく的てきに。……主に俺の理性が。

「リア？　そろそろ時間だぞ……？」

　空いている腕でリアの頭を撫なでながら、声をかけると――かすかに目ま蓋ぶたが開き。

「……みゅぅ……？　――和かず希き……？」

「ああ。おはよう、リア」

　まだ寝ぼけ眼な様だが、目を覚ましたリアに朝の挨あい拶さつ。

　起おき抜ぬけのリアは、いつもこんな感じ。幼児退行でも起こしているんじゃないかと疑う程、幼く可愛らしい反応。……案外、こっちが素だったりするのだろうか？

「……うにゅ？　――おはよぅ和希……♪」

　無む垢くな笑みと共にそう言ってから――俺の頬にキスをしてくるリア（寝ぼけ）。

　ここから少し、頭を撫でていると――

「……♪　…………？　………………ッ!?」

　――と。目が覚めて真っ赤になり、布団に潜もぐって顔を隠かくす。

　ここまでが、俺がリアより先に目を覚ました際の、お決まりのパターン。

　実はたまに『倍返しだ！』的に、口にキスを返したりするのだが……。寝る際はともかく朝からしてしまうと、しばらく気き恥はずかしい状態で過ごす事になるので自重を――

「………………」

　――リアさん。その残念そうな、拗すねた様な表情は何でしょうか……？




　し　ば　ら　く　お　待　ち　く　だ　さ　い　。




「――そ、それで、今日は『アレ』を実行するのだろう!?」

「――あ、ああそうだな！　……実際、いい加減に進展させたいところだし」

　……まだ紅い頬のまま、色々誤魔化す様に今日の予定について話し始める俺たち。

　ちなみに、未いまだベッドの中。朝食の時間にはまだ少しあるし、何より今日は土曜なのでお休み。……寒い冬場の朝。このベッドという至福空間からは、まだ出たくない。




　それで。『進展させたい』というのは、イスカの事で。

　一応、あれ以降は気絶はしていないし、日常生活に『ほとんど』支障はない様子。

　ただ『ほとんど』と言ったように、実は少し問題があり――それにより本人も自己嫌悪したりで、少し落ち込み気味だったりする。




　その問題とは『特定人物を避さけてしまう』事。

　そして、その『特定人物』とは――今いま更さら言うまでもなく。




「しかし、イスカも分かりやすい。最初に和希が予想した通りだったな」

「……だな。遅く来た思春期ってトコだろうけど。――とにかく、せっかくバレンタインってイベントがあるんだ。それまでに進展させてやりたい」

　現状、紅あか音ねに対してガチガチになってしまうイスカ。紅音の方も――そこまでわかりやすい態度をとられると、流石さすがに気き恥はずかしいらしい。

　来週金曜がバレンタイン。それまでに、最低でも今のぎこちなさは解消させたい。

「うむ、そうだな。とはいえイスカの場合、例の『保健体育』のショックさえ抜ければ、どうとでもなりそうだが。……ところで、和希？　少し訊きたいのだが――」

　もうすぐ朝食の時間のため、そろそろベッドから出ようとしていたのだが止めて、リアの方を向く。

「ん？　どうした？」




「……和希も、やはりその……私と『進展』したいと、思うか……？」




　こちらに背を向け、絞り出すようにそう訊いてくるリア。その表情は見えないが、綺麗な白しろ髪かみの間から見える形の良い耳は、真っ赤になっている。

「……逆に訊くけど。俺が照れ隠しや見み栄え以外で『興味無い』って言うと思うか？」

「……言われたら悲しい、とは思った。――いや、わかっていた事ではあるのだが……それなら、こうして一いつ緒しよに寝る事は、和希にとって負担なのではないか、と……」

　……俺おれたちは一緒に寝ていても、立場の問題から一線を越こえる事は許されない。

　普段は全く気にしないが、リアは一国の王女。その意識をしっかり持っているため、自分から破る事は絶対に無い。俺も、リアの意思を無視する気は一切無い。

　……だからリアの言うとおり、確かに我が慢まんを強しいられてはいるのだが。

「――リア。ちょっと、こっち向いてくれないか？」

「……？　――ッ!?　か、和希……？」

　こちらを向いたリアを、抱き寄せた。

　戸惑った声を上げながらも、抵てい抗こうしないリアをそのまま抱きしめ。

「……温かい、な」

「和希……？」

　伝わってくる、リアの体温。それは俺の体だけではなく、心まで温めてくれる様で。

「この距きよ離りで人と触れ合うの、いつ以来だろうな。……リアとこうなる前は、少なくとも物心ついてからは記き憶おくに無い、かな」

「…………」

　俺の腕の中で、少し頬を染めたまま、ただ黙だまって聞いてくれているリア。

「だから、さ。この温かさを手放すくらいなら、どんな我慢も苦じゃない。――心の中で雄お叫たけび上げてる狼さんは、もうしばらく鎖くさりに繋つないでおくよ」

「和希……」

　後半は少し戯おどけて言ってみると。リアは柔やわらかい笑えみを向けてくれる。

「――ありがとう、和希。私も……この温かさは手放したくない。――それと、その……いつか、家族を増やせるようになったら。そのときは……」

　耳まで紅くして、そう言ってくれる。

　落ち着かせる様に、その頭を撫でると、リアはそのまま、ゆっくりと目を閉じ――




　し　ば　ら　く　お　待　ち　く　だ　さ　い　（本日二回目）。




「さ、さていい加減に起きるか！」

「――う、うむ、そうだな！　イスカも待っているだろうしな！」

　またも強ごう引いんに雰ふん囲い気きを変えるために、必要以上に気合いを入れて起き上がる。

「――む？　和希、少し待て。……寝グセが凄すごい事になっているぞ？」

「え？　……うっわ、メンドクサ……」

　指し摘てきされて後頭部に手を伸ばすと、確かにかなり派手に撥はねている。これは、直すのに時間が掛かりそうだ。

「――ふむ。では、私が直そう。和希、少し座って待っていてほしい」

　言いながら、持ってきていたポーチに手を伸ばし、中から出したのは櫛くしと……魔ま力りよく珠たま？

「動くなよ和希？　動けば命は保証しない」

「ちょッ!?」

　俺の背後に回り、そう言うリア。慌ててその顔を見ると……純じゆん粋すいに、楽しそうな顔。

「……わかった、頼たのむ」

「――ああ、頼まれた」

　その返事と共に、微かすかに魔力が動く気配。すると、頭に温かい風が。

　――魔ま術じゆつで温風……いや、蒸気か？　水と風と火の複合術……？

　熱すぎず、規模も必要最小限。完かん璧ぺきに魔力をコントロールした……無む駄だに高度な技術。

「……こういうのも、才能の無駄遣いって言うんじゃないか？」

「コストはほぼゼロなのだ。こういう無駄遣いなら喜んでしよう。――終わったぞ」

　言われて再び頭を触さわってみると、寝ぐせが直っているばかりか、濡らした痕こん跡せきも無い。

「おおー……さすが。ありがとな、リア。――じゃあ、はい」

「――ん？　その手はなんだ？」

「お返し。――今度は俺が、リアの髪を解かそう」




　照れくさそうに俯うつむいているリアの紅くなった耳を見ながら、綺麗な白髪に櫛を入れる。

　最初は緊きん張ちようしていた様子のリアだが、続けていると、力が抜けてきたのがわかった。

　……いつかやりたいと思って、解かし方を勉強していた甲か斐いがあった様だ。

「――そうだ。さっき少し気になったんだけどさ？」

「……なんだ？」

「さっきの『負担なのではないか』って話なんだけど。……普通、寝る時に話す内容じゃないか？」

「…………『じゃあ、今夜は止めよう』、そう言われるのは嫌いやだった」




　恥ずかしそうに言うリアの横顔を見て、思わず『三回目』――は、自制した。
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「――え？　遊びに……？」

「そ。今週いろいろあったし、気分転換したいだろ？」




　朝食後の片づけをしているイスカに、少し遠くまで遊びに行こうと誘さそってみた。

　ＯＫが出たら、都心の方まで足を延ばすつもりだ。

「……気持ちは嬉うれしいけど、アレは私のせいだし、ただでさえ迷惑かけたのに……」

「いや、アレはイスカが原因ではあるが、イスカの責任じゃないだろ。回かい避ひしようがない災難だ。――ならば、気分転換してウサ晴らししてもバチはあたらないだろ？」

「――それにな、イスカ。本音を言えば、私も楽しみなのだ。この世界の都市には、まだあまり行った事がないからな。少し付き合ってはくれないか？」

　渋しぶるイスカを、俺とリアで説得。特にリアの理由は、イスカには断り辛いだろう。

「――うん、わかった。甘あまえさせてもらうよ。……ありがとね、和希、リア。――あ。でもフェルとリルはどうしよう？」

「大丈夫。お隣となりで預かってもらえるように、昨日のうちに紅音に頼んでおいた」

「――っ、な、なるほど。それなら安心だね。じゃあ準備するよ」

　……『紅音』という名前を出しただけで、ピクリと反応。なかなか重症の様だ。

　とにかく。話している間に片づけを終わらせたイスカが、身み支じ度たくをしようと動き出す。それを見て俺とリアは――ニヤリと笑い合い、こっそりとハイタッチを交かわした。

「――さて。じゃあ俺たちも支し度たくしないとな」

「ああ。デートは初めてだから、私も楽しみだ。――『Ｗデート』とはいえ、な？」







　ある程度は前もって準備していたため、俺とリアの支度は手早く完かん了りよう。

　あとはイスカを待ってから――

「……なあリア。日本には、こんな歌詞の童どう謡ようがあるんだわ。『犬は喜び、庭駆かけ回まわり。猫ねこはコタツで丸くなる』――雪の日を唄うたったものなんだが」

「……なるほど。情景が目に浮かぶようだ」

　俺が言いたい事を理解し、苦笑いしているリア。それを横目に、俺は言葉を放つ。




「――フェルくん、リルさん。とても暖かそうですね？」




「……がうっ。わふわふ」

　コタツでぬくぬくしているフェルが『……犬じゃないもん。だからいいんだもん』と応こたえ、顔を背そむける。

「リルも、やはり寒いのは苦手なのか？」

「くぅ～ん？」

　リアの言葉に応えたリルは、少し考える様な顔をしてから、隣のフェルを見て――

「きゃんっ♪」

　楽しそうに一鳴きして、再びコタツ満まん喫きつモードに移行。

「――ふむ、フェルが動かないなら自分も、といったところか」

「…………わふ」

　リアの解読は正解らしく、フェルが気恥ずかしげに顔を逸そらした。……それでもコタツから出たくはない様で。

　――しかし。神狼の中でも炎系を得意とする『南神狼サザンウルフ』のリルはともかく……氷系の『北神狼ノーザンウルフ』のフェルまでコタツの虜とりこになるとは。

「……一度でも良い暮らしを覚えると、中々グレードを落としたがらなくなると聞くが……人も神しん狼ろうも同じなのだな」

　動かすのに罪悪感を覚えそうな程、ノンビリぬくぬくモードの二匹。だが……。

「……悪いんだが俺たち、今日一日出かけるんだ。お隣さんで待っててくれないか？」

「――がうぅ……」

　少し不満の声をだすフェル。やはりコタツから出たくはないらしい。

　――っていうかオイ『神の狼』。もう完全に室内犬になってるじゃねーかよ。

「……そうか。土産みやげに美味おいしいものでも買ってこようかと思っていたんだが……」

「……わふ？」

　フェルの耳がピクリと反応。おそらく、コタツの中では尻尾しつぽがパタパタしている。

「――あ、そうだ。高級ジャーキー、紅音のおばさんに預けておこうかな……」

「ッ！　――わ、わふわふ。わんっ……！」

　さらにビクリと反応し、ついに『し、仕方ないな、行くよ……！』と言った様子。

　……おそらく、コタツの中では尻尾が高速でバタバタしているであろう。

「……本当に、フェルもわかりやすい。『あの飼い主にして――』か」

　リアが呆あきれたように呟つぶやく。……確かに、素す直なおすぎる所はよく似ている。

「――お待たせっ。準備できたよ」

　と、イスカも支度が終わった模様。……男としての意識は芽生えても、外見と嗜し好こうは相変わらず美少女のイスカくん。今日は清せい楚そなお嬢様風。笑え顔がおが眩まぶしいです。







　準備を整えた俺たちは、お隣の三みつ峰みね家に。早さつ速そくインターフォンを鳴らすと。

「は～い、待ってたよ。じゃあ、フェルとリルを預かるね？」

　すぐに出てきた紅音がフェルたちを受け取り、口を挟はさむ間も無く家に戻る。

　三峰邸の中からは、紅音の『お母さ～ん、来たよー』という声が聞こえてきた。

「え、えっと……なんだか、妙みようにアッサリというか……ま、まぁいいや。行こ？」

　紅音に話しかけられる事を警けい戒かいし、俺の後ろに隠れていたイスカだが。そう言った声こわ色いろと表情には、安あん堵どと……それと同等以上の寂さびしそうな色が窺うかがえた。

「ああ、そうだな。――だけど、ちょっと待った」

「…………え？」

　俺に制止させられたイスカ。その声には、嫌な予感を感じ取った気配が。

　そして、もちろんそれは大正解。俺の背後――三峰邸の玄関が、再び開き。




「お待たせ～。じゃ、行こっか！」




「――なっ!?　え、あ、紅音はフェルたちを預かってくれるって言ってなかった!?」

「いいや？　紅音に頼んで、おばさんに見ていてもらえる様にお願いしたんだが？」

「え？　…………あ！　か、和希ぃ……！」

　引っかけられた事に気づいたらしいイスカが、少し涙目で睨にらんでくる。……戦闘中に放たれる殺気込みの睨みとは違い、むしろ可愛い。

「――ね、イスカ？　私も一緒は……イヤ？」

「え!?　う、ううんっ！　そんな事ないよッ!!」

「そっか、良かった♪　じゃあ、今日はよろしくね？」

「――え、あ……う、うん。こちらこそ、よろしく……」

　なんとかそれだけ口にすると、頬ほおを染めて俯いてしまうイスカ。

　明るく話している紅音の方も、イスカのが伝でん染せんしたか、少し紅い気がする。

「（なんだか、こう……初うい々ういしくてムズ痒がゆくなるな……）」

「（――同意。イスカが『恋こいする乙女』にしか見えないからな……）」

　アビリティ『末インセパレイタ期ブ型ルバ カフッェプザルー』の、意思疎通能力で会話する俺とリア。……こんな名前のアビリティ持ってる時点で、他人の恋愛模様に文句は言えない気もするが。

「（しかし……紅音が上う手まいと言うべきか、イスカがチョロいと言うべきか……？）」

「（……どっちもだろ。――それよりリア、ここからだ。しばらく俺は放置でいいから、あの二人のフォローを頼む）」

「（うむ、承知した。……とはいえ、そこまで心配する必要も無い気もするな）」

　リアに言われ、再び紅音とイスカに視線を向ける。




「――あ、そのスカート買ったんだ？」

「う、うん、紅音が勧すすめてくれてたし……。ど、どうかな……？」

「うん、似合うよ！　イスカは脚あしが長いし、そういうの似合うよね」

「あ、紅音の脚もキレイだよ！　私は好き――あ、その……ごめん」

「――あはは。うん、ありがとね♪」




　……『白しら百ゆ合り女じよ学がく院いん』。思わず、そんな架か空くう名めい称しようが頭に浮かんだ。

「（私たちが心配する必要、あったのだろうか？）」

「（ま、まぁ……思った以上に上手くいっている、って事で）」

　そもそもの話。イスカは少し気まずくなっただけで、別にケンカしたわけではないし、ましてや紅音が嫌きらいになったわけでもない。

　むしろ好意を持っていたから気恥ずかしくなるわけだし、紅音はそんなイスカの様子を『可愛い』と称しようしていた。

　なら、イスカが紅音を避けるだけの逃にげ場ばを無くしてしまえば、という計画だった。

「（とにかく、これならこれで好都合。このまま、前半はサポートに徹てつする）」

「（うむ、生温かく見守るとしよう）」

　苦笑いを浮かべながら、俺たちはそんな無言の会話を交わしていた。







「うっわぁ……凄いね……！」

　目的地に到とう着ちやく。駅から出た途と端たん、イスカが感かん嘆たんの声を上げる。

　以前リアから少し聞いたが、異世界にはこれほど賑にぎわっている都市は無いらしい。

　王都の祭りの日は近い状態になるらしいが、日常的にコレはありえないそうだ。




　だからリアも俺にしかわからない程度に浮かれていたが……自分以上にハシャいでいるイスカを見て、少し落ち着いたらしい。俺や紅音と共に苦笑を浮かべている。

「さて。それじゃ、まずはどこ行く？」

「とりあえず、チョコの材料を見に行きたいかな。リアとイスカも、それでいい？」

「ああ。私もそれを希望する」

　電車の中で女じよ性せい陣じん（中性的な一名含ふくむ）が話していたのが、バレンタインの件。

　意外にも菓子作りが得意な紅音を中心に、どんなチョコを作ろうかと相談していた。

　料理関係なら、イスカも気まずくならずに話せるだろうから、それ故ゆえの選せん択たくでもあったのだろう。……イスカもチョコを作る気らしい、という点にはツッコむべきか否か。

「あ、私も賛成！　――でも後でいいから、父さんたちへのお土産も見たいかな」

「土産？　――ああ、里帰りするときのために、か」

「うん！　春休みに一度、近況報告に行こうと思ってるんだよ。だから……ね？」

　さすがは家族思いのイスカくん。それならば……俺も便乗するか。

「――リア。親おや父じに相談してからになるけど、俺たちも行くか？　イスカのご両親にもだけど……リアのご両親にも、ちゃんと『ご挨拶』したいし」

「ッ!?　――う、うむ、そうだな。安全を確認してからだが……行けると、嬉しい」

　照れながらも笑顔を向けてくれるリア。……後ろでは紅音がニヤニヤと。

「はいはい、ごちそうさま♪　その話は後で詰つめるとして――とにかく動こっか？」

　その紅音の言葉に賛同し、俺たちは移動することに。目的地は、少し歩くが、某大型雑貨店。あそこなら菓子の材料も、イスカの両親への土産になりそうな物もあるはず。




　――だが、その道すがら。

「（……和希。気付いているか？）」

「（もちろん。……予想はしていたし。気付いてないのってイスカくらいだろ？）」

　いや、イスカも視線には気付いてるだろうが、意味は理解できていないだろう。




　俺たちは現在、かなりの注目を浴びていた。もちろん――その大半が男。




　リア、紅音、イスカ。それぞれタイプは違うが、ハイレベルな美少女。

　その三人が一緒に歩いていれば、当然の如く男の目を引く。そして一緒に歩いている俺にも、相当数の視線が。……ほとんどが憎ぞう悪おの視線だが。

　――実際には２：２だけど、傍はた目めにはハーレムパーティーだもんな……。

　心情は理解できるが、やはり理り不ふ尽じんさは感じる。どうにかしたいけど……。

「――あ、クレープ屋発見！　ちょっと食べてかない？」

　そんなとき。気付いていないはずがないのに、紅音がいつもの調子で提案。

「あ、いいね♪　和希とリアはどうする？」

「――食べていく」

「うむ、私も付き合おう」

　どうも釈しやく然ぜんとしないが……一応は、話に乗る事に。

　リアも賛成したので、並んでそれぞれが好みのクレープを購こう入にゆう。

　そして、近くのスペースで雑談しながら食べていると――再び紅音が口を開く。

「んー。美味しいけど、少し甘すぎかな。しょっぱい物が食べたくなっちゃった。ちょっとコンビニで買って来るけど……ごめんイスカ、ちょっと付き合ってもらえる？」

「え？　うん、もちろん。――あ、ちょっと待って……うん、大だい丈じよう夫ぶ。行こう」

　最後の一口を食べ終えたイスカが、紅音と一緒に、近くに見えるコンビニに。

「――ふむ。何か悪わる巧だくみをしている気がするが。和希、予想はつくか？」

「何か企たくらんでるのは間ま違ちがいないが……って、あれ？　リア、クリーム付いてるぞ？」

　リアが食べているのは、シンプルなストロベリークリームのクレープ。その白いクリームが、リアの頬に付いていた。

「――む。すまない、助かった」

「あ。いや、わざわざティッシュ使わなくても――」

　リアはポケットからティッシュを取り出すが、俺はそれを止め。

　自分の指でリアの頬を拭ぬぐい、手に付いたクリームを舐なめた。

「ッ!?　な、なにを……っ」

「――うん、美味しい。……え？　――あ」

　……本当に他意無く、思わずやってしまっただけなのだが……リアさん真っ赤に。

「……あー、その……ごちそうさまでした」

「う、うむ。その……なんだ。――お粗そ末まつさまでした……」

　そう言ってリアは、手元のクレープに口を付ける。

　俺も最後の一口を口に入れると……気のせいか、さっきまでより甘く感じた。




「お待たせー、って、どうしたの二人とも？　何かあった？」

「い、いや、何でもない。――で、そっちは何を？」

　紅音が戻もどってきた。その後ろには、もちろんイスカも。その手に持つ物を見る。

　――紅音がポテトで、イスカが……フランクフルト？

　……何か、すごく嫌な予感がした。

　だが、そんな俺の警戒には気付かず、イスカはフランクフルトに口を――

「あ、イスカちょっと待った。――それ、食べる時には決まりがあるんだよー」

「え？　そうなの？」

　……案の定、普ふ通つうに食べようとしたイスカに、紅音がストップをかける。

「じゃ、教えるね？　まずは舌を出して――周りに垂れそうな油を、下から上に舐める」

「うん、わかった。――髪かみが付いちゃいそうだね。片手で押おさえながらやるね」

「……うん、実にグッジョブだよ、イスカ」




　……どういう風に、とは敢あえて言いませんが。凄すさまじい絵面になっております。




　周囲の野郎共の視線が集中しているが、紅音が教える『食べ方の決まり』を守るのに集中しているため、全く気付かないイスカ。

　なおも紅音の『指導』は続く。

　それに従順に従うイスカ。

　さらに集まる視線。

　俺とリアは目を逸らし、微び妙みように他人の振ふりをしながら雑談（だけど時々チラ見）。リアは頬が紅くなってるし、俺も……油断するとヤバイ（何が、とは言いません）。

「――じゃ、次行くねー。大きな口を開け、大だい胆たんに咥くわえ――」

「……ん、ふぁはっは（わかった）」

　――しかし何を考えてるんだ？　こんな有う象ぞう無む象ぞうにサービスするだけのハズは……。

　紅音が次の指示を出すのを聞きながら、そんな事を考えていると――

「…………（ニヤリ）」

「――ッ!?」

　指示通りにイスカが大きく口を開くと、紅音が密ひそかに周囲を見回し『ニヤリ』と。

　紅音の企みを理解した俺は、慌あわてて耳を塞ふさぎ、顔を背け――直後、指示が下る。




「――そのまま、思い切り噛かみ千ち切ぎる」

「うん」

　――ガブリ　ブチッ




「「「「「　んぎゃあああああああああああああああああああッ!?　」」」」」

　周囲から、男連中の悲鳴が上がった。

　……イスカが食べるフランクフルトと『何か』を同一視させていた者たちに、耐たえる術は無く。多くの者が前まえ屈かがみに倒れ伏す。

「え、えっと……？　辺りが凄い事になってるけど、何があったの……？」

「ん？　見てなかったけど、あの電光掲示板にショックな情報でも流れたんじゃない？」

　驚おどろいて辺りを見回すイスカに、白々しく返す紅音。そして――攻こう撃げきは更さらに続いた。




「ね？　後で服を見に行かない？　たまには男物を。――イスカ、歴れつきとした男なんだし」

「うん、そうだね。サイズあるかな？」




「「「「「　――ッ!?　ば、バカなッ!?　ぐあああああああああぁぁあぁあああッ!?　」」」」」

　……きっつい追つい撃げき入りました。

　倒れ伏していた男たちが、更に頭を抱かかえて悶もだえ苦くるしみ始はじめた。

「――本当に、何があったんだろう……？」

「凄まじくショッキングな情報が流れたみたいだね。――ま、私たちには関係無いし、そろそろ移動しよ？」

「え？　――あ、待って紅音」

　振り向かずにスタスタ歩き出した紅音を、慌てて追いかけるイスカ。

　俺とリアもその後ろに続きながら……少し後ろを振り向き。

「……これはすでに、一種のテロではないか？」

「リアの精神魔術よりエグいよな……」







「わぁっ！　本当にたくさんあるんだね！」

　到着した雑貨店の品しな揃ぞろえを見て、またも素直に感嘆の声を上げるイスカ。もし一人で来ていたら、すぐにでも駆け回り始めそうなテンションだ。

「あはは♪　イスカ、先に目的を済ませてから見て回ろ？　さて、と。時期的に特設コーナーがあるはずだけど――あった！　リア、イスカ、行こう」

　買う物がお菓子関係である以上、ここは紅音の独どく壇だん場じよう。早速リアとイスカを引き連れ、バレンタイン特設コーナーに突とつ撃げきをかける。




「ふむ……既き製せい品ひんや材料だけではなく、レシピ本も売っているのだな。――紅音。初心者の私が作るなら、オススメはどのあたりだろうか？」

「んー……、レシピを守って丁てい寧ねいに作れば、余よ程ほどの高望みしない限りは大丈夫だよ？　難しいのでも、私やイスカが手伝えば大丈夫だろうし」

「……気持ちはありがたい。だが……出来れば自分の手だけで作りたいと思うのだ」

「なるほど♪　じゃあ訂てい正せい。近くで教えてあげるから、ならいいかな？」

「……うむ。ありがとう、紅音」

「――私も教えてほしいかな、紅音。チョコはあまり使った事ないし」

　バレンタインコーナーにて、商品を見ながら話し合う女性陣。

　なんというか……いろんな意味で、会話に入はいり込こみ辛づらい。

　――っていうか、俺は居ない方が良くないか？

　今回は基本的に、俺は貰もらう側。俺は離れて居た方が、特にリアは話しやすいだろう。

「あー……っと。俺は向こうの、パーティーグッズとかのフロア見てるわ」

　俺はそう言って、その場を離れる事にした。




「ウチ、娯ご楽らく少ないからな……。何か皆みなで遊べるものは、と」

　我わが家やにパソコンはあっても、実はＴＶゲームは無かったりする。興味が無いわけではないのだが、何となく買う気にならなくて、買っていなかった。

　だから現在、全員で遊べるゲームは無い。別に今日買おうと決めているわけではないが、この機会に少し見ておこうと思っていた。

「簡単なヤツならフェルとかも参加できるかもな……ならジェンガとかはダメか」

　と、最初は真しん剣けんに探していたのだが……時間が経たつと、徐じよ々じよに脱だつ線せんしていくもので。

「――全身タイツ。……今度、イスカの件での腹筋回数が一定数以上になった奴やつに、罰ばつゲームで一日――ダメか。確実に変態集団が誕生するな」

　最悪、クラスの男子の半数以上、卒業まで全身タイツが制服になる可能性がある。

　いつの間にか完全にネタに走るようになっていたが、『まぁいいか』と物色を続け。

「他に面おも白しろそうなモノは……、――お。これは……」

　パーティーグッズ売り場の一角。『試着』も出来る様になっているソレらを発見した。

「あ、居た居た。和希、お待たせー」

　買い物が終わったらしく、紅音が声をかけてきた。その後ろにはイスカとリアも。

「ごめんね、和希。お待たせ」

「気を遣つかわせて悪かったな、和希。――ん？　何を見ているのだ？」

　買った物が入っているのだろう紙かみ袋ぶくろを持ったイスカと、一緒に歩いて来たリア。

「ん？　いや、誰だれにどれが似合うかな、と」

　リアに応えながら、俺が見ていた一角を指さす。そこにあるのは、仮装グッズで。

「――動物の耳？　へー、こんなのあるんだ？」

　そうイスカが言った通り、そこにあるのは動物耳が付いたカチューシャ。しかも最近発売されたものらしく、リアルだが適度にデフォルメされた、なかなかの逸いつ品ぴん。

「へー、面白いね。イスカなら……やっぱりコレかな？」

「へ？　わ、えーっと、これは……」

　試着用の展示品の内から一つを、イスカに付ける紅音。

　突とつ然ぜん付けられたイスカは、近くの姿見を見つけて、自分の姿を確かく認にんし――

「――あ、可愛かわいいねコレ！　フェルとお揃そろいだ♪」

　……確かに、フェルの耳とよく似た形状。だが――商品名は『犬耳』なのですが？

「ふむ、似合うではないか。なら、紅音はどれが似合うだろうか……」

　――クマかキツネかタヌキじゃね？

　当人に聞かれたら怒おこられそうな事を考えながら、俺もリアと共に物色していると。

「うーん……、紅音はコレが可愛いんじゃないかな？」

「――へ？　私がコレ!?」

　イスカに勧められ、戸と惑まどいながら紅音が装着したのは……意外にも『白うさぎ』。

「うん、似合ってる。可愛いよ♪」

「え、あー……そう？　あ、ありがと……」

　イスカの賛美に、少し恥はずかしそうにお礼を言う紅音。

「――うむ、確かに似合っているな」

　リアも同意するが……少し微妙な表情を浮うかべている。

　……リアの気持ちは、よくわかった。

　イスカは他意無く勧めたのだろうが……。紅音の大人びた容姿と、ハイレベルなスタイル。そこに『うさ耳』が合わさると……真っ先に浮かぶのは『バニーガール』で。

　――うん。確かに似合ってはいるが、可愛いと言うよりは……エロい。

　……口に出すと色々マズそうなので、黙っておく事にします。

「――じゃ、じゃあリアは何が似合うかな!?　やっぱりオーソドックスにネコ耳？」

「んー……、紅音が付けたのも似合いそうかな。あと、黒うさぎも意外に？」

　紅音が少し強引に、話題を転換。話をリアの方に向けると、イスカも思案し始める。




　……ネコ耳、白うさぎ、黒うさぎ。確かにリアには似合うだろう。

　童顔でありながらツリ目気味、落ち着いていて理知的な雰囲気も纏まとうリア。

　大きめでピンと立った耳なら、一通り似合うはず。




「だが……それでは普通！　――俺はリアを最も知る者として、敢えてコレを勧める!!」

「えっと……和希、何か性格変わってない……？　そ、それで何を――え？」

　熱い口上と共に一つの動物耳を差し出す俺。

　イスカが少し引き気味にツッコミながら、それ見て困こん惑わくの顔を浮かべる。

「――『ロップイヤー』？　普通のうさ耳ならともかく……なんでコレ？」

　紅音も困惑しながら言った通り、俺が勧めたのはうさ耳はうさ耳でも、『ロップイヤー』と呼ばれる、下に垂れた長い耳。

「……和希が言うなら付けてはみるが……」

　それを受け取ったリアも、少し不服そうにしながら、それでも装着してくれる。

「……似合わなくはないけど――」

「――これならやっぱり、ネコ耳か普通のうさ耳の方が似合うんじゃない？」

　イスカと紅音からも不評気味。

　容姿自体には似合っているが、纏う雰囲気に合っていないのが原因だろう。

　――確かに、このままではイマイチ。だが……!!

「なあ、リア？」

「ん？　なんだ和希？」

　俺おれはロップイヤーを付けたリアの目を見て、至って真ま面じ目めに告げる。




「――リア、可愛い」




「……は？　あ、いや、――いきなり何を!?」

　不意打ちに慌てるリアに、更に追い打ちを掛かける。掛けまくる。

「――誰が何と言おうと、可愛い。本心から可愛いと思う。……それだけじゃ不満か？」

「い……いや。……嬉しい。……和希が、そう思ってくれるなら、それだけで……」

「――そうか。……ありがとう、リア。――本当に可愛いと、思っているよ？」

「…………あ、ありが、とう。――ううぅ……っ！」

　――ついに真っ赤になって俯き、身を縮めるリア。その姿は、まさに小動物チックで。




「――さて。これでもあまり似合わないと？」




「「　お見み逸それしましたッ!!　」」

　イスカと紅音が揃って敗北を認め、頬を紅あかくしながら頭を下げてきた。

　――あ、ちなみに。三人のケモ耳姿は、コッソリとスマホで撮さつ影えいしておきました。







　結局カチューシャは買わなかったが。あの後も少し店内を見て回った後、買った物はコインロッカーに預け、ファミリーレストランで昼食にした。

「チェーン店の支店に過ぎないのに、こんな凝こったデザートが出るんだね……！」

　食後のデザートに頼んだケーキを見て、その凝ったトッピングに感嘆するイスカ。

「ここまで凝るのは、この国くらいらしいけどな。――あ、そうだイスカ？」

「ん？　なに？」

　ケーキを美味おいしそうに食べているイスカに話しかける。

　……この後の展開を知っている紅音とリアは、素知らぬ顔で紅茶を飲んでいる。




「この後、２：２に分かれて別行動だから」




「…………え？」
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　イスカの動きがピタリと止まった。

「……気のせい、かな？　この後、二組に分かれるって内容に聞こえたんだけど……？」

「いや、気のせいじゃないぞ？　だって今回、実は『Ｗデート』ってコンセプトだし」

　イスカは顔を真っ赤にして大おお慌あわて。リアと紅音は、なおも素知らぬ顔で――いや、リアは少し、頬が紅くなっているっぽい。

「ッ!?　だ、だってその、私は――か、和希は分かってるよね!?　なのに――」

「ちなみに、紅音とリアも承知済みだからな？」

「…………え？」

　イスカが、紅音とリアを見る。当の二人は、なおも素知らぬ顔――いや、今度は紅音が微妙に紅くなっている。

「――別にハメたわけじゃないんだ。第一目的がイスカの気分転換、ってのは本当だし。状じよう況きよう次し第だいでは一日付き合う気だった。――でも、もう大丈夫そうに見えるけど？」

「う……。じゃ、じゃあ、第二目的は何だったの!?」

　……赤面も落ち着き、なおも素知らぬ顔のリアと紅音。一人エキサイト中のイスカ。

　そんな様子を横目に――苦くるし紛まぎれのイスカの質問に、堂々と返す。




「決まってるだろ？　俺はリアとデートがしたい」




　イスカと、素知らぬ顔をしていたリアの頬が紅くなったのを確認してから、続ける。

「――うん、じゃあ訊きくけどさ？　２：２はイヤか？」

「……う」

　イスカが言葉を詰まらせる。同時にリアの顔色が戻り……今度は紅音が紅くなる。

　――見ていて飽あきないな、コレ。

「……えーっと。イスカ、ちょっと私からも訊いていい？」

「え？　な、なに、紅音……？」

　気を取り直し、口を開いた紅音。その質問とは――




「……この後、自重をしなくなるであろうこの二人と、一日ずっと付き合う気？」




「…………」

　――どういう意味でしょうか紅音さん。その沈ちん黙もくは何でしょうかイスカくん。

　……そして何な故ぜリアは紅くなり――俺も顔が熱く、目を逸らしているんでしょう？

「え、えーっと……和希とリアって、今日のアレで自重してたの……？」

「一線は越こえていないとはいえ、頻ひん繁ぱんに同どう衾きんまでしてる二人に何言ってるの？」

「――え？　…………ッ!?　そ、そうだよ、ね。『ああいう事』に近い事を……」

　……イスカくん。『ああいう事』って何を指してます？　まさか、某『映像資料』と俺たちを重ねてませんよね？

　リアの赤面具合が限界に近いので、やめてくれません……？

「この二人がドコまでイくのかは理性に任せるけど――もう一つ訊くね？」

「えっと……何？」




「…………嫌いや、かな？」




「…………嫌じゃない、です」

　イスカの言葉を最後に、全員が視線を逸らして黙り込むこと、しばらく。

　全員が赤面して顔を逸らしている四人組。……傍目には、さぞ奇き異いに映るだろう。

「……と、とにかく！　そういう事で、これから別行動！　支し払はらいはしとくから、イスカと紅音はごゆっくり。――リア、行こうか」

「――う、うむ。……イスカ、少しいいか？」

「……え？」

　俺に促うながされ立ち上がったリアだが。少し迷った様子を見せた後、イスカに声をかけた。

　まだ動どう揺ようが消えていないイスカに、リアは優やさしい笑顔を向け。

「――楽しんできたらどうだ？　……私は、楽しむつもりだ」

「……そっか。――うん、そうするよ。ありがとう、リア」

　そう言い、やっと笑みを浮かべたイスカ。それ見て、安心してその場を後にした。




「……あの二人、上手くいくといいな、和希」

「ああ、そうだな。それにしても――」

「ん？　どうした？」

「いや。……ただ、どう見ても『女同士の友情だな』って思ってさ」

　特に最後の遣やり取とりなどは、完全に『親友への気き遣づかい』だった。

　……俺自身、紅音とイスカには、異性とも同性とも付かない対応をしているが。

「……ふむ。まぁいいだろう？　あれがイスカで――これが私たちなのだから」

「それもそうだな。――じゃ、俺たちは俺たちで楽しみますか」

「ああ、そうだな。……ん？　その腕うではなんだ？」

　自分の前に差し出された腕を見て、リアが首を傾かしげる。

「うん？　折せつ角かくのデートなんだし、腕でも組まないかな、と」

「なッ!?　…………ひ、人前で出来るわけがないだろうがっ!!」

　――でも今、ちょっと悩なやんだよな？　って所はツッコミ入れない方が無難か。

　とはいえ、元から半分冗談での提案。きっぱり諦あきらめる事にする。

「さて、じゃあ移動しますか。まずは――え？　……リアさん？」

　移動しようとした俺だが、手が引っ張られた。見ると、リアがその手を握にぎっていて。

　俺の手を握ったまま、俺の横に来る。そして拗すねた様な顔でこちらを見上げ。

「…………なんだ？」

「……いや、別に。――行こうか」

「――うむ。どこに行くのだ？」

「着いてからのお楽しみ、って事で」

「――そうか。では、楽しみにしていよう。ハードルは高いぞ、和希？」

　そのまま、手を離す事は無く。

　少し照れた様な微び笑しようを浮かべるリアと、次の目的地へ向かう事にした。







「……こう来たか。予想外ではあったが、また直球で来たな？」

　淡たん々たんとした口調で言うリアだが……俺の予想は正解だったらしく、目が輝かがやいている。




　俺たちがやって来た場所は、分類的にはオモチャ屋になるのだろうか。

　ただ、ぬいぐるみやキャラクターグッズに力を入れている店で――『ファンシーショップ』と言ってしまうべきかもしれない。




「いや、水族館とか映画館とか、あとは屋内テーマパークとか？　そういう王道っぽい場所も考えはしたんだけど……どうもピンと来なくてさ」

　なんというか……一カ所で大人しくしているのは、俺たちの柄がらじゃない。かといって、あちこち遊び回る、というのも違ちがう。

「――デートをしたいのは確かなんだけど、『これはデートだ！』って肩かた肘ひじ張はったプランや場所は……どうも俺たちらしくないかな、って思って」

　相手が、落ち着いた性格のリアだからだろうか。マイペースで歩きたい、そう思った。

「――なるほど、な。確かに私も、二人で歩いて回れる方が嬉うれしい。……だが王道的なスポットも、少しは興味あるぞ？」

「了りよう解かい。それじゃ今度はそれっぽい所にするか。――一いつ緒しよに情報調べて、さ」

「うむ。それも楽しそうだな」

　そう言って、本当に嬉しそうな笑え顔がおを浮かべてくれた。

　そんな会話と共に店内に入ると、やはり密かに可愛いものが好きなリア。

　はしゃぎこそしないが、普ふ段だんより明らかにテンションが高い。現に今も――

「――む。和希、珍めずらしいモノが」

「ん？　何があった？」

　――人体模型。

「……や、こんなトコにあるモノとしては珍しいけどさ？　――本当になんでだ？」

「うむ、しかも隣となりには――」

「……『二宮金治郎』の石像。……何か？　『学校の怪かい談だん』的なコーナーなのか？」

「その様だな。さらに、この様なモノも」

「どれどれ――」

　手て渡わたされたのは、おかっぱ頭の日本人形。その説明書を見ると。

　――『伸のび～る市松くん』。製造：不明。製法：不明。原材料に人毛を使用しております。定期的に髪かみ型がたを整えてあげてください。

「――呪のろいの人形!?　……いや、多分それっぽく作っただけ――」

「いや、魔ま力りよくに近い妙みような思念を感じる。本物だな」

「売るなよそんなの!!　この店大丈夫!?」

　……ならば、あの少し離れた所にある赤あかん坊ぼうの人形、まさかチャッキー……？

「――あのさ？　こういう物ぶつ騒そうなモノじゃなくて、普通に可愛いか面白いモノを……」

「……ふむ。ではアレはどうだ？」

　リアが指さした先には――頭にタケコプ○ーっぽいモノが付いた、赤い毛むくじゃらの着ぐるみ。

「…………黄緑色の恐きよう竜りゆうモドキはどこにあるんだろう？」

「そっちは無いみたいだな」

「むしろソレがなんでだよ!?」

　……最初は普通に可愛いモノを見ていたのに、どうしてこうなったのだろう？

「ならば次は――む……？」

「ん？　どうした？」

「……いや、なんでもない。――では、次は向こうの黒ネズミの――」

「ちょッ!?」




　その後も少しだけネタ探しは続けたが、それ以降は普通に可愛いモノを探したり、ぬいぐるみの手て触ざわりを比ひ較かくしたりしながら、店内をほぼ全すべて見てまわり。

「――うむ、堪たん能のうした。和希、そろそろ移動しよう」

「……へ？　何も買わないのか？」

　俺もリアもイスカも、それなりに金は持っている。

　国家間のトラブルに巻き込んだ『迷めい惑わく料りよう』と、先の二件解決の『報ほう酬しゆう』。大金という程ではないが、高校生が持つお金としては十分な額を貰っている。

「――ああ。確かに報酬はいただいているが、それでも居い候そうろうの身。家主たちからいただいた金で贅ぜい沢たくするのも、気が引けるからな。……まぁ、あまり欲ほしいものも無かったが」

　そんな、仮にも異世界の王族らしくない気遣いをするリア。

　――いろいろ言いたい事はあるが、とりあえず……。

「ＯＫ、わかった。……だけど少し、ここで待ってて」

「……む？」

　怪け訝げんそうな声を出すリアを残し、店の奥おくに向かう。そこは、リアが店内で唯ゆい一いつ近寄らなかった棚たな。その中央、一番目立つ商品を手に取り――急ぎ、リアの下に戻る。

「ん？　ッ!?　そ、それは……」

　俺が声を掛けるより早くリアが気づき、持ってきたモノに驚く。

　……こっそり買ってからプレゼント、または突然目の前に出す、等が出来ればカッコ良かったのだが、この商品では不可能。




　それは、一ひと抱かかえほどもある大きなヒヨコのぬいぐるみ。つぶらな瞳ひとみが愛らしい。




「うん、ちょっとコレを買おうと思うんだけど、どう思う？」

　特大ヒヨコぬいぐるみを、リアに渡わたしながら言うと……リアはそのモフモフの肌はだ触ざわりを確かめる様に顔を埋うずめ――表情を隠かくしたまま、口を開く。

「……く、その……なぜコレなのだ……？」

「んー、誰かさんに一ひと目め惚ぼれされたみたいなのに、その後ずっと無視されて置き去りにされそうな、かわいそうなぬいぐるみだから？」

「……う、やはり気付いて……」

「俺が買って贈おくるんだから、リアに拒きよ否ひ権けんは無いからな？　それに――」

　少し言葉を切って、リアがこちらを向くのを待つ。恥ずかしそうな顔のリアが、こちらを見るのを確認してから、言い聞かせる様に話す。

「……リアの事は、居候なんて思ってないから。――『家族』に、変な遠えん慮りよはするな」

「 ！　――ありがとう、和希。……凄すごく、嬉しい」

　潤み始めた瞳で見上げ、嬉しそうに微ほほ笑えむリア。

　俺的には、この前のイスカを余よ裕ゆうで上回る破は壊かい力りよく。思わず両手を伸ばしてリアを――




「……こほん」




「「 ッ!? 」」

　どこからか聞こえてきた、わざとらしい咳せき払ばらい。

　精神が現実世界に帰き還かんした俺たちが見回すと……咳払いの主は特定出来なかったが、周囲の客・店員ほぼ全員が気まずげに顔をそらし、俺たちを避さける様に歩いていた。

「……リア。とりあえず会計済ませてくるんで、適当に店内を回って待ってて。それとコレ、自宅配送にするけど、いいよな？」

「う、うむ、どちらも了解した。……ありがとう、和希」

「……喜んでくれて、嬉しいよ」

　照れくさそうに言うリアに、俺はまたも見み惚とれながら――




「「「　――うぉっほんッ!!　」」」




「直ちに買ってきますッ！」

「わ、私も少しこの場を離れる！　また後で!!」

　強さも数も増した咳払いに、慌ててその場から退散した。







　その後。リアと合流すると、行きたい所があると言われたので、案内を。

　そうして到とう着ちやくしたのは、大型の書店。

「それで、何を買うんだ？」

　店内の案内図を見ているリアに訊いてみる。

「……ふむ、向こうか。――どんな物を買うかは決めてあるが、何を買うかは決めていない。……それは、和希に選んでもらおうと思っている」

「……は？」

　歩きながら言うリアについて行き、到着した場所は……料理本のコーナー。

「――ところで和希。今夜の夕食は、どうするつもりだ？」

「ん？　場所までは決めてないけど、適当な店に入るつもりだけど？」

　棚を見ながらの質問に答えると……なぜか、安あん堵どの息が聞こえた。

「……そうか。ならば、今夜は私が作っていいだろうか？」

「……へ？　――いや、俺は大だい歓かん迎げいだけど……」

　と、ここまで口にして、やっとリアが何を考えているか分かった。

「……もしかして、俺が食べたい物を作ってくれる、と？」

「――ああ。なんでも挑ちよう戦せんしてみる。……これくらいのお礼は、させてほしい」

　悪いた戯ずらっぽい笑えみを浮かべて言うリア。当然、俺に否いなは無いが。

「ありがとう、リア。――それで提案なんだが……俺も一緒に作っていいか？」

「む？　……それでは『お礼』にならないだろう？」

「いや、『お礼』って事なら、手伝わせてほしい。理由は『その方が楽しそうだから』。――リアはどう思う？」

　そう訊くと……戸惑った表情が、徐々に紅くなっていき。

「……一緒の方が、楽しそうだ」

「――よし。じゃあ何作るか決めないとな。出来れば俺たち……イスカも、作った事がないやつの方が面白いよな？」

「ああ、そうだな。……今日も寒い、いっそロシア料理などでも――」




　そうしてメニューを決めた俺たちは……デートを切り上げ、材料の買い出しと夕食作りのため、早々に地元に戻もどる事にした。




　　　　　◆　◆




　――時間は遡さかのぼり。

　昼食時のファミリーレストラン。和希とリアが店を出た後の、紅音とイスカは。




「「 ……………… 」」




　……いまだ『気まずいお見合い』状態から抜け出せていなかった。

　リアに『楽しむ』と言ったイスカだが、この状態から脱出する『最初の一言』が浮かばない様子。……『男女』という関係を初めて意識したばかりなのだから、無理もない。

　紅音の方もこの様な経験は無いらしく、行動を躊躇ためらい気ぎ味み――なのだが。そこは、やはりこの『男らしい』少女らしいというか――

「ああー、もうッ！　ウジウジ考えてても面白くない!!　イスカっ、遊びにいくよ!!」

「えッ!?　――あ、うん！　もちろん行くけど、どこに？」

　停てい滞たいした空気を、一発で粉ふん砕さいした紅音。イスカはそれに驚いた様子だったが、すぐに嬉しそうな笑みを浮かべる。

「んー、どこでも。――何かしたい事ある？　ここら辺なら、一通り何でもできるよ？」

「え、っと……。そう言われても、あまり知らないし……。参考までに、和希たちはどこ行ったんだろ？」

　純じゆん粋すいな興味もあるのだろうが、おそらく、提案の取っ掛かりが欲しかったのだろう。

「んー……何か決めてるっぽかったけど、どこに行くかは聞いてないんだよね。ゲームセンターとかは行きそうにないし、映画館も違いそうかな」

　どうやら紅音も察したらしく、候補地を口に出していく。

「――和希たち、騒さわがしい所は避けそうだよね。他人に邪じや魔まされそうなら、遊びに行くより二人だけで散歩でもしていそう」

「そうそう、困ったバカップルだよね♪　――そんなわけで、予測が難しいんだよ。二人でいられるなら、どこでも大だい丈じよう夫ぶそうだし。マイペースに歩けそうな所だと……それこそ公園とか、水族館とか？　でも、どっちも和希たちが行った方向じゃないんだよね」

「――え？　水族館なんてあるの？」

　紅音の話に出た言葉、その一つに反応。心なしか、その瞳は輝いている様にも。

「ん？　うん、あるよ。――行く？」

「うん！　行ってみたい!!」

「ＯＫ、じゃあ行こうか♪」







「わあぁっ！　凄いねッ!?」

　やや薄うす暗ぐらい照明の中。まるで水中を歩くように、巨きよ大だい水すい槽そうの中のトンネルを歩く。




　水族館に入った時から上がっていたイスカのテンションは、ここに来て最高潮に。

　周囲に広がる蒼あおの世界、そしてそこを舞まう様に泳ぐ、色とりどりの生き物。その全てを己おのれの瞳と記き憶おくに納めようとする様に、無む邪じや気きに輝く瞳を全周へ巡めぐらせる。




　ただでさえ、幻げん想そう的てきな蒼く輝く世界に。

　長い艶やかな黒くろ髪かみと、スカートを靡なびかせ。

　子供のような無む垢くな瞳を輝かせ、舞うようにまわる。

　それはまるで――月夜に舞う水の妖よう精せいの様で。




　その光景には、老ろう若にやく男なん女によ問わず魅み了りようされずにはいられず。

　家族連れ、カップル、同性同士で来た者、お一人様、全てが動きを止めていた。

　それにも拘かかわらず、不ふ埒らちな視線が一切無いのは、あまりの神秘性、幻げん想そう性せいゆえか。




　――だが、当人の最も近くに居る存在はというと。

「………………」

　当人の性別を知る紅音は、頬ほおを染めながらも頭痛に頭を押おさえた。

　……『妖精』と喩えるなら、性別を超こえた存在という意味で、この上なく相応ふさわしいが。

　和希たちのクラスメイトがこの場にいたのなら、確実に凄すさまじい勢いで腹筋を始めていただろう。

「あのー……、イスカさん？」

「――え？　何？」

　いい加減『放っておくのもマズイかなー』とでも思ったのか。紅音が声をかけると、ピタリと動きを止め――その代わり、眩まぶしい笑顔が紅音に一極集中。

「…………ちょっと周りを見てくれない？」

「え？　…………あ。――――ッ!?」

　頬を染めながらも精神力で乗り切った紅音が指し摘てき。

　注目を浴びていた事に気づいたイスカは、恥はずかしさから、紅くなって身を縮める。




　それを見た周囲の視線の質が、変わった。

　具体的には――神こう々ごうしいものを見る眼めから、『萌もえ～～』という視線に。




「…………イスカ、行くよー」

「――え？　あ、でも、なんでいきなり――」

　ヤバイと判断した紅音により、少し急ぎ足で先のコーナーに連行されるイスカだった。







「――その、ごめんね。後半、少し急がせちゃって……」

「ううん。……ちょっと目立っちゃって恥ずかしかったし。気を遣ってくれたんだよね？　ありがと、紅音♪」

　笑顔で返すイスカに、気恥ずかしそうに視線を逸そらす紅音。




　やや急ぎ足で水族館を回った二人。

『お詫わび』として、紅音が自じ販はん機きで飲み物を買い、広場の壁かべ際ぎわで飲んでいた。

　……ちなみに、紅音はブラックの缶かんコーヒーを慣れた様子で片手で開け、グイッと。

　イスカは……ホットココアを両手で包つつむ様に持ち、上品かつ可愛らしく飲んでいる。

　……つくづく、保有する『男らしさ』と『女らしさ』が本来とは逆の二人だった。

「――それで、楽しめた？」

「うんっ！　向こうの世界だと、海に入る事ってまず無いから。水の中の世界をあんなにじっくり見れるなんて、こっちに来るまで考えたことも無かったもん！　……ただ――」

　嬉しそうに語っていたイスカが、少しだけ残念そうな顔をして言葉を濁にごす。

「ん？」

「……うん。フェルたちにも見せてあげたかったな、って」

「……ああ」

　基本的に、ああいう施し設せつは動物禁止。紅音も、見せてあげたいとは思ったのだろうが、気軽に『今度は一緒に』とは言えない。

「――うん。あのさイスカ。この後、行きたい所ってある？」

「え？　……ううん。今のところ思いつかないかな」

　何かを決めた様な顔で、イスカに確認をとる紅音。

　それに正直に答えながら、イスカが怪訝な顔をしていると。




「じゃあさ――帰ろっか？」




「……え？　あ！　別に紅音と二人っきりなのがイヤなんじゃないよ!?　むしろ――」

　紅音の提案に、『気を悪くさせてしまったか』と思ったらしい。

　だが、紅音は『わかってるよ』とでも言う様に笑顔で、イスカに最後まで言わせず。




「――それでフェルたちと一緒に、河か川せん敷しきにでも散歩にいかない？」




「――っ！　う、うん！　ありがとう、紅音……♪」

「――それでさ？　夏になったら、皆みんなで海にでも行こうよ。調べればフェルたちも入れる水族館があるかもしれないし。無ければ無いでリアと和希に頼たのめば、本物の海中トンネルとか作れそうだし」

「……あ、ああー、本当にサラッと作っちゃいそうだよね……」

　実際のところ。魔術能力が跳はね上あがっている上に、二人掛かりで精密制御ができる和希とリアなら、妨ぼう害がいさえ無ければ大たい抵ていの事は出来る。しかも名高い魔道具クリエイターらしい和希の母も加われば――身一つでの水中散歩も、十分に現実味を帯びる。

「そんなわけで。楽しみは取っておいて、今は早くフェルたちを迎えに行こう」

　そう言って笑いかける紅音に――

「うんっ！」

　満面の笑みで頷うなずく、イスカだった。




　……ちなみに。先ほど和希＆リアに関する会話中『邪魔されそうなら、二人だけで散歩でもしていそう』といったイスカの言葉に、紅音は『困ったバカップル』と称しようしたが。

　……自分達たちが最終的に『散歩』を選び、見事にブーメランをくらっている事に、気付いた様子はなかった。




　　　　　◆　◆




『――買う物は、夕食の材料だけか？』

『いや。在庫が少ない消しよう耗もう品ひんがあったから、ついでに補ほ充じゆうする。電球とかゴミ袋ぶくろとか』

『――ふむ。電球は後日の方が良いのではないか？　家電専門店の方が安いだろう』

『……それもそうか。んじゃ、今日は夕飯の食材とゴミ袋だけだな』

『値引きされていたら、ペーパー類は買うべきかもしれないぞ、和希』




　そんな所帯じみた会話をしながらスーパーマーケットに向かう、和希とリア。

　――それを、背後から追つい跡せきする一団があった。

「――って会話だったよ。色気のある話じゃないねー」

「……あ、あはは。――紅音、なんでそんな高レベルの読どく唇しん術じゆつを身につけて……？」

「乙女おとめの嗜たしなみかな♪」

　和希たちの会話を、遠方から唇くちびるの動きで読みとり、それを『同行者』に伝えた紅音。それを見て、引きつった笑顔で指摘したイスカ。

　……ここに和希が居れば『読唇術のどこが《乙女の嗜み》だよ!?』とツッコむ所だろうが……あいにく、10メートル以上先をリアと歩いている。そして、代わりに――

「色気は無いが……地に足が着いた夫ふう婦ふっぷり、やっぱりおかしくね？」

「そうよね……わたしたちと同い年でコレは……」

　和希たちを追跡しているのは、紅音とイスカ。それと……制服姿の同級生、男女二名ずつ。合計六人の追跡隊が、一糸乱れぬチームワークで後を追っていた。




　小テストの結果が芳かんばしくなく、補習を受けていた四人組。その帰り道、たまたま和希とリアを発見。『普段はどんなカップルなんだろう？』という興味のもと、追跡を開始。

　帰宅途中にそれを見つけた紅音とイスカ。事情を聞いて『おもしろそう』と言い出した紅音に巻き込まれ、イスカも参加。

　こうして、即そく席せきのストーカー集団が形成された――のだが。




「……ねぇ？　なんで皆、そんな尾び行こうに慣れてるの……？」

　プロも顔負けな隠形技術を持つ紅音を筆頭に、同級生四人も足を引っ張っていない。

　曲がり角の先を鏡で確かく認にんする手て際ぎわや、サインによる意思疎通で移動する様子など、その技量は――訓練を受け、優ゆう秀しゆうな成績を修めていたイスカから見ても中々なもので。

　イスカの問いに、他五名は顔を見合わせてから、




「 趣しゆ味み 」　「「「「 スネーク氏は我らが心の師……！ 」」」」




「……そうなんだ？」

　なにか、いろいろ諦めた感じで頷くイスカ。

　――一級品の隠形技術を趣味で修得した紅音と、ゲームするだけでそこそこな技術を身につけた同級生たち、どちらがより異常だろうか？

「だけど……そういうイスカ君も、紅音レベルだよね？」

「――あ。え、えっと、これは……」

　質問を返され、『異世界』関連の事を言うわけにはいかないイスカは。

「…………生業？」

「「「「　ストーキングが!?　」」」」




　そうこうしている内に、店に到着する和希とリア。それを追うストーカー集団。

　入店まで和希が持っていた他店の紙かみ袋ぶくろはリアが持ち。和希は買い物カゴを持ち、商品を次々に入れている。――ここで買う商品の方が重くなる、そう予想しての事か。

「……倉くら橋はしくん、地味に彼氏力――っていうか、もう旦那力？　高いよね……」

「――あ。今も人にぶつかりそうなリアちゃん抱だき寄よせた。……このさりげないフォロー能力……そこの男子二人、見習ったら？」

「――く、これがリア充の実力か……！」

「この彼氏力――現状で勝てるとしたら、三峰くらいしか……！」

「え、えー……。紅音が聞いたら怒おこるよ？　……否定はしないけど」

　さりげなく重い物を持ったり、人ひと混ごみから庇かばったりと、自然にリアを気遣う和希。

　こういう所は、女子の観点からみればポイントが高いらしい。




　――さて。『和希に匹ひつ敵てきする彼氏力』と称された『男らしい女子』紅音はというと。

「お待たせー」

「――三峰。どこ行ってたんだ？」

　前方のターゲットから視線を外さず、一人が訊く。

「買い物する気配もなくストーカーしてたら、不審人物として店員に声かけられる可能性があるでしょ？　だから、コレ持って。買い物途中です、で通そうと思うから」

「「「「　なるほど、ありがとう　」」」」

　イスカ以外の四人に、箱状の商品を渡す紅音。

　やはり目標を見たまま、確認もせずに商品を受け取る四人。

　一方、目標の二人はというと。

『ついでにカレーのルーも買っておくか。――リア？　中ちゆう辛からと甘あま口くち、どっちがいい？』

『…………甘口で頼む。――そうだ和希。今度、揚あげ物ものを教えてくれないか？　手伝えるくらいにはなりたい』

『それはいいけど……そこら辺は俺おれがやるぞ？』

『ああ。軽く手伝えるようになりたいのと、単なる知識欲だ。――せっかく気遣ってくれているのだ。それを無む駄だにする様な事はしない』

　リアが楽しそうに告げると、気き恥はずかしそうに目を逸らす和希。

　それを見たリアは、微かすかな――それでいて優しい笑みを和希に向ける。




「リアちゃんの女子力も、なかなか……」

「恥ずかしそうに甘口カレー選ぶ姿も萌えたが……相手の気遣いを受け入れた上で、それを支えるとか。『良妻』の領域だろアレ。――そこの女子二名。見習ったらどうだ？」

　感かん嘆たんの表情で、男子生徒二名。……ナチュラルに紅音をカウントから外しているのは、先ほどの発言の仕返しだからと、『紅音は男らしい』という確たる認にん識しきゆえか。

「……あんな、勇者を支えるお姫ひめ様さまみたいな事、自然に出来る子はそう居ないよ……」

「リアちゃんに女子力で勝てるのは――それこそイスカくんくらいじゃない……？」

　諦てい念ねんを込めて、何気に鋭するどい発言をする女子生徒。

　そして――『イスカなら、女子力で勝てるんじゃないか』という、本来ならツッコミ所の発言だが……なぜか当人すら指摘しない。

　なぜなら、当のイスカと紅音は。

「（……紅音。これはやっぱり、和希たちは……）」

「（――うん、そうだね。ならば、とっとと切り上げた方がいいかな）」

　こそこそと密談を交かわした後。ゆっくりと同級生たちから離はなれる二人。

　……十分に離れた所で、紅音は適当な店員に話しかけ――




「……あれ？　イスカくんと紅音が居ない」

「――あ？　……本当だ、どこ行った？」

　二人が居なくなっている事に気づいた四人が、辺りを見回していると。

「――あの、お客様……？」

「「「「 ――はい？　」」」」




　　　　　◆　◆




「「 和希！　リア！ 」」

　後ろから声を掛かけられ、俺とリアは苦笑いを浮うかべながら振ふり向むく。

「や、イスカ、紅音。――もういいのか？」

「あー、やっぱりバレてたんだ？　――いつから？」

　少し気まずそうに聞いてきたイスカ。それへ答えるのは、リア。

「最初、かどうかは分からないが、私たちが店に入る前には気付いた。紅音とイスカはともかく……他四人は中ちゆう途と半はん端ぱに上う手まかったからな、余計に分かりやすい」

　魔術訓練の影えい響きようか、なぜか勘かんが鋭くなっている俺と、感受性の高いリア。今の俺たちを誤ご魔ま化かすには、少しレベルが足りない。……紅音とイスカは流石さすがの技量だったが。

「……だけど、なんで俺たちが気付いてるって分かったんだ？」

「え？　イチャつき方が、少し自重してるっぽかったからだけど？」

　俺の問いに『当然』といった様子で答える紅音。――言われてみれば、『頭を撫なでてあげたい！』とか思ったのを、何回か自重したか。

「――で、俺たちはもう解放？　それともまだ誰だれか追って来るのか？」

「や、無駄っぽかったから諦めた。尾行のお詫びに他四人は足止めしといたから、追っては来れないはず。安心していいよん♪」

「――何やった紅音？　……ま、いいか。そういう事なら――リア？」

「……む、どうしたのだ？　――その手は……」

「撒まけたのなら、もうそれほど自重しなくていいな、と。……どうする？」

「ぅ……」

　瞬しゆん間かん的てきに頬を紅あかくしたリアは、少し悩んだ後――躊躇いがちに手を重ねてくれた。

「――では、我わが家やまでエスコートさせていただきます、お姫様」

「…………ふんっ」

　重ねられた手を握にぎり、冗じよう談だんめかして言う俺と、頬が紅いまま拗すねた様な顔のリア。

　後ろを見ると――紅音とイスカが、楽しそうに笑っていた。

「ところで、俺たちはこれから一緒に料理する事になっているんだが。……そっちは、なんでこんな早く切り上げたんだ？」

　二人の様子から、それなりに上手くいったのは分かる。

　ならば――なんでこんな早い時間に帰ってきたのだろうか？

「あ、一度帰って、またすぐ出かけるよ。だから――お夕飯、お願いしていいかな？」

　そう言うイスカは、申し訳なさそうにしながらも上じよう機き嫌げんで。

　――夕飯の事は問題ない。むしろ、二人きりで料理したかったから好都合だが……。

『どういう事だろう？』。そう考えていた俺とリアに、紅音たちは楽しそうに声を揃そろえ。

「「 フェルとリル連れて、ちょっとお散歩行ってくるね♪ 」」




　　　　　◆　◆




　――一方。紅音・イスカと別れた他四人は――店員に話し掛けられており。

「お客様方――そちらの商品をいかがなさるおつもりでしょうか？」

　なぜか引きつり気味の表情でいう店員に戸と惑まどい、カモフラージュのためにと紅音から渡されていた商品（今まで確認していなかった）に視線を送る。

　――『特定用途の男性用ゴム製品』

「「「「　おおぅ……　」」」」

　制服姿の男女四人（比率１：１）が持っているには、何かとマズイ品×４。

　……さすがにポリスを呼ばれる事は無いが、学園に連れん絡らくはあり得る。――よって。

「「「「　――これ、ゴム風船じゃないんスか？　」」」」

　――知らぬ存ぜぬで誤魔化し通す事を選せん択たく。

　釈しやく放ほうされるまでに、20分程の時間を要する事になりました。
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「――き。　――ずき。　――和かず希き。　起きて欲しい、和希」




　――ん……？　リア……？

　どうやら、リアが起こしに来たらしい。

「――んー……？」

　……目を擦こすりながら――何とか、身体を起こす。

　……まだ寝ねボケた頭で、時計を確認。――起こしに来たから、寝ね坊ぼうしたかと思ったが……今日は日曜、しかも平日の起床時間の５分過ぎ程度。

「おはよう、和希。それで実は――」

　まだ『ボー』っとした状態で、リアが何か言いかけているのを確認。

　――深刻……ってほどでもないけど、真ま面じ目めなかお……？　ならば……。




「――失格。……新婚さん風味でもう一度お願いします」




「なッ!?」

　リテイクを要よう請せいし、再び布ふ団とんに潜もぐる俺。……だが、頭は段々寝ボケから覚めてきた。

　多分、昨日はとても幸せな目覚めだったため――『今朝も』と、半ば無意識に求めてしまったのだろう。――怒られたら、素す直なおに謝あやまって起きよう。そう思っていたら。

　……目を瞑つぶっている俺の顔に、リアの息いき遣づかいが近づいて来た。

　――『もしかして』、驚おどろきと同時に期待する俺の予想通り――




　俺の唇に――柔やわらかい感かん触しよくが、重ねられた。

　間近に感じる、リアの気配、もう間ま違ちがえ様ようの無い、リアの唇の感触。




　――それらを感じ、幸せな気分を堪能――する前に、即そく座ざに後頭部を押さえてみた。




「――んッ!?　んー！　んん――!!」

　口を塞ふさがれた状態で離れられなくなったリアが、慌あわててもがく。

　落ち着かせるために、片方の手でリアの頭や首筋を撫でると――徐じよ々じよに力が抜け。




　し　ば　ら　く　お　待　ち　く　だ　さ　い　（具体的には、30秒～１分）。




「――はぁ、はぁ、……あ、朝から何をする!?」

　真っ赤になって抗こう議ぎするリア。……確かに、怒るのも無理ないかな、とは思う。

「――悪かった。寝ね起おきで少しボケてた時に理性がトんだせいで……変な方向にアクセル踏ふんじゃったっぽい。……本当にごめん」

　……ついでに『ごちそうさまでした』とか言いそうになったが、言ってしまうと話をこじらせそうなので自重。

「……もういい。元から怒ってはいな――くはないが……それ以上に恥ずかしかっただけだ。――と、とにかく！　いい加減、話をしていいか？」

「そういえば、何か話そうとしてたっけ……？　何――ん？　……少し待った」

「――む？　どうした？」

　話を聞こうとしたが――フと、視線を感じた気がして、部屋の入口を見る。

　リアも俺につられて背後、入口の扉とびらを見ると、そこは僅わずかに開いていて――

「「「 ――ッ!! 」」」

　その隙すき間まから見えた目が、三対。向こうが『ギクリ』と反応したのがわかった。

「……そこの一人と二匹。バレてるぞ？」

「あ、あははは……、おはよう、和希……」「わ、わふ……」「くぅ～ん……」

　俺に声を掛けられ、観念し、後ろめたそうに入ってくるイスカ、フェル、リル。

「――イスカよ。どこから見ていた……？」

「へ？　う、ううん！　さっき来たばかりだよ!?」

　ジト目でリアに問われたイスカはそう答えたが……反応的に、絶対見ていたと思う。

「……ま、いいか。おはよう、イスカ。――良い朝だな？」




「――そ、そうだね！　おはよう和希、情熱的な朝だね!!」




「やはり全すべて見ていたのではないか!?」

　思わず口を滑すべらせたイスカに、全力でツッコミを入れるリアだった。




「で？　イスカは何の用で？」

「――え？　あ、うん。多分リアが話そうとしてた事。それについて『どうしよう？』って訊きこうと思って」

　口調から、特に深刻な感じはしないが……様子を見に来たという事は、時間的な余よ裕ゆうは無かったのかもしれない。少し反省。

「……悪かった。――で、その話って？」

「ああ。和希のご両親から連絡があってな。――もうすぐ来るそうだ」

　聞いて納なつ得とく。あまり深刻ではないが大事で、時間的な猶ゆう予よも無いっぽい。

「また急な話だな？『もうすぐ』って……本当に『すぐ』なのか？」

「え、っと。15分くらい前に連絡が入って、その時に『転移の準備が出で来き次し第だい』って話だったから……本当に、もうすぐ来るかも？」

「――むしろ、もう来ててもおかしくないか――え？」




　――一いつ瞬しゆん、悪い感じではないが、背筋が『ぞくり』とした。




「――ん？　どうした和希？」

「……いや、今なんだか『ぞくっ』としたと言うか……無意識の所に何か引っかかったというか？　嫌いやな感じじゃないけど、何か変な感覚が……」

　リアは特に感じなかったらしい。俺の言葉に少し考え、イスカに話を振る。

「イスカ。何か気付いたか？」

「――ううん。少なくとも、こちらに向いている視線や意思、魔ま力りよくは無いよ。リアも気付かなかったって事は……ここを影響下に置いている魔術も無い、って事だよね？」

「うむ。……しかし、和希が気になった……まさか結界か？　――和希、『魔眼』を使ってみてほしい」

「え？　ああ、いいけど……」

　リアに言われたとおり、アビリティ『元エンシエント・ ト邪ウル気ーア眼イズ』を発動させる。すると――なぜか外の景色がブレて見えた。

「……あれ？　なんか視界がブレて……いや、色いろ違ちがいの景色が二つ重なってる……？」

「なるほど。……和希の魔眼なら、結界内も見えるのか。――とにかく。この家に重なる場所に、空間隔離型の結界による位相空間が作られた、という事だろう」

　隔離型の結界というと、この前の一件で戦った時に使ったモノか。――って事は……タイミング的に、親おや父じたちの仕し業わざだろうが……。

　再び、二重に見える外の景色に目を向ける。

「――だけど見み難にくいな。片目ずつ、それぞれの世界が見える様に出来ないかな。……あ、出来た。――よし、これで少し見やすく――」

　右目だけに意識を集中させたら、左目は通常の視界に、右目は微び妙みように赤みがかった世界が見える様になった。右目の世界が、結界内の世界か。

　――突とつ如じよ、右目に映る世界で閃せん光こうが走った。その直後――




『ハニーの愛が痛ああああああいッ!!』

　そんな叫さけび声ごえと共に、見知った中年親父が、窓の外の左上から右下に飛んでいった。




「………………」

「ん？　どうした和希。表情が固まっているが……？」

　リアが訊いてきたが……返答もせずに、右目の世界の景色を見続ける。




　どこからか、向かいの家の屋根の上に、見知った女性が飛んできて着地。

『あなた～？　見送りの子から《しばしのお別れのキス》とか受けちゃうなら、私の想おもいも受け取って～！』

　言いながら、どこからか取り出して肩かたに担かついだのは……ミサイルポッド……？

『行くわよ～♪』

　下方に向かい連続発射。一発ごとに、右目の世界に爆炎が広がる。

『――は、ハニーの情熱が！　情熱があああああッ!!』




「……………………」

「か、和希？　なんか変な汗あせがダラダラ流れているよ!?」

　心配してくれているイスカ。その後ろでは――リルがフェルにじゃれついていた。

「わふっ。わふわふ」

「きゃんっ！　きゃぅきゃふっ♪」

　フェルの尻尾しつぽを前足で押さえようと、フェルの周りを楽しそうに跳とび回まわるリル。

　左目には、そんな心癒される光景が流れているが……右目の世界では。




『うふふふふふふふふふっ、私の愛はまだまだ、たっくさんあるわよ～？』

　言いながら、武器を次々に換かん装そう。

　撃うち終おわったミサイルポッドを破は棄き。するといつの間にか、両手には大型拳銃。それを連射した後、再び投げ捨てると、ガトリングガンが出現。即座に斉射。

『――は、ハニーの愛がたくさ～ん！　あ、溢あふれる！　溢れるぅぅぅうッ!!』

　そんな変態紳士の声は無視し、更さらに換装。背中と肩に装着されたのは――某ぼうロボットアニメで、月からのマイクロウェーブを受けて発射される、アレに酷こく似じした兵器。

『ちょッ!?　そ、それはさすがにシャレになら――』

　直後、発射された光線が世界を薙なぎ払はらう。一瞬の後、右の視界が紅一色に染まった。

『ハニーの愛があっつぅいいッ!!』




「…………………………。――うん。親父たち、もう少しで来るっぽいぞ？」

「だ、大丈夫なのか……？　冷や汗が尋じん常じようではないが……」

　――見なかった事にしよう。そう判断いたしました。……そう。見てない、見えてない。炎に包まれる世界で、ただ一人高笑いしている実の母親の姿なんて。

　そんな『夫ふう婦ふ喧げん嘩か・デストロイモード』の記憶も洗い流せないかなーと、洗面所に顔を洗いに行く事にした。




　洗顔その他、諸もろ々もろの朝の支し度たくを済ませると、それを待っていたかのタイミングで。

『ピンポ～ン』と、来客を告げるチャイムが鳴り――




「我が息子むすこよ！　今帰ったぞ～！」




　ケガの痕こん跡せきも一切無く、ピンピンしている親父が、そこに居た。

「…………ああ、お帰り。――ところで、どこから帰ってきた？」

「あ？　当然、向こうの世界からだが？」

　……『向こうの世界』って、お亡なくなりになった方々の世界の事だろうか？




「あらあら。和希、会うのは久しぶりね？」




　そう言いながら親父の後ろから姿を現したのは、俺の母親である『倉くら橋はし 希のぞみ』。

　もうすぐ40だというのに、どう見ても30前に見える上……本気で化け粧しようをすると高校生で通せる、若々しいを通とおり越こし気味の謎生物。

「あ、あの……？　和希のおばさ――おば？　……こほん、和希のお母さんですか？」

　イスカが少し緊張気味に、母さんに声をかけた。……やはり『おばさま』という言葉がシックリこなかったらしく、言い直しながら。

「――あら？　まあまあ、貴方あなたがイスカくんかしら？　――ええ。和希の母の希です」

「は、初めまして！　イスカ・リヒト・エストレラと申します。和希たちには、本当にお世話になってます。よろしくお願い致します……！」

「まあまあ、ご丁てい寧ねいに♪　本当に綺き麗れいな子ねぇ。――家事は、貴方がやってくれているのよね？　こちらこそ、息子がお世話になっております。よろしくお願いしますね？」

「は、はい！　まだ未熟者ですが、よろしくお願いします……♪」

　イスカに、いつも変わらない『ほんわか』した笑え顔がおで応対する母さん。

　……というかイスカ君。君が『未熟者』なら、世の主婦の８割が『未熟者』か『主婦失格』の烙らく印いんを押おされると思いますよ？

「わぅ！」「くぅ～ん？」

「あら♪　フェルくんとリルちゃんよね？　あなたたちも、よろしくお願いね？」

「わふ♪」「きゃんっ♪」

　イスカに倣ならって挨あい拶さつに来た仔こ狼おおかみたちに、しゃがんで挨拶を返し、頭を撫でてあげている母さん。フェルとリルは、嬉うれしそう、または気持ちよさそうに尻尾を振っている。

「――良かったぁ。和希のお母さん、凄すごく優やさしそうな人だね♪」

「…………そうだな」

　嬉しさと安あん堵どが含ふくまれた笑えみで言ってくるイスカに、俺は視線を逸らして答えた。

　……その『優しそうな』笑顔のまま大鋏を持って親父を追い回したり、さっきはガトリングや衛星砲（仮）ブッ放していた、なんて言ったら信じるだろうか？

「――久しぶりだな、希さん」

「あら♪　お久しぶりね、王女。うちの息子とは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「っ！　――あ、ああ。よくしてもらっている」

「まあ♪　ではうちの子を、よろしくお願いしますね？」

　話には聞いていたが、母さんとリアは、それなりに仲が良いらしい。今も俺との関係を訊かれ、思わず赤面して返したリアを、母さんが楽しそうにからかっていた。

　――そうだ。今のうちに、母さんのステータスを見ておくか。

　確かこの前聞いた話だと、階級クラスは『ハイ・エンチャンター』で、能力アビリテイには『フェノメノン・エクスパンション』があるって話だったか。

　――『粘着型ヤンデレ』と『誇こ大だい妄もう想そう』あたりなんだろうな……覚かく悟ごしとこう。




　そんな覚悟を決めて『元・邪気眼』を発動させ――




「……………………。――リアさん、ちょっとよろしいでしょうか？」

「――ん？　どうしたのだ和希？」

　極力、表情を殺し、リアを廊ろう下かの奥おくに連れて行く俺。

「ん？　和希どうしたー？」「あらあら？」

「あれ？　和希、どうしたの？」

　そんな俺に、親父、母さん、イスカが声をかけてくるが、理由は絶対に言えない。

「――ちょっとリアとお話ししてくる。リビングで待っててくれ」

　そう言って、廊下の突つき当あたりまで移動。十分に離れたのを確認した後――念のために『末インセパレイタ期ブ型ルバ カフッェプザルー』を発動。

「（……随ずい分ぶんな念の入れようだな？　何があった？）」

　発動後、早々にリアが思念を飛ばしてくる。

「（……リア。母さんについてなんだけど、さ？）」

「（ふむ。ここ10年ほど、容姿が一いつ切さい変わっていないのは驚きよう異い的てきだと思うぞ？）」

「（……それは今いま更さら。話っていうのは――うちの母さんは将来的に、リアの義母って立場になると思うんだが――）」

「（ ッ!?　――そ、そうだな。だから、今まで以上に良好な関係を築きたいと思っているぞ……？　その話か？）」

　頬ほおを染め、少し嬉しそうに言うリア。……まぁ『その話』といえば、その話で。




「（――ＯＫ。ならば……母さんにだけは『魔眼』を使うな。絶対に……！）」




「（……は？　――待て和希。何を見た？）」

　少し展開を察したリアが、戦せん慄りつと共に訊いてくる。

　　　　　◆　◆

【倉橋 希】

階級クラス

　永ハイ久・なエるン愛チ憎ヤのン化タ身ー：所有武器に、自身の魔術能力を上乗せ。道具への魔術効果付与可能。（効果時間：永続）

能力アビリテイ

　愛フエノ憎メノのン・百エク倍スパ返ンシしヨン：道具の性能を極大化し、魔術効果として使用。効果は魔術能力依存。

　愛憎のおウエポン・もてなしクリエイター：材料を消費し武器の即時作成。武器性能は魔術能力依存。

　情熱的な愛憎ウエポン・ルーラー：装備武器の性能に比例し全能力上昇。

　収束すマナ・コンる愛憎バージエンス：周囲の魔力量に比例し、魔術効果の増大。

　愛憎の極撃パニツシユメント：特とく殊しゆ魔ま術じゆつ【パニッシュメント】使用可能。




　※【パニッシュメント】：特定対象にダメージを与あたえた相手に防御不能広範囲攻撃、または特定対象に絶対攻撃。




　　　　　◆　◆




　―― 覚かく 悟ご の 遥はる か 上 を 行 か れ ま し た 。




　……『愛情』ではなく『愛憎』。――同じ『愛』が入っている言葉だ、というフォローは『おもてなし』が武器作成な時点で無意味。そして――極きわめ付つけが『愛憎の極撃』。

　――【パニッシュメント】……親父にダメージを与えた相手に制裁。そして――裏切ったら親父にも、回避不能の絶対的な制裁……か。

　しかも、それぞれの能力がうまい具合に相乗効果を起こしている。――効果による能力上昇がどんな順番で発動するかわからないが……それ次し第だいでは、母さんの能力って……。




「（……とにかく。精神衛生上、知らない方が良いと思う。――もし見るなら、今まで以上の覚悟が必要だと思う。――それだけ）」

「（――わかった。忠告感謝する。……だけど和希。私は見るぞ？）」

　真しん剣けんに聞いていたリアだが、少し考えた後、きっぱりと言い切った。

「（……なぜに？）」

「（決まっている。この気き遣づかいは嬉しくないからだ。――言ったはずだぞ？　私は和希と同じ物が見たい、と。私も、和希と同じ物を背せ負おう覚悟は出来ている）」

「（……ありがとう、リア。――じゃあ止めないけど……覚悟を）」

「（――ああ、わかった。では戻もどろうか）」

　そうして俺とリアは、皆みなが待つリビングへと戻る事にした。




「お、戻ってきたか。なんだったんだ？」

　リビングに入ると、親父がのんきに聞いてきた。

「あー……ほら、親父も母さんも来た事だし――」

　何て言って誤魔化すか。思いつく前に喋しやべり出だしてしまったので、そのまま流れに任せ。




「――ちょっと将来の家族計画について」




「和希!?　――いや確かに間違いではないが!!」

　うん、適当に喋った割には良い事言えた。リアは抗議しているが、ＯＫという事で。

「はっはっは！　今の内から考えておくのはいいが、まだ暴発はさせるなよ？」

　誤魔化したと気付いているだろうに、非常にノリノリで言ってくる親父。

「あらあら♪　――ちなみに王女は、将来的に何人ほしいのかしら？」

「なッ!?　わ、私は……！　…………………………男の子と女の子、一人ずつは……」

「まあまあ♪　和希、頑がん張ばりなさいね？」

　――大きなお世話です。……っていうか自じ業ごう自じ得とくとはいえ、恥ずかしそうにマジ回答されると本当に恥ずかしいな!?

「はっはっは、面おも白しろい展開になったな。ところでイスカ君は――ん？　……どうした？」

　――え？　あ、しまった。

　親父の声でイスカの方を見ると……やはりと言うか、耳まで真っ赤になっていた。

「あ、わ、わ、私はっ、その……ッ!?」

「……悪かった、落ち着けイスカ。――親父。実はイスカ……本当に最近、保健体育の知識を得たばっかりなんだ」

「……今まで知らなかったのか。それは勿もつ体たいな――もとい、難なん儀ぎな話だな」

「――あらあら、そうなの？　でも良かったじゃない。イスカくんなら、お見合い話とかも入ってくるでしょうから。その前に知る事ができて――ね？」

　慌てるイスカに代わって説明。……親父の反応はともかく……母さんは相変わらずの笑顔でそう言ったが、笑顔の質が変わった様な気が……？

「――え？　私なんかにお見合い話……ですか？」

「うん？　――ああ、だっておかしくないだろう？　現状は没落貴族だが、イスカ君は宝具まで授さずかった期待の星。将来性に目を付ける者は少なくないんじゃないかな？」

　そういえばイスカの武器『天剣ブランシュネージュ』って、王家の宝具と対になる物って話だったか。……ならば確かに、王家のお墨すみ付つきとも言える。

「で、でも私、そんなお見合いなんて……」

「あら？　――そうねぇ、政略結婚は気が進まないなら、先に自分でお相手見つけちゃえばいいじゃない♪　……お隣となりの紅あか音ねちゃんなんかオススメよ？　仲良いのよね？」

「え、あ、紅音ですか!?　ッ、そ、それは……ッ!?」

　――母さん、まさか分かってやってないよな……？

　あまりに的確な話題で、的確な人物を話に出した我が親たち。

　……わざとか否いなかはともかく、話題を変えてやった方がよさそうだ。――じゃないと、またオーバーヒート起こして気絶しそうだし。

「――で？　親父たち、今日はなんでまた急に？　あと、滞在予定はどれくらいだ？」

「ん？　まぁ、色々と用事があってな。お前ら関係もあるし、それ以外にも」

「あと、明日の夜にまた向こうに戻る予定ね」

　……俺たち関係以外の用事、というのも気になるが――とりあえず話を進めるか。

「俺たち関係ってのは？」

「――そうね。そっちを先に済ませてしまおうかしら？　からかってしまった、イスカくんへのお詫わびも兼かねて、ね？」

　俺の問いに、母さんがイスカに向かって悪いた戯ずらっぽく言う。

　……どうでもいいが、母さん。その歳としでウインクはやめろ。……似合うから面と向かっては文句を言いづらいんだが。

「私に、ですか？」

「ええ♪　和希、王女、そしてイスカくん。それぞれに渡わたすものがあるの。だから、まずはイスカくん。ちょっと、手を出してくれないかしら？」

「は、はい。――これでいいですか？」

　手を差し出すイスカ。その間に母さんは手荷物から木箱を出し――その中から取り出した物を、イスカの手首に付ける。

「……わぁ、綺麗なブレスレット――あれ？　この中心の宝石って、魔ま宝ほう珠しゆ……？」

　母さんがイスカに贈おくったものは、銀色のブレスレット。輝かがやきを放つ銀のチェーンに、雪の結けつ晶しようをモチーフにした飾かざり。その中央には小さな紅い魔宝珠がはめ込まれていて。

「ええ。だから一応、魔道具っていう扱あつかいね。――このまま、ちょっと剣を呼んでみてくれないかしら？」

「――ブランシュネージュを、ですか？　わかりました」

　それに応こたえ、宝具とも呼ばれる『天剣』を呼び出そうとするイスカ。

　先の一件の後に聞いた話だが。

　天剣に備えられた特とく殊しゆな魔宝珠に『転移』『隠いん蔽ぺい』『収納』の能力が備わっているらしく、所有者として登録されたイスカなら、意志を込めて呼ぶだけでいいらしい。

「――おいで、『ブランシュネージュ』……え？　ぅわあっ!?」

　イスカが予想していなかった事態が起きた。

　イスカの呼び声に反応し、ブレスレットの紅魔宝珠が発光。続いてブレスレット全体が白銀の光を放ち、その光が膨ふくらんで、イスカの全身を包つつむ。




　光が収まったとき。そこには天剣を携たずさえ、銀の鎧よろいを纏まとったイスカが居た。

　上半身は、下部が腰こしマント状になった白い上着。その上に胸部、腰よう部ぶ、両りよう肘ひじから先を、白銀の甲かつ冑ちゆうが覆おおう。

　下半身はミニスカート……かと思ったが、どうやら黒の短いスパッツ状のインナーの上に腰布が巻いてあるようだ。裾すそが広がった腰マントと腰部甲冑、腰布のせいで、ワンピースドレスに鎧をつけた、といった形状にも見える。

　可か憐れんでいて凛り々りしい印象を与える、白と銀をメインカラーとした戦装束。

　それはイスカと、イスカが持つ『ブランシュネージュ』に良く似合っていた。




「あらあら、予想以上に似合うわねぇ。とっても綺麗よ、イスカくん♪」

「これって……魔装具ですか!?」

　今の自分が身につけている装備を見て、イスカが驚きの声を。

　胸部甲冑の中央には、装そう飾しよくと共に紅の魔宝珠が埋め込まれているし、布の部分も淡あわく輝いている様に見える。……確かに、普ふ通つうの装備ではないだろう。

「聖銀を使って作られた第一級魔装衣、銘めいは『サン・エトワール』。『聖なる星』という意味ね。本来なら天剣と一いつ緒しよに渡す予定だったのだけど、調整が遅おくれていたの」

　どうやら、天剣とセットの戦闘衣装らしい。という事は、あのブレスレットは――

「変身グッズ？」

「はっはっは、違ちがいは無いが『グッズ』言うな我が息子」

　……しかし、少し安心した。装着者がイスカで、この手の変身装備だと――とある『お約束』が発生していてもおかしくなかった。

「俗ぞくに言う『変身シーン』は発生しないんだな」

　謎エフェクトの中で全ぜん裸ら → 少しずつ装着のプロセスで行われる、魔法少女モノのお約束。……正直イスカなら、発生しても絵的な違い和わ感かんは無い。

「――発生させた方がよかったか？」

「…………は？」

　ポツリと、親父が。冗談かと思って顔を見ると――どうやら本気のご様子。

「……実は、発生させた方が楽なんだわ。元の服装を脱ぬがして転送、新しい服を転送して装着。このタイムラグを無くす調整が手間だったらしくてな。間を謎エフェクトで誤ご魔ま化かす処理すれば、技術的にかなり楽だったらしい」
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「……そうなのか。じゃあ、なんで無くしたんだ？」

　どうやら手間を掛かけて、変身シーンを消したらしい。その理由を訊くと。




「シャレにならんだろうが……!!」




「…………ごもっともで。親父、グッジョブ」

　愉ゆ快かい犯はんな親父から見ても、シャレにならないと判断されたイスカくん。

　一度見るだけの者にとっては、単に『眼福！』と拝まれるだけだろう。

　だが……本人の性別を知るもの、または後に知る事になった者にとっては、ちょっとしたトラウマ製造機に他ほかならない。

「――それで、着た感じはどうかしら？」

「は、はい！　――鎧も凄く軽くて動きの邪じや魔まにならないし、サイズもピッタリで……！　本当にありがとうございます!!」

　軽くステップを踏んだり、舞まう様に回転したりしてから、笑顔でお礼を言うイスカ。

「よかったわ、気に入ってくれて♪　じゃあ次に、和希と王女のだけど――あら？」

　母さんが首を傾かしげる。

　見ると……リアが、顔を蒼あおくして母さんを見ていた。

「――王女？　どうしたのかしら？」

「ッ!?　い、いえ何でもござ――……こほん。いや、なんでもない。少し考え事を」

　抉えぐり込こむ様に下から顔をのぞき込んだ母さんに、『ビクッ!?』と激しく反応。怯おびえと動どう揺ようを押し殺し、なんとか誤魔化したリア。

　――瞳ひとみの色が青になっているって事は……早さつ速そく、母さんのステータスを見たか。

　……やはりリアでも、戦慄は免まぬがれない様だ。

「 ？　大丈夫なら、お話を続けるけど……。それで、和希と王女への贈り物は、すぐには渡せない物なの」

「は？　持ってきてるのに、すぐには渡せない？」




「正確には、すぐに渡しても意味が無い物、だな。聖せい剣けんと聖せい魔ま杖じよう用ようの、本来の魔ま宝ほう珠 しゆだ」




「「 ――なッ!? 」」

　俺おれの『聖剣ルーナ・メリディエス』は魔宝珠が機能を失っているし、リアの『聖魔杖アルブム・ノクス』は、能力を制限する意味で、性能の低い魔宝珠を付けていた。

　それを本来の物にするという事は、本来の国宝級の力を取り戻すという事で。

「……いろいろ揉もめてたんじゃなかったのか？　よく許可を取れたな……」

「ああ。王女がこちらの世界で襲しゆう撃げきを受けたという事実。二人がそれを撃げき退たいしたという実績。そして――人族王家が、応おう援えんとして国宝級を提供したという状じよう況きよう。見み栄えと対たい抗こう心しんだけは旺おう盛せいな奴やつらだから、結構アッサリと」

　……襲撃を受けたと危機感を煽あおり、さらに実績を積んで口実まで与えても渋しぶったのに、対抗心をくすぐるとアッサリ許可、か。

「――なるほど。この前の一件もイスカに天剣を渡したのも、これを狙ねらってたのか？」

「はっはっは。まぁ、着々と『計画』は進んでいる、と考えておけ」

「――そんなわけで、聖剣と聖魔杖を貸してほしいのだけど、いいかしら？」

「了りよう解かい。――リア？」

「うむ、わかっている」

　母さんに促うながされ、俺は小さくしてペンダントにしてあった聖剣を元の姿に戻し、リアは魔術で聖魔杖を呼び出し、母さんに渡した。

「――はい、ありがとう。じゃあ、あなた？　早速だけれど、作業してきちゃうわね？　多分、３時間ちょっとくらいで終わると思うけど――」

「ああ、よろしく頼たのんだぞマイ・ハニー。こちらは例の交こう渉しように行っておこう」

「ええ。よろしく、あなた♪　じゃあ和希、王女、イスカくん？　私は少し、地下室で作業してくるけど――」

　と。ここまでにこやかに話した母さん。

　……直後。全員を過去最大最悪の悪お寒かんが襲おそった。




「――くれぐれも、覗のぞかないでね……？」




「「「「　い、イエス・マム!!　」」」」　「わ、わふッ……！」「きゃんッ……！」

　――外見だけは、今までと変わらない笑顔で放たれた一言。

　……だが、そこに込められた凄せい絶ぜつなまでの殺気と威圧感が、この場に居た四人と二匹に絶対服従を誓ちかわせた。

「――はい、ありがとう♪　じゃあ、行ってきまぁす」

　そう言って我が母は、軽かろやかにリビングから出て行った。……笑顔のたった一言で、歴戦の猛も者さや神狼すらも、恐きよう怖ふのドン底に叩たたき落おとして。




「…………親父。アレは、なんだ……？」

　母さんが去って約５分後。もう大丈夫だろうと思い、口を開いた。

「……はっはっは。ハニーはとっても恥はずかしがり屋やでな。作業中の姿を見られたくないらしいんだわ。……作業前は、いつもあんな感じだ」

　俺と親父が話していると、リアも精神の再起動を成功させたらしく、話に加わる。

「……『恥ずかしがり屋』という次元ではない気がするが……。ちなみに和かず彦ひこ殿どの。――覗いた事はおありか……？」

「……はっはっは、これは異な事を。――アレの後に見に行くくらいなら、ツボ押し器を武器に古代竜へ決けつ闘とう挑いどむ方がまだマシかと」

　――全面的に同意。……だけどその状況でも親父は死にそうにないし、母さんだったら勝ちそうな気がするのは、俺の考え過ぎだろうか？

「そ、そんなに見られたくないって――あ、……たしか日本の昔話に『鶴つるの恩返し』ってお話があったよね？　――ああいう感じ、なのかな……？」

「……イスカ。もし『正体が別生命体』とかいう展開なら――俺は『ＳＡＮ値直葬』系の邪じや神しんあたりだと予想する」

「「 …………（こくり） 」」

　その俺の言葉に、親父とリアが頷うなずく。イスカも意味はわからないまでも、『邪神』という単語には否定できないらしく、頬を引きつらせていた。

「あ、えと……そ、そういえば私たち、朝ご飯まだだったんですが――おじさまは？」







「そういえば、おじさま？　王様って――人族の方のですが、どんな方なんですか？」

　いろいろあって遅おそくなった朝食中、イスカが親父に話しかけた。

「うん？　会った事ないのかい？」

「はい。遠目に見た事はありますが、謁えつ見けんの機会なんてありませんし。剣や鎧、私の家の事などで、とてもお世話になったので、なんとかお礼をお伝えしたいんです」

　真剣な目で、親父に訴うつたえるイスカ。……トーストを『はぐはぐ』と食べながらだが。

「あー、なるほどねぇ。――遠目にしか見た事がない、か……」

　朝はもう食べてきたからと、今はサラダだけ摘つまんでいる親父は、そう呟つぶやいてから――爆弾を落とした。




「――じゃあ多分ソレ、王様じゃない。紅音ちゃんの親父さんだ」




「「「　………………は？　」」」

　イスカだけじゃなく、俺やリアまで、間抜け面して凍こおりついた。

「――あれ、言ってなかったか。紅音ちゃんの父親、影かげ武む者しややってんだわ」

「……私も初耳だが――言って良い類たぐいの話ではないのでは……？」

　影武者の存在自体もだが……その身元とか、機密情報の最たるモノではなかろうか？

　とはいえ、言われてみれば納得する事が多々あるのも事実で。

「――なるほど。紅音の親父さんが滅めつ多たに帰って来ないのも、紅音たちがこっちの世界で暮らしている事も、向こうの世界に行かないのも、全部そこら辺が関係してるのか？」

「まぁ、それが全部じゃないがな。――まぁ、そんなわけでイスカ君。キミは既すでに間接的とはいえ、王の近くに居るってわけだ。近い内に会う事になるだろうから、お礼はその時に言えばどうかな？」

「は、はい！　――ですが、こんな縁えん故こを理由とする謁見なんて……いいんですか？」

　国王との謁見なんて名めい誉よだと思うが、イスカは喜びより戸と惑まどいの方が大きいらしい。




「ああ大丈夫、大丈夫。あいつ、結構ちゃらんぽらんだから」




「一国の王に何言ってんの!?」

　あまりに軽く言う親父に、思わずツッコミを入れる。

「――いや、だって。あいつが即位前からの付き合いだし。この前も少し用事があったから会いに行ったんだが――」

「え、えっと……謁見待ちで一月待った人の話、聞いた事があるのですが……？」

　……正式な手続きは面めん倒どうなのか、気軽に謁見すると威い厳げんが――とかの理由だろうか？

「王に用事って……例の計画の話か？」




「いや？　暇ひまだったから、オススメの夜の店の情報交換に」




「「「　………………　」」」

　再び絶句する、俺たち三人。

　――そうですか。人族の王様は……昼は国王でも、夜は帝てい王おうなのですね。

「影武者やってる紅音ちゃんの親おや父じ（以下『影かげ』）も入れて、三人でお茶にしたんだ。そしたら茶ちや菓が子しが王 → 影 → 俺って回って来てさ？　食ったら毒入ってんの」

「「「　………………　」」」

　引き続き、反応を返せない俺たち。……物ぶつ騒そうな話だが、どうにも緊張感が無い。

　以下、本物＆影武者さんの会話らしい。




王：『やっぱり毒入ってたかー。汚お職しよくで処分予定の官かん僚りようからの貢ぎ物なんだけど』

影：『バレないはず無いのにねー？　もう、とっとと処分しちゃう？』

王：『あー、ヤっちゃう？』

王＆影：『よし、ヤっちゃお～！』




「物騒なのに軽い事この上ないな!?」

「……イスカ。そちらの国の王とは……」

「え、えー……？　聞いた話では『賢王』って評判だったハズなんだけど……？」

　俺たち三人の中で、王様の株が大暴落を起こした。

「お固い仕事してると、たまには弾はじけないとやってられないんじゃないか？　現に俺が知ってる王族なんて、変人が多いぞ？　例えば――」

　言葉を止め、何を言うかを考えている様子の親父。そして、口から出たのは――




「――例えば。魔王家の男は、代々揃そろって重度の貧乳派だし」




「………………え？」

　思わぬ流ながれ弾だまの直ちよく撃げきを受けたリア。サラダを食べようと手に持っていてフォークが、音を立てて床ゆかに落ちる。

「お、親父!?」

「いや、マジマジ。現・魔王なんて『Ｃ以上の駄肉は性欲が反応しない』とか言い切ってるし。しかも王家成立前かららしくてさ？　王家とその縁えん戚せきに生まれる女性、ここ百年の記録にある限り全員が胸部装甲薄うすいの。完全に遺伝子に刻み込まれてるな、あれ」

　世間話の様に、軽～く話す親父。……だが、約一名――

「………………ははは」

　焦しよう点てんの合わない瞳で、乾かわいた笑いをこぼすリア。

「親父ッ!!　その魔王家の娘むすめの前で何を言ってる!?」

「――あ。……しまった!?　ハニーが居ない解放感から、つい隙すきあらば下ネタ滑り込ませるモードに……!!　すみませんっしたッ!!」

　ウチの両親、本当に仲良いんだろうか……？　洗脳とか恐怖政治とかって言葉が浮うかんだが、今はリアのフォローを優先……！

「リア？　大丈夫かリア!?」

「……ふふふ。いつかはＣ、願わくばＤと夢見て、バストアップ体操にも力を入れていたのに……遺伝的に絶望、か。……ははは、すまない和希。私に最適な水着は、何年経たってもスク水のままのようだ……」

　――リアのスク水姿なんて、俺にとってはご褒美以外の何物でもないんですが？

　しかし、今はそんな事を言っている場合ではない。――ここは本音ド直球で、リアの精神をまともに戻す……！

「り、リア……！」

「――何だ？　かつて紅音の胸をチラ見していた和希？」

　……軽く心が折れそうになりました。だけど――負けてたまるかッ!!




「たとえどんな姿だろうと！　我が性欲の最優先目標はリアで揺ゆるがない……!!」




「………………本当か、和希……？」

「ああ！　一緒に寝ねる度、俺がどれだけ我が慢まんしていると思っている？　ヤバくなったら親父の全裸画像を脳内再生させ、強制的にダウナー状態にして耐たえてるんだぞ!?」

「そこまでしていたのか……。すまない、そしてありがとう和希……。私も、和希以外に見せる気は無い。――だから、和希さえ良いと言ってくれるのなら……！」

「 ！　リア……!!」

　俺がリアを強く抱だきしめると、リアも俺の背中に手を回してきた。

　……今は、これでいい。

　俺もリアも……正気に戻ってから一連のやりとりを全力で後こう悔かいしそうだが。

「お、おじさま……？　何か今、凄い内容だった気がするんですが……？」

「……本人たちがアレでいいんなら、いいんじゃないかな？」

　――親父とイスカが、結構聞き取れる音量で密談しているが……気にしません。

「きゃふきゃふ、くぅ～ん？」

「わふ」

　――フェルとリルの『人間の女性って、たいへんだね？』『そーですね』って内容と思われる会話も、気にしない方向で。

「えっと、どうでもいいんだけど……和希、リア？」

「「 ……なんだ？ 」」

　二人の世界に浸ひたっている俺たちに、イスカの声。妙みような威圧感に、揃って応えると。




「朝ご飯、早く食べちゃって……？」




「「 ……はい 」」

　笑顔のまま、ちょっぴり怒おこってるらしいイスカくんに言われ、慌あわてて食事を再開した。




　　　　　◆　◆




　遅くなった朝食の後、倉橋家に紅音が来らい襲しゆう。

　リアとバレンタイン用チョコの相談と試作をするという事で、男だん性せい陣じんは仔こ狼おおかみたちを連れて退避。『訓練でもしている』と、河か川せん敷しきに向かった。




　それを見送ったリアと紅音は、キッチンに向かい――

「さて。それじゃそろそろ始めようか？」

「うむ、そうだな。――む。すまない、少しだけ待ってもらえないか？」

「え？　もちろんいいけど……」

　何をする気なのか、疑問符付きで見ている紅音の前で、リアは少し目を閉じ――

「うむ、大丈夫なようだ。始めようか」

「……えっと？　何をしたの？」

「『インセパレイタブルフェザー』で、和希の居場所を確かく認にんしたのだ。――当日まで、あまり見られたくはない」

　少し得意げに言うリアに、素直な賞賛の視線を向ける紅音。

「へぇ……！　その能力、そんな事ができたんだ？」

「和希はまだ気付いていない様だがな。遠えん距きよ離りから発動許可を申しん請せいしようとすると、相手の居る方向と距離が、ある程度わかる」

「――近くに居れば一心同体。離はなれていても居場所はわかる、か。『不可分の羽』の名前は伊達だてじゃないね……」

「……そうだな」

　純じゆん粋すいに賞賛している紅音だが、『元・邪気眼』での別名『末期型バカップル』を知っているリアは、少し複雑な表情を返す。

「じゃ、今度こそ始めようか。――それで、どんなチョコを作る？」

「……ふむ。やはり、それなりのインパクトが欲ほしいところだが……」

「チョコでインパクト、ねぇ……。ビターチョコ使っても、大きいと食べる方が大変なんだよね。甘あまいから飽あきるし。後は種類や色、見た目かな？　あとは――」

　と、ここまで言って、紅音が頬ほおを紅あかくする。

「ん？　どうした？『あとは――』、何があるというのだ？」

「あー、と。……あとは『イロモノ』に走るとか、かなーって」

「『イロモノ』……？　ネタに走ったチョコなど、あるのか？」

「……話に聞いた程度なら。チョコで作ったリップを塗ぬって、相手に『食べて？』とか。あと――自分の胸部で型を取って、それでチョコ作る……とか……」

　恥ずかしそうに説明する紅音。様子から察するに、流石さすがの紅音もやる気は無さそうだ。

「……奥おくが深いのだな。しかし胸チョコか。――紅音なら立派なモノになりそうではないか。……私は板チョコにしかなりそうにないが」

「私もそんなのやる気無いからね!?　――っていうか、そんな自じ虐ぎやく的てきにならなくても、リアだって『無い』って程ほどじゃないんだし……その、『どら焼き型』くらいには……」

「……そうだな。『どら焼き』が限界だな」

　紅音のフォローの甲斐なく、焦点の合わない瞳ひとみで遠くを見ながら言うリア。

「なんでそんな自虐モードに!?」

　……おそらく、和希父に聞いた話が、余よ程ほどショックだったのだろう。

『和希さえ良いと言ってくれるのなら～』というのは本音でも、一度でも夢見た姿が実現不可能だと知らされた衝しよう撃げきは、そう軽いものではない。

「……すまない。今朝、和彦殿から『遺伝の理り不ふ尽じん』を知らされたばかりでな……」

「……想像できるし、深くは訊きかないよ。と、とにかく胸チョコは無しで！　――リップはどうする？」

「………………一応、作っておこう」

　恥ずかしそうに言うリアを見て和みながら、他に作るチョコを考える紅音。

「んー、あの会場で渡わたす必要があるから、細かいデコレーションは駄だ目めかな、崩くずれそうだし。無難にチョコケーキのバリエーションで、パターンを……って、どうしたの？」

　レシピ本を捲めくりながら考える紅音を見て、何かを考えている様子のリア。

「――いや、大した事ではないのだが……」

　指し摘てきするべきか否いなか、考えている様子のリア。――だが、言う事にしたらしく。




「――やはり紅音も、本命チョコを渡すのだな、と」




　どう見ても『リアのために考えている』というよりは、『一いつ緒しよに作る物を考えている』という様子だったからで。

「あ、あはは……。――まぁ、ね。開き直ったら、結構アッサリと決心できたよ」

　照れくさそうにしながらも、スッキリとした顔で言う紅音。

「ほぅ？　――昨日のデートが上手くいったから、か？」

「んー、実際はその少し前なんだけど……。うん、もう言っちゃっていいか。――誤解招きたくないから、最後まで聞いてね？」

「む？　うむ、わかった」

　紅音自身にも『聞いてほしい』と思っていた部分があったのか、リアの返事を聞いて、安心した様な顔をしてから話し出す。

「……実を言えば、初めて会った日から好感は持ってたよ。話してて楽しかったし――その後、長い付き合いになりそうだってわかって、正直嬉うれしかった。……『そういう関係になれたら楽しいかも』、そんな事も、少し前から思ってたよ」

「――うむ、何となく、そんな気はしていたが……」




「――でもね？　ここまでなら、実は和希も当てはまるんだよね」




「――っ!?」

　ショックを受けた様子のリアだが、そのまま何も言わずに話を聞き続ける。

「ま、和希とは一緒にバカやってる方が楽しかったし、私をそういう目で見ていなかったから、私もそれ以上進む事は無かったんだけどね？」

　そう言って『驚かせちゃったね？』と、いたずらっぽく笑う紅音。

「……なるほど。それでイスカの場合は、和希の気持ちより『先』に進めた、と？」

「あ、あはは……まぁ、ね。『支えたい』って思ったのは初めてだし……。何より、軽くとはいえ独どく占せん欲よくが出ちゃった時点で、ねぇ……？」

「――独占欲？　いつ……まさか昨日の街での惨さん劇げき、それが理由か!?」

「あ、あはははははは…………はい。イスカにヤラシイ目を向ける奴やつは、どんな手段使ってでも排はい除じよしたい。――そう思って、やってしまいました……」

　……確かに、愉ゆ快かい犯はんなだけで非道ではない紅音にしては珍しく、明確な害意を持っての行動。しかも目標の反応を楽しむ前に撤てつ退たいした点など、不自然な所はあったが。

「……そうか。イスカが相手だと、男女両方が警戒対象になるのだな……」

「そうなんだよねぇ……。だから今回は堂々と立場表明して、少しでも敵を減らしたいなー、なんて考えているわけで……」




「――うふふっ。話は聞かせてもらいました♪」




「「 ！　希さん!? 」」

　気配察知能力が高めの二人。その両方を素す通どおりして、背後に立っていた和希母。……この女性、下手をすると一国の王すら暗殺できるのではないだろうか……？

「い、いつから……？」

「あらあら、そんな事はどうでもいいの。それより――難なん儀ぎな恋こいに悩なやむ女の子たちに、オバさんも少し協力させてもらうわね♪」




　　　　　◆　◆




　お昼時になったので、訓練を切り上げて帰宅中。

　イスカの『ブランシュネージュ』の使い方を話し合いながら、フェルとリルの散歩も兼ねて、ゆっくり歩いて帰る。

「もっと――何か良い使い方がありそうなんだけど……」

「そうは言ってもな……。今のイスカの使い方で、十分以上に脅きよう威いだと思うぞ？」

　ちなみにフェルとリルは、俺おれたちの少し前を仲良く並んで歩いている。

　相変わらずフェルはそっぽを向いているが、すり寄るリルを避さけてはいない。

　だから俺は『ツンデレいただきました』と、微笑ましく観察していたりする。

「……そういう和希は、全部避けてたよね？」

「や、俺は能力知ってたから。……初見で避けるのは、まず無理だと思うが？」

　イスカの『天剣ブランシュネージュ』の能力は、剣を振ふった場所に、後で魔力刃を発生させられる、というもの。

　一撃を回避された直後、その攻撃が通過した場所に刃やいばを作成、即そく座ざに追つい撃げきしたり、前もって低い場所で剣を振っておき、敵が通過する時に罠わなの様に発生させる事なども可能。

　イスカの連撃攻撃の合間に、突とつ然ぜん出現する魔力刃が多方向から奇き襲しゆうを掛かけてくる。イスカ自身の高い戦せん闘とう力りよくもあり、初見での完全回避はまず不可能だろう。

　……だが、その能力を知っていれば、対処方法は幾いくつかあるわけで。

「今は、このままでもいいんだよ。ただこの先、私たちが警戒され始めたとき……」

「……そうか。先を考えると、対策が必要か。って言っても考えられるのは……上手く魔術と絡からめたり……あ」

「……ん？　どうしたの、和希？」

　頭の中で、使えそうな魔術の『陣じん』を思い浮かべ――フと、思いついた発想。

「――イスカ。魔力刃ってさ、真まっ直すぐなのしか作れない？　曲線状や円状のは？」

「えっと……振り方とイメージ次し第だいで、曲線は大丈夫。円は難しいかもしれないけど、曲線状のを組み合わせれば、何とか……？」

　空中に魔力の刃を作る。……これは傍はたから見れば『空中に魔力で線を書いた』のと同じなわけで。――ならば、その線を組み合わせれば……？

「――あれ？　おじさまだ」

「――え？」

　いつの間にか自宅近くまで来ていた俺たち。

　イスカに言われて見ると――親おや父じがお隣となりの家――三みつ峰みね家から出てくる所だった。

「――親父！　何してるんだ？」

「ん？　おお、イスカ君に和希。――いや、三峰さんにお話があって、少しな」

　声を掛けると、そう答える親父。

　自然に返してきたという事は、母さんも知っているのだろう。……たとえ不ふ倫りんとかじゃなくても、母さんに無断で女性と二人きりになると、色々（物理的に）危険な親父。

　話しながら、ウチの玄げん関かんに向かう。

「お話というと……影かげ武む者しややってるっていう、紅音のお父さんの事ですか？」

「もちろんそれもだが、他にも伝言など、いろいろ頼たのまれて――ん？」

　と。親父とほぼ同時に、俺も気付く。ウチの前に、配達の車が停とまった――







「「「 ただいまー 」」」　「わふっ」

　玄関を開け、揃って帰宅を告げる俺、イスカ、親父に、仔狼二匹。

　すると、中から『パタパタパタ』と足音が聞こえ。




「お帰り～、えへへ♪」




「「「 なッ!? 」」」

　以前の、幼女化した姿のリアが現れた。……当然ながら、絶句する俺たち。

「り、リア!?　なんでまたその姿に!?」

「えっとね？　自由に使えたら変装とかに便利だから、いろいろ試ためしてみたの～♪」

　と、子供らしく無む邪じや気きな笑えみで言う、幼女化したリア。

　以前は、自分が放った精神魔術を反射され、この姿になったリア。

　確か、精神を退行させ、それに伴ともない肉体も幼児化させる術で――効果時間は、解かない限り永続だった気がするのだが……。

「その術、もちろん解除できるんだよな？」

「うん♪　あと30分くらいで自然に解けるよ～」

　その言葉に安心し、幼リアの頭を撫なでてやると、気持ちよさそうに目を細める。

　――うん、もちろん普ふ段だんのリアも可愛いけど、この姿もやっぱり可愛いな……。

「あの時はじっくり見れなかったけど――あはは、これが小さくなったリアなんだぁ」

「ふむ、話には聞いていたが、面おも白しろい術だな……。さすがは王女」

　イスカと親父もそう言いながら、微笑ましい目を幼リアに向ける。

「わふ？」「くぅ～ん？」

「――うん、私はリアだよ？　おいで～」

　この姿のリアを初見のフェルとリル。少し戸と惑まどった様子だったが、匂においで確信したのか、安心して近寄る。そして、その仔狼たちを嬉しそうに撫でる幼リア。

　――幼女と小動物。この組み合わせは……！

　可愛らしいモノが相乗効果を発揮し、見る者の心を問答無用で『ほわぁ～』っとさせる。――ありふれた言葉で言うなら『可愛いは正義』……！

「――ねぇねぇ、和希『おにいちゃん』？」

「――ッ!?」

　その単語を聞いた瞬間……背筋に電流が走った。

「……リア？　悪いけど――もう一度、お願いしていいかな？」

　思わず、おかわりを要よう請せい。……『妹萌え』のフェルを笑えないな、などとは思う。

　だが一人っ子の身に、可愛らしく『おにいちゃん』はクリティカル。

「うん、いいよ？　おにいちゃん♪」

　しかも――言っているのは、恋こい人びとであるリアなわけで。……なんだかもう、どんな頼み事も、命を懸かけて叶かなえてやろう。そんな気になるには十分過ぎ――

「な、なんだい……？」

　――俺とリアの間に娘むすめが生まれたら、俺は間ま違ちがいなく親バカになるな……。

　そんな確信と共に、自分でも『でれ～』っとしているのは自覚しながら、応こたえる。




「うん！　あのね？　――やはり、こういうのが好きなのか和希？」




「…………すいませんっしたあああああああああああッ!!」

　突然口調を元に戻もどしジト目で言うリアに、俺は無条件で土下座した。……人によっては『ご褒ほう美び』なのだろうが、幸か不幸か、俺にそんな高難易度の性せい癖へきは無い。

「え、えっと……リア？　精神の方は、大丈夫なの……？」

「うむ。精神退行無しで、姿を変えられないか試してみたのだ。――今までのは演技だ」

「なるほど、さすがは王女。――和希、俺は先に上がっているからな」

　そう言って、家に上がる親父。イスカもフェルとリルの足を拭ふいて、家に上がる。

「私も、お昼の準備を手伝ってくるね？」

　そう言って去って行き――玄関には、俺とリアの二人だけになった。

「――和希」
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　リアから『末インセパレイタ期ブ型ルバ カフッェプザルー』の発動申請。

　当然許可して発動すると、すぐにリアの瞳が青色に変わる。……嘘うそ発はつ見けん機きモード。

「……単刀直入に訊くが。――ロリコンか？」

「断じて違ちがいます。疚やましい気持ちは無く、純粋に『可愛い』と思っただけです」

　嘘、偽いつわりの無い本心。それはすぐに、リアにも伝わる。

「――そうか、良かった。本当に、それだけなのだな？」

「ああ、もちろん……あ」

　……他に、少しだけ考えた事があった。――それもすぐに、リアに伝わったらしく。

「……言え、和希。――他に何を考えた？」

　ジト目で訊いてくるリアに、俺は観念し……こっ恥ずかしい本心を告げる。




「――将来的に、こんな可愛い娘が欲しい。……そう思った」




「――ッ!?　そ、そうか。……疑って悪かった。……………………頑がん張ばる。将来的に」

「そ、そうか、ありがとう……」

　そう言って、お互たがいに視線を逸そらす俺たち。

　……仮の姿とはいえ。幼女とこんな会話を交かわすのは、犯罪チックな気がしたが。

　――あ、そうだ、っと。

　リアが視線をそらしている内に、先ほど玄げん関かん前まえで受け取った、大きな荷物を開かい封ふう。

「――ん？　どうした――それはっ……！」

　リアの目が輝かがやく。――そう。それは昨日買った、特大ヒヨコのぬいぐるみ。

「ああ、さっき届いたんだ。――じゃあリア？　改めて、俺からプレゼント。受け取ってもらえるかな？」

　そう言って、リアに渡す。幼い姿のリアは、なんとかそれを抱だきかかえ。

「――ありがとう、和希……」

　そう言って微笑むリアは、さっきまでの演技の笑顔より、断然可愛いと思った。







「それにしても――なんで突然、そんな術を？」

　あれから荷物を置きにそれぞれの自室へ行き、リアの幼女化が解けてから、二人でリビングにやって来た。

「…………特に意味は無い。思い立って、練習してみただけだ」

　明らかに怪あやしい。『元・邪気眼』を発動させて、見てみると――

　やはり『夢見がち王女』と『純情一途』が点滅中だった。

「――ギルティ。……言え、リア」

「……黙もく秘ひ権けんを行使させてもらう」

　どうやら本当に言いたくないらしい。

　――何か悪い秘密ではなさそうだし、無理に聞き出すのは止めるか。

　……そう思っていたのだが。フと、部屋の隅に母さんの裁縫箱があり、その上に紙が。

「――なんだコレ？」

「む？　……はッ!?　それは――!!」

　リアが止めるより早く、その紙に目を通す。

　――１４９・78・55・82、その下にも数字がいくつか――なんの数字だ？

「そ、それは見るなッ!!」

　そう言って、慌あわてて俺の手から紙を奪うリア。

「何だったんだ今の？　なんか数字がいろいろ書いてあったけど……？」

「ひ、秘密だ！　私のトップシークレットだ!!」

　もの凄すごく慌て、恥ずかしそうに言うリア。

「――実はねぇ。王女と紅音ちゃんに、お洋服作ってあげる事にしたのよ」

「洋服？」

「希さんッ!?」

　話に割り込んできた母さんが、事情を少し教えてくれた。

　――ん？　洋服を作る。という事は、さっきの数字は……？

「お身体の数字……？」

「ううぅ……」

　ぼそっと呟つぶやくと、頬を染めたリアが、恨めしそうに睨にらんでくる。

　……もしかして。身体測定をしたから、変身したくなった？　ということは――

「――あの術で、年上の姿にはなれるのか？　その……色々大きく」

「…………なれなかった。より小さくはできるが」

　やっぱり試したらしい。……そして無理だったらしい。

　とっても悲しそうな顔なので、話を変えましょう。

「――そ、それで、どんな服を作ってもらうんだ？」

「ん？　それは……すまない、それだけは絶対に秘密だ」

　今度は笑顔で『秘密』と言うリア。完成したら見せてくれる、という事だろうか？

　今回は、母さんも教える気は無さそうだし。――っと、そうだ。訊き忘れてた。

「それで、母さん？　聖せい剣けんと聖せい魔ま杖じようはどうなったんだ？」

「もちろん、作業は終わったわよ？　ただ、新しい魔ま宝ほう珠しゆと本体が馴染むのを待たなければいけないの。完成は――和希たちが明日、学校から帰ってくる頃ころには大だい丈じよう夫ぶね」

　――明日の放課後、か。

　それなら明日はそれを受け取って、ある程度の説明を受けてから、親父たちを見送り。

　明後日は祝日で休みだし、一日中新しい武器の練習が出来るか。

「あ、そうだイスカ。ブランシュネージュの事で、ちょっと思いついたんだけどさ」

「ん？　なに、和希？」

「あ、リアにもちょっと協力してもらいたい。出来るかどうか分からないし」

「ふむ、少し面白そうだな。協力させてもらおう」




　昼食後、イスカのブランシュネージュで少し実験。

　その実験が成功した事から、イスカとリアがノリノリで研究・実験を繰くり返かえした事で、練習・試し撃ちの相手である俺がボロボロにされたが……。有意義な一日を過ごした。




　　　　　◆　◆




　――その日の夕刻。三峰邸にて。

「――お母さん。話ってなに？」

「ええ。――これから話す事は、紅音ちゃんにとって、とても大事な話。だから――気が乗らないなら、きっぱり断ってくれて問題無いわ」

　母親に呼ばれ、気楽にやってきた紅音。

　しかし、予想外に真剣な顔の母親に、珍めずらしく狼狽うろたえた様子を見せる。

「……え、っと……。多分『向こう』関係なんだろうとは思うんだけど……何？」

　娘に無用な警戒をさせてしまい、苦笑いを浮うかべてから表情を緩める、紅音の母。

「――あら、ごめんなさい。大事な事ではあるけれど……紅音ちゃんにとって、悪い話では絶対にないから、安心して？」

「――うん。断れるって話だったしね。……それで、話って？」







四章　修羅場のような何か。ｔｈｅ ｓｃｅｎｅ ｏｆ ｃａｒｎａｇｅ







　二月十日、月曜日。学園にて。




　――午前中最後の授業が終わり、昼休みが始まる。

　授業から解放されると同時に、雑談を始める者や、購買や学食へ急ぐ者などの、雑多な喧けん噪そうが溢れ始める。

　と、そんなのはいつもの事。今日もいつもの風景が展開される、と思っていたが――

「じゃあ、さっさとお昼買ってくるねー」

「あ、紅あか音ね！　ちょっと待って!!」

「――ん？　何、イスカ？」

　紅音が購買に行くのは、いつもではないが、よくある事。だが……それをイスカが止めたのは、今までに無い事だった。




　ちなみに。昼食は、俺、リア、イスカ、紅音の四人は、いつも教室で一緒に食べる。ここに、たまに他のクラスメイトも混じって雑談しながら食べるのが、いつもの風景。

　倉くら橋はし家の三人は、余程の事が無い限り、いつも弁当持参。大たい抵ていはイスカが作ってくれるが、最近はリアが手伝う事もある。

　……余談だがこの前、他クラスの野や郎ろうから『五千円で売ってくれ！』と言われたが、当然『五万積まれても売らん！』と断った。多分、百万積まれても売らないと思う。

　一方で、紅音は弁当と購買が半々くらい。持ってくる弁当は、おばさんか紅音が『余よ裕ゆうがあったら作る』というスタンスらしい。




　で。今日の紅音は購買に行くところだった様だが――なぜか、それをイスカが止めた。

「……その。紅音、今日はお弁当、持ってきてないんだよね……？」

「え？　……うん、そうだけど――もしかして……？」




「――うん。……ちょっと今朝、オカズ作り過ぎちゃったから、紅音の分も作って来たんだ。……良かったら、食べてくれる……？」




　……お弁当未所持を確認された時点で、何を言われるか察し、しかも余計な事は言わないで、相手に言葉を促す。――さすがは紅音さん、マジ紳しん士し。

　そして。イスカは言葉こそ『余ったオカズでついでに作った』といった内容だが……その表情と仕草を見れば、誰だれもが心の中で『嘘だッ!!』と叫ぶはず。

「――あ、えっと……ありがとう、イスカ。ありがたく貰もらうね？」

「あ、うん……！　口に合うといいんだけど――」

「イスカの料理が美味しくないわけないよ♪　じゃ、一緒に食べよ？」

「うん♪」

　……付き合いたてのカップルの様な、甘酸っぱくむず痒い会話が展開された。

　だが俺とリアは、朝方にイスカが弁当を四つ作っていた時点で察していたため、敢あえて何も言わずに食事を進める。

　――それにしてもイスカ君？　炒め物などは分かるが……手作りミニハンバーグやタコさんウインナーなんかを、どうすれば『作り過ぎる』と？




　一昨日の事もあるため、俺とリアは自然に受け入れたが……やはり、周りの生徒たちにとっては衝撃の展開だったらしく。俺たち以外が一カ所に集まっていた。

　そして、その内の一人が、俺と視線を合わせてきて――




　親指で後ろを指し『クイッ』と動かす。　意訳『ちぃとツラぁ貸せや？』

　俺は頷いてから、リアに視線を向ける。　意訳『……あいよ。――リアは？』

　リアはそれに頷きを返し、立ち上がる。　意訳『――付き合う。では行こう』




　こんな無言の会話の結果、当の二人以外の教室に居た生徒、全員が集まった。

　彼かれらは、遅おくれて参加した俺とリアに、声を揃そろえて――




「「「「「「　どうしてこうなった!?　」」」」」




　……まぁ、彼らからしてみれば『一級品の男の娘に《正しい保健体育》を教えたら、休み明けには百合カップルが誕生していた』って感じか。

　……確かに、そのまんま某ポル○レフさんのテンプレを使えそうな状じよう況きようか。

「倉橋。まず言わせてくれ。――なぜ何も言わない『ツッコミ役』!?」

　俺を呼んだ奴も文句を言ってきた。――その気持ちも分かるが……。

「――俺は素す直なおに応おう援えんしているし、そもそもツッコめる空気じゃないからだが？」

「「「「「　………………　」」」」」

　納なつ得とくしてくれたらしく、全員が沈ちん黙もくした。

　――だって。あの初々しい空気に割って入って『なんでそない百合百合しいね～ん!!』とかツッコめる奴、居たら見てみたい。ソイツは絶対に友達居ないと思う。

「そりゃ、俺だってツッコミ入れたいぞ？　……だけどイスカは天然だし、そもそもツッコミ入れづらい」

　なにせ下手にツッコミ入れたら、キョトンとした顔で『え？』って言われ、解説を求められる。……そんな天性のツッコミ殺しを、どう攻めろと？

「……なるほど。しかし――『男』の意識が芽生えたかと思いきや、なぜに乙女おとめっぷりに磨きがかかる？」

「『恥じらいの理由』を知った事で『無む垢くな少女』が『乙女』に進化したんだろ？」

「……納得。女の子な性格から、意識改革は起きずに正統進化したわけね？」

　男子生徒の疑問に対して見解を示すと、大半から納得された。

　その俺たちの視線の先では、イスカと紅音が楽しそうに食事をしている。




「――あ。変わった味付けだけど、これ美味おいしいね！」

「それ、和かず希きのお母さんに教えてもらったんだよ。気に入ってもらえて良かった……♪　その……良かったら、また作ってこようか……？」

「――え？　いいの？　――あ、でも作ってもらってばかりは悪いよね……。じゃあさ？　お弁当、交代で作らない？　その方がお互いレパートリー増えるし！」

「――あ、いいねソレ！　楽しそう♪」




　……そんな光景を見ていた一同。何な故ぜか全員同時にその光景に背を向け、再び半円陣を組み、お話し合いを再開。

　今度は、俺が感じている違い和わ感かんを話す。

「俺としては、イスカより紅音の方がおかしいと思う。普段より少し、しおらしいと言うか……妙みように受け身じゃないか？　リア、心当たりは？」

「……無くはない。――だが、それを含ふくめても変化が劇的過ぎる気もする」

　紅音は昨日、昼前に家に帰った。そして、午前中にリアと行っていたのは――チョコ作り。……リアの『心当たり』、なんとなく察する事は出来た。

　だが。確かにそれだけでは、理由として弱い気がする。

「……紅音、躊躇ためらい無なくイスカの好意を受け入れてるし。俺だって、リアを自然に受け入れられる様になったの、婚こん約やく者しやだと発覚してから――ん……？」

「……む？」

　ここまで言ってから、フと、突拍子も無い発想が浮かんだ。

　それはリアも同じだったらしく、思わず同時に顔を見合わせる。

「……だけど、なぁ？」

「……うむ。――ありえない、だろう？」

　他の面々は、そんな俺たちを怪け訝げんな顔で見ていたが――その内の一人が口を開く。

「――このままじゃ埒が明かない。誰か、本人たちに突とつ撃げきＧＯ……！」

「あの空気に割り込めと!?　そんな特攻、誰にやれと？」

「ここは……二人に親しく、ツッコミ役の倉橋君、お願いします……！」

　……再び、こちらに火の粉が飛んできました。

「……あれにどうやって凸しろと？」

「そこら辺は、芸人根性で何とか……！」

「誰が芸人か。そもそも好きでツッコミやってるわけじゃないんだけど!?」

「そこを何とか……！　現状、他にツッコむ相手居ないんだし、一発――」

　……と、そんな時。『ダダダダダダッ』と、派手な足音が聞こえてきて――




「『ゲイ人に一発ツッコむ』って、何の話をしているんですかッ!?」




「「「「「　強力なボケが来ちゃったああああッ!!　」」」」」

　……トチ狂くるった腐担任が登場した混乱で、話はうやむやのまま終わるのだった。







　――放課後。

　イスカと紅音は、二人で夕食の買い物をして帰るらしい。ウチの親は夕食を食べてから帰るらしいので、紅音のおばさんも呼んで食事会、という事になった。




　そのため、俺とリアの二人で帰宅中。

「――しかし。どう見ても『付き合い始めて浮かれているカップル』にしか見えないんだよな……。あの二人、正式にくっついたわけじゃないんだろ？」

「そうだと思う。紅音の意思表明は、例のイベントでのはずだったからな……」

　――やっぱり、その手の話はしていたか。

　だけど、くっついていないのにあの状態。やはり、昨日までの二人とは違う。

「イスカか紅音、もしくはその両方に、何かあったと考えるべきだろうけど……」

「――うむ。あの様子から察するに、おそらく教えてはくれないだろうな」

　変化の度合いから、そう軽くはない何かが起きたはず。そして紅音なら、俺たちが察していることにも気付いているだろう。

　それなのに何も言わないという事は……言う気が無い、という事で。

「紅音の母上は、何か知っていそうだが？」

「あの人も口が堅いからな……。っていうか受け流すのが上う手まいんだ。他に知っていそうなのは――あ、そういえば……」

　……昨日の昼頃。親父はたしか、紅音のおばさんと話しに行っていたはず。

「親父たちなら、何か知ってるかも」

「和かず彦ひこ殿どのと希のぞみさんが？　……ふむ。訊いてみるか。全すべて話してくれるとは思えないが、ヒントか何かは聞けるかもしれない」

　リアの言うとおり、特に妙なサービス精神を発揮する事がある親父からなら、何か聞ける可能性は低くない。例えば、『いつ頃に明らかになるか』等。

　とりあえず、後は帰ってから――と、思っていたのだが。




「おお、和希に王女。いま帰りか？」

「わふっ♪」




　交差点で、フェルを連れた親父とバッタリ出会した。

「親父とフェル？　また珍しい組み合わせだな……。散歩か？」

「はっはっは、何を言う愚息。我々は厳しい訓練をしてきた所だ！」

「わふっ！」

　得意げに答える親父と、誇らしげなフェル。

「ふむ……随分とご機嫌だな、フェル？」

「わふわふっ♪」

　発言はスルーして、フェルを撫でるリア。嬉うれしそうに尻尾しつぽを振るフェル。

「……訓練？　なんで親父がフェルと？」

「いや、俺はフェルの親の戦い方を知っているからな。役に立つかと思って、少し仕込んでみたんだわ。――結果は上々。神しん狼ろうの技を覚えたみたいだぞ？」

「わん……！」

　親父の言葉に乗り、『凄いだろう！』と、誇らしげに鳴くフェル。

「へぇ……。何か、ステータスに変化は出たかな？」

　そう思って、『元・邪気眼』で、フェルのステータスを確かく認にん――

「………………」

「ん？　どうした和希。何か変化はあったのか？」

「ほぅ？　その魔眼、人以外のステータスも覗けるのか。――やっぱ面白いな」

　そういえば、親父には言っていなかったか。

　……それはともかく、とりあえずリアの質問に答えることにする。

「……能力が増えてる。『アウェイク』っていうヤツ。効果は――任意発動型で、体力と魔ま力りよくを消費して、身体能力大幅上昇……」

「ほぅ？　アウェイク……『覚かく醒せい』か。神狼本来の力に目覚め始めた、という事か？」

「わふっ！」

　……リアさん、微び妙みように違います。目覚め始めたのは、『神狼』ではなく『狼』です。

　　　　　◆　◆




【フェル】

階級クラス

　微ツンデレノーザンウルフ：氷系魔術効果上昇。水・氷耐性。

能力アビリテイ

　わんぱく仔狼リトルブレイブ：攻こう撃げき力りよく上じよう昇しよう。　敏びん捷しよう性せい上じよう昇しよう。

　妹萌えプリンセスガード　：守護対象が存在する場合、全能力上昇。

　男心の萌芽アウエイク：任意発動。体力・魔力を消費し、身体能力大幅上昇。

　　　　　◆　◆




　―― ど う し て こ う な っ た ？




「……親父。フェルと何をしていた……？」

「あ？　何って、訓練だが？」

「いや、その他に――例えば、どんな話をした？」

「あー。この仔、お相手に猛アタックされてるだろ？　だから『前向きに考えろ』、みたいな事は話したな」

　……覚醒アウエイクしたのが『狼』なら、この『男心』が意味するモノは――ぶっちゃけると『スケベ心』という事だろう。

　――『前向きに』で、目覚めさせる……？　何を話したクソ親父……!!

　……純じゆん粋すいなフェルを返せ。そして、イスカには言えない秘密が出来てしまった。

「……リルは？」

「あの仔は、ハニーが同じように鍛えているはずだ。そっちも期待していいと思うぞ？」

「……期待、ねぇ？」

　と、話している内に家に到とう着ちやく。玄関の鍵かぎを開けてから、自分たちの用件を思い出す。

　――イスカ関連の話だから、フェルが居ない所で話した方がいいか？

「――っと、親父。ちょっと話があるんだけど、いいか？」

「ん？　まぁいいが。――フェル君、ちょっと先に入っていなさい」

「わふっ」

　素直に、俺が開けた玄関から中に入るフェル。俺たちは、玄関前で話す事に。

　玄関が閉まってから、リアが口を開く。

「すまないな、和彦殿。――実は、紅音とイスカの様子がおかしいのだが……何か知らないだろうか？」

「紅音ちゃんとイスカ君？　……ああ、そういう事か。ええ、心当たりはあり――」

　やはり、何かを知っている様子の親父。……だが、それを言い切る前に。




『――わふッ!?　わうわうわうぅッ!!』




「「「 ――ッ!? 」」」

　家の中から、先に入ったフェルの尋じん常じようじゃない鳴き声。慌てて家に入ると――

「どうしたフェ――……は？」

「「 な……!? 」」

　――慌てて家に入ると、そこには大きな黒い狼がお座すわりしていて……フェルの首根っこをくわえ、ブラ下げていた。

「……わふわふ」

　そのまま『……タスケテ』と訴うつたえるフェル。――でも、暴れていない……？

　その黒い大狼は、お座りしていてなお、俺おれと同じくらいの高さに顔がある。――大きい姿のフェルより、一回り小さい程度か。……と、ここまで考え、やっとわかった。

「――もしかして、リルか……？」

「きゃんっ♪」

「わふッ!?」

　俺の問いかけに、楽しそうに答えたリル。

　口を開いたために落下したフェルが、慌てて体勢を整え、無事に着地する。

「……やはりリルか。これが、特訓の成果か？」

「きゃんっ。くぅ～ん♪」

「わ、わふっ!?」

　リアに肯定の声を返しながら、鼻先をフェルに擦こすり付つけるリル。

　どうやら、リルの方もしっかりと成果が出たらしい。親父や母さんがどんな教え方をしたかは知らないが、その手腕は流石さすがと言うべきか。

　心の中では素直に称賛しつつ、どんな変化があったか、リルのステータスも見てみる。

　　　　　◆　◆

【リル】

階級クラス

　ラテン気質サザンウルフ：炎系・強化系魔術効果上昇。炎えん熱ねつ耐たい性せい。

能力アビリテイ

　早くも小悪魔リトルプリンセス：守護者が存在する場合、魔術能力上昇。

　一途すぎイクシード・る想いアドバンス：気配察知能力・敏捷性・攻撃力上昇。全障害の貫通補正。

　兄好きサポート：守護者への強化・回復魔術効果上昇。

　重たい愛デイボーシヨン：任意発動。魔力の移譲。保有魔力を全消費し補助魔術効果激増。

　　　　　◆　◆




　――ど　う　し　て　こ　う　な　っ　た　あ　あ　あ　ッ　!?




　リルに『病み』の兆候が……！

　確実に、母さんの影えい響きようだろう。……『重たい愛』も怖いが、それより『一途すぎる想い』の効果に《気配察知》があるのが一番ヤバイ気がする。

「……………………」

「――和希？　和希、どうした？　……何を見た!?」

「…………悪い、ちょっと自分で見てみて。――ついでにフェルのも」

　説明する気力が無かったので、俺から『末インセパレイタ期ブ型ルバ カフッェプザルー』を発動。リアはすぐに受け入れ、俺の『元・邪気眼』を発動し――

「………………。……イスカに何と言えばいいのだろうな……？」

「……言わない方がいいんじゃないか？」

　諦あきらめの境地で、そんな事を言う俺とリア。

「うふふっ。リルちゃん、頑張ったのよ？ 『はやく大きくなるんだ』って。ね？」

「きゃんっ♪」

「……わふッ!?」

『がんばりましたっ♪』と、得意げに鳴くリル。

　それに対して、なぜか『ぎくり』といった反応をするフェル。

「あらあら？　――フェルくん？　約束通り、リルちゃんに教えてあげてね？」

「わ、わうぅ……」

　――『大きくなる』に、『教える』……？　まさか……。

「……フェル？　まさか例の保健体育、まだ教えてなかったのか……？」

「……わふわふ」

「それでまさか……『大きくなったら教える』とかいう、ベタなその場凌ぎを……？」

「――わうわうぅ……」

　困り果てた顔で『どうしよぅ……』とか言われましても。

　一いつ瞬しゆん、『男心が芽生えているなら、この状況はご褒美なんじゃ？』なんて思ったが……中ちゆう途と半はん端ぱに男心があるからこそ、余計に教えるのが恥ずかしいのだろう。

「だけどまぁ、約束したなら仕方ない。――腹をくくれ、フェル」

「わうぅ……！」

　思い切り狼狽えているフェルを見て、リルは『どうしたんだろう？』と、可愛かわいく首を傾かしげている。……少しは、助け船を出した方がいいか。

「――親おや父じ。ネットで動物の動画、見せてやってくれないか？　わかってるだろうけど、『そういうシーン』のヤツ」

「ま、それが無難だな。――あいよ」

「わふ……♪」

　俺が親父に頼たのむと、フェルが感謝の眼まな差ざしを向けてくる。……だが、それはまだ早い。

「フェル、お前も一いつ緒しよに見るんだぞ？　で、解説役。――いいな？」

「わふッ!?　……わうぅ」

「はっはっは、話はまとまったな？　じゃあ行こ――その前にリルちゃん、元に戻って」

「きゃんっ♪」

　そうして仔犬の姿に戻もどったリルと、フェルを連れ、親父は書しよ斎さいに向かって行った。

「……なあ和希？　少し思うのだが……」

「……どうしました、リアさん？」

「フェルが保健体育を教えなければいけなくなったのは、和希のせいではなかったか？」

「はい、そうです。……当人には言わないでくださいね？」

　……当人はソレに気付いていないんで、時効までこのまま忘れててもらう予定です。

「あらあら、うふふ♪　――ところで二人とも、少しいいかしら？　渡わたしたい物があるのだけれど……？」

　後半は思いの外真ま面じ目めな顔で、そう言う母さん。――渡す物、というと……。

「「 ……………… 」」

　俺とリアは顔を見合わせてから、揃って頷いた。







「――さぁ、手に取ってみて」

　倉橋家、地下室。その奥おくの壁かべ際ぎわに、複雑な模様が刻まれた台座が二つ。

　その台座に固定具で設置されていたものこそ――『聖剣』と、『聖魔杖』。




　俺の『聖剣ルーナ・メリディエス』は、外見の変化は無い様に見える。

　だが、魔宝珠が交こう換かんされた聖剣は、本来の能力が戻った事を喜ぶ様に、全体から淡あわい水色の光を放ち、その秘めたる絶大な力を誇示している。




　リアの『聖魔杖アルブム・ノクス』。以前は上部に球体状の魔宝珠がはめ込まれていたが、付け替えられた魔宝珠は、宝石の様なカッティングが施された多角形。

　大きさ自体は以前の魔宝珠の方が大きかったが、カッティングによる光の屈折率のせいか、それとも単純に性能のせいか、以前よりも強い輝きを放っている。




　固定具を外した母さんが勧すすめるまま、俺とリアは、それぞれの武器に手を伸のばす。

「「 ――ッ!?　くっ……!! 」」

　――手にした瞬しゆん間かん、『どくんっ』と脈打つように光を強めた聖剣と聖魔杖から、膨大な魔力が俺とリアに流れ込む。

　怯みながらも、気を取り直して掴み直し、台座から持ち上げると。

「――どうかしら？」

　真の力を取り戻した聖剣と聖魔杖を構えた、俺とリア。

　それを見ながら、母さんが楽しそうに訊きいてくる。

「……前より、持っててシックリくる。――でもそれより、この感覚は……」

「和希も、か……？　この感覚――私の魔力と武器が共鳴している……？」

　力が湧いてくる――いや、自分の鼓動と武器の鳴動が合わさり、それと共に力が、魔力が増ぞう幅ふくされていく。

　俺とリアは顔を見合わせ――頷き合ってから、戸と惑まどいと僅わずかな確信をもって、己おのれのステータスを確認する。

「…………和希も、か？」

「――ああ。リアも、だな」

「あらあら？　どうしたの二人とも？」

　聖剣と聖魔杖を持ったまま、複雑な心境で苦笑いを浮かべ合う。

　そんな俺たちに、母さんが怪訝そうに訊いてきた。




「――どうやら私も和希も、階級進化クラスアツプした様なので、な」




　……そう。俺とリア、二人の階級クラスが、より強力なものに変化していた。







[image: ]







　予期せず大きな力が手に入り、その反面戸惑いも大きい。

　だけど――新たな武器、新たな能力。そして……リアと一緒なら。どんな相手にも負ける事は無い。そう、心から思えた。




「まぁ、おめでとう二人とも♪　――じゃあ早さつ速そく、その武器と能力を試ためしてみない？」




「「 …………は？ 」」

　いつもの笑え顔がおで、俺たちを祝福した母さん。その表情は一いつ切さい変わらないまま――なぜかセリフの後半、俺は背筋に寒気を覚え始め――

　次の瞬間。母さんの両手に、黒光りする鉄の塊が出現した。

「……母さん？　俺の知識が確かなら――その銃、『デザートイーグル』……？」

「あら、よく知ってるわね？　さすが男の子♪」

　……本来なら両手で使用すべき、大口径の拳けん銃じゆう。それを両手に一丁ずつ――二丁拳銃スタイルで持ち、相変わらず楽しそうにニコニコ笑顔の、我が母。

「…………希さん？　そんな物ぶつ騒そうなモノで、何をすると……？」

「――せっかく新しい力が手に入ったんだから、早速実戦で使って、早く慣れたらどうかしら、って♪　武器の性能は、戦いながら説明するわね？」

　……相変わらず、楽しそうにそう言う母。

　気がつくと……この地下室全体に、非殺結界が張られていた。――いつの間に魔道具を展開したのだろうか……？

「……リア、逃にげられそうにない。――全力で行こう」

「――ああ。非殺結界の中とはいえ……気を抜くと地獄を見る事になりそうだ」

　決死の覚かく悟ごで戦いに臨む、俺とリア。その一方で。

「うふふっ、準備はいいかしら？　では――」

　……両手に銃を持った死神が、楽しそうな笑顔で動きだした――




　　　　　◆　◆




「――え？　二人とも階級進化クラスアツプしたの!?　おめでとう！」

　現在、食事中。予定どおり紅音のおばさんも呼んで、我が家で夕食会が開かれている。




　笑う死神――もとい、母さんとの一戦から戻ると、イスカと紅音が料理中だった。

　俺とリアは急ぎシャワーで汗あせを流し、身み支じ度たくを整えた所で、ちょうど夕食の支し度たくが終わり、そのまま食卓に着いて今に至る。

　……言っておくが。別にリアと一緒にシャワー浴びたわけではないので、念のため。




「「 …………ありがとう 」」

　俺とリアが新たな力を得た事を、純粋な笑顔で祝福してくれたイスカ。

　それに対して俺とリアは、凄すごく微妙な表情で応こたえた。

「ん？　どしたの？　あんま嬉しくなさそうだけど」

「……まぁ、強くなれたのは嬉しいんだけどさ。……上には上が居る、ってのを思い知らされちゃってさ……」

「――うむ。あれは、な……」

　紅音の疑問に答えながら、先程の戦いを思い出す。

　結果から言えば――負けはしなかった。しかも新しく手に入れた力、聖せい剣けんと聖せい魔ま杖じようの本来の能力や、新しい『階級』の効果も、かなり使い熟せる様になった。

　――だから、目的は十二分に果たせたと言えるのだが……。

「あれは、『上手くあしらわれた』って言うよな……？」

「……うむ。負けない様にするのが精一杯だったからな……」

　俺が前衛で時間を稼ぎ、リアがダース単位の魔術弾を全方位から叩たたき込こんだが――俺の攻こう撃げきを避よける片手間に、両手の拳銃で全弾撃ち落とされた。

　――装填弾数超えてたと思うんだけど、いつのまにリロードしたんだろう……？

　物理攻撃は尽く回かい避ひされ、合体技として撃った大出力の広こう範はん囲い魔ま術じゆつも、変な光学兵器っぽいのでアッサリ相殺された。……あの能力、ほとんど反則だと思う。

「あらあら？　和希も王女も、あれだけやれれば十分よ？　私が優勢だったのは、相あい性しようと経験の差だもの」

「はっはっは！　ハニーにそこまで言わせるとは、中々じゃないか和希！」

「うふふっ、私たちの子だもの♪」

「あっはっは、それもそうだね、マイ・ハニー!!」

　……相変わらずの、痛々しいバカップルモードが始まりました。

　ともかく。……言われた事を信じるならば、及第点以上はもらえたらしい。――まぁ相手が化け物だっただけで、俺たちもかなりエグイ攻撃してたし……。

「そ、それで、二人はどんな『階級クラス』になったの？」

　どうやら気を遣つかって、話を変えようとしてくれているイスカ。

「ん？　あ、言ってなかったな。俺が『ブレイブ オブ ルナライト』で――」

「――私が『プリンセス オブ ホワイトナイト』となった」

「へぇ『月光の勇者』と『白夜の姫』、か……。聖剣と聖魔杖の名前が、そのまま移った感じなんだ？」

　紅音が言った通り、『聖剣ルーナ・メリディエス』は『真昼の月』、『聖魔杖アルブム・ノクス』は、『白い夜』を意味する。確かに、大きく影響を受けたと言えるだろう。

　――だけど、やっぱり『元・邪気眼』で見ると……特に俺のは残念で。

　　　　　◆　◆

【倉橋　和希】

階級クラス

　色ブレイブ ボオブケ ル勇ナラ者イト：任意発動で全能力上昇。戦闘時、追加上昇（保有魔力量に比例）。

能力アビリテイ

　元・邪エンシエント 気眼トウルーアイズ：特殊形式による対象の性質看破。

　舌先三寸サウザンドワーズ：魔術効果上昇。

　ツッコミジヤツジ オブ の嗅覚ザ モーメント：動体視力増強。使用魔術の緊きん急きゆう制せい御ぎよ。

　末期型バインセパレイタカップルブル フェザー：特定対象と全ステータス効果・魔力・視覚共有。意思伝達可能。

　　　　　◆　◆

【リアーナ・イルム・ルアリア】

階級クラス

　不滅のプリンセス オ純情姫ブ ホワイトナイト：特殊系以外の全魔術使用可能。戦闘時、補助魔術永続。

能力アビリテイ

　恋人至プライマルワー上主義ズ・リミテツド：全魔術大幅強化。敵魔術の弱体化。詠唱効果増大。支配魔力の増幅。

　純情一途ペネトレイシヨン：使用魔術による全防御・障害の貫通補正。

　耳年増エルダーワイズマン　：敵性魔術の認にん識しき・分析可能。使用魔術効果上昇。

　末期型バインセパレイタカップルブル フェザー：特定対象と全ステータス効果・魔力・視覚共有。意思伝達可能。

　　　　　◆　◆

　たしか『ルナ』って、『月の女め神がみ』と、『精神的な悪影響』っぽい意味が。

　――だから『ムーンライト』じゃなくて『ルナライト』で『色ボケ』か。

『色ボケ』については――言われて反論出来ない程度には……自覚あります。




「フェルとリルも新しい能力身に付けたみたいだし、私も負けていられないね……！」

　そう言う、気合いが入ったらしいイスカ。

　胸の前で『むんっ』と拳を握る仕草は……むしろとても可愛らしいが。

「……ふむ、そうだな」

「――あれ、なんだか上の空だね、リア？」

　紅音の指し摘てきのとおり、どうやら何か考え事をしていたらしく、気の無い返事のリア。

「む？　――ああ、すまない。……いや。私としては、こちらの腕の方も磨きたい。――そう考えていた所だったのだ」

　そう言ってリアは、イスカが作ったおかずを載せた小皿を軽く持ち上げる。

「……なるほど。だけどリアも、もう十分に『料理が出来る』って言えるレベルだろ？」

　別にお世辞じゃなく、本心からそう思っているのだが。

「……和希にそう言ってもらえるのは、素直に嬉しい。だが実際は手て際ぎわや経験の面で、イスカや紅音、おそらく和希にも一枚劣る。――焦る気は無いが、いつか追いつきたい」

　と、そんな向上心溢あふれるリアの言葉に、奥様二名が話に加わる。

「あらあら。皆みなそこそこ年季が入っているから、追いつくのは大変よ？　ウチの和希はともかく、特にイスカくんは別格の様だし」

「そうねぇ。ウチの紅音ちゃんも十分な腕だけど……イスカちゃんは、どこにお嫁に行っても恥はずかしくない技量ねぇ。――イスカちゃん？　いつお嫁に来てもいいからね？」

「あははっ！　やだなぁおばさま、私は男ですよ？　ご冗じよう談だんを♪」

　紅音のおばさんの言葉に、笑って返したイスカだが……。




　――多分、完全に本気だろうなぁ。……二重の意味で。




　おそらく同意見なのであろう紅音が、少し紅あかい顔で、話を変えようと口を開く。

「え、えーっと……イスカって、家事全般はお母さんから習ったの？」

「うん！　私のお母さん、嫁いできてから必死に努力したらしくて。私もまだ勝てないよ。――そういえば。家事中のお母さんの口癖で、意味がわからなかった言葉が」

「へぇ……心得とか目標とかかな？　なんて言ってたの？」

　言った紅音を始め、女じよ性せい陣じんが興味を示す。家事の達人の言葉なら、確かに気になる。




「『あのシュウトメ、いつかナカス』って。どういう意味だろう？」




「「「「「　………………　」」」」」

　どうやらイスカのお母さんは、とても苦労してきた人らしい。

　――イスカのお母さん、安心してください。今のイスカは、大たい抵ていの姑なら十分に泣かせるレベルの力量です。




　夕食後。向こうの世界に戻る親おや父じたちを見送る事に。

「はっはっは、相変わらず楽しくやっている様で、安心した」

「……まぁ、確かに退屈だけはしそうにないな」

　愉快そうに話す親父に、苦く笑しようしながら返す。

「――王女、イスカくん？　ウチの子に良くしてくれてありがとう。これからも、よろしくお願いします」

「私こそ、和希には良くしてもらっている。――希さん。こちらこそ、末永くよろしくお願いしたい」

「和希は友人で、恩人です。これからも助け合っていきたいです。よろしくお願いいたします、和希のお母さん」

　母さんの言葉にそう返す、リアとイスカ。嬉しいが……それ以上に気き恥はずかしい。

　気まずくて顔を逸そらしている俺に向けられる眼差しが……無性にむず痒かった。

「――んじゃ、しばらくドタバタしそうだが、来月末くらいにはまた戻るわ」

「あいよ。せいぜい寝首掻かれない様に気を付けろよ、親父」

「はっはっは！　俺を誰だれだと思っている？」

「じゃあ、母さんから【パニッシュメント】くらわない様に気を付けろよ？」

「…………全力で善処する」

　全力の本気顔で誓う親父。……多分、一度や二度はくらうと思う。

「あらあら、大だい丈じよう夫ぶよ？　――大ケガしても、すぐに治るんだから」

「…………ハニー？　すぐに治っても、アレは本当に痛いんだよ……？」

　仮にも『絶対攻撃』をくらって『痛い』で済んでいる以上、まだ余よ裕ゆうありそうか。

「――和彦さん、希さん。『あの件』、よろしくお願いいたします」

「うふふっ♪　はい、確かに承りました。見たところ、心配は無さそうですが」

　紅音のおばさんが母さんと、そんな言葉を交かわしていた。

　俺とリアは『もしかして？』といった視線を交わし、チラリと紅音を見ると――当たっている事を証明する様に、少し頬ほおに朱がさしていて。




「じゃ、そろそろ行くわ。またな！」




　そう言って親父達は、再び異世界へと向かった。

「おばさん？　さっき言ってた『あの件』って、何のことです？」

　思い切ってそう訊いてみると、おばさんは少し考える様な仕草を見せてから。

「――うん。今は内緒っていう事で。でも、近い内に分かると思うわよ♪」

　楽しそうに言うおばさん。知らん顔している紅音。首を傾げているイスカ。

　――やはり紅音は知っているが、イスカは知らない、という所か。

　これ以上聞き出すのは無理っぽいので、大人しく『近い内』を待つ事にしよう。







　――その後、日付がもう少しで変わる時刻。

　俺は枕を持ってリアの部屋の前に立ち、『コンコン』と、ノックを２回。




『――開いている。……待っていた』




　返事を聞いてから扉とびらを開け、中に入る。リアは――ベッドの上に座っていた。

　その腕の中には、この前プレゼントした、ヒヨコのぬいぐるみが。

「それ、気に入ってくれたみたいだな」

「――ああ、もちろん。可愛いし、抱き心地も良い。……それと何より、和希からの贈おくり物ものだからな。……心地好いし、嬉しい。大切にしないわけがないだろう？」

　頬を染めながらも、真まっ直すぐにこちらを見て言うリア。……いつもとは逆に、俺がどぎまぎと、視線を逸らすハメに。

　……おかしい。もう何回も一緒に寝ねているのに、今夜は部屋に入る時から、妙みように落ち着かない。




　今夜は十日、つまり偶数日の夜。……本来なら、一緒に寝る日ではない。

　だが、昨夜は親父たちが居たため、一緒に寝るのは止やめた。その振り替えとして今夜、というわけで。……紅音に知られたら、確実にまた呆れられるとは思う。

　そして――夕食後にリアが『たまには私の部屋でにしないか？』と言い出した。

　断る理由が無かったので、今夜はリアの部屋で寝る事になったのだが……。




「――ん？　何をしているのだ和希？」

「へ？　――あ、いや。何でもない……」

　俺が戸惑っている間に、リアはすでに布ふ団とんの中にいた。俺も入ろうとして――

「………………」

「――どうした和希？」

　動きを止めた俺に、リアが訊いてきた。

　だが、その声と表情は――微笑ほほえましいものを見る様な、柔やわらかい笑えみ。――完全に見透かされている、か。

　……余計に気恥ずかしくなったため、意を決して掛け布団の中に入る。

「――ッ!?」

　俺を迎え入れたリアの優やさしい笑みが間近にあり、またも心が乱される。

　ここでやっと、落ち着かない理由を認める事が出来た。

「……立場変わるだけで、こんな恥ずかしいんだな」

　――求める結果は同じなのに、他人の寝床に入るのが、こんなに恥ずかしいとは……。

　いっそ勢い任せで押し倒しちゃう方が、よっぽど楽なきがする。……やらないけど。

「ふふっ、いつもの私の気持ち、少しは分かったか？」

「――分かった。……アウェーにノーガードで入るんだもんな……」

　寝れるかどうか心配するレベルで、心拍数がヤバイ。そういえばリアも、最初は緊きん張ちようして身を堅くしていたか。……何か悔くやしい。

「――と、ところで、あのヒヨコには名前は付けたのか？」

　我ながら少し苦しいが、気分を落ち着かせるためにも、少し強ごう引いんに会話を始める。

「ん？　いや、特につけてはいないが」

「――そうなのか？　ぬいぐるみ好きは、大きいのには名前を付けるって印象が……」

　……というか。リアなら名前を付けた上、話しかけていてもおかしくない、などと。

「……ふむ。それならば『カズキ』と名付けようか？　そうすれば、一人寝の夜も『カズキ』を抱だいて眠れるからな？」

「ッ!?　……まったく、今夜は妙に余裕があるな？」

「――ふふ、そうだな。なにか――楽しい。――なあ和希……？」

「……ん？　どうした？」

　応えると――俺の腕を抱き、身を寄せてくる。そして、少し潤うるんだ瞳ひとみを向けてきて。

「……楽しいな、和希。――楽しくて……楽しくて、嬉うれしい」

　そう言って……幸せそうな笑みを向けてくれる。

「――リア」

　俺は、そんな愛しい恋人の名を呼び、顔を近づけ――

「……ん」

　リアも応えてくれて――唇くちびるが合わさる。




「――ふふふっ」

「ん？　どうしたんだ？」

　唇を離し、少しすると、リアが小さく笑い声をこぼした。

「――いや、少し考えてしまったのだ。……紅音とイスカは、どうなるのだろう、と」

「ああ、そういう事か。――本当に、どういうカップルになるんだろうな……？」

　現状で、すでにバカップルの片鱗が見え始めている二人。だけど多分、俺たちとは違ちがって開き直る事は無いだろう。……特にイスカは。

　俺もリアも、あの二人がくっつくのは、もう間違い無いと思っている。

　それと……自分たちが幸せだからだろうか。あの二人が結ばれて幸せに笑う未来を、心から楽しみだと思う。

　――明日は祝日だ。……また、四人で遊びに行くのもいいかな？




　そんな事を考えていた俺だが――予定は完全に崩れる事になる。




　二月十一日、祝日。

　この日――イスカは『体調が悪い』と言い。

　ほとんど一日中部屋に閉じこもり、俺たちの前に姿を現さなかった――




　　　　　◆　◆




　二月十二日、朝。




「っと、おはよう和希、リア！　……イスカは大丈夫？」




　俺とリアが玄げん関かんから出ると、外で待っていたらしい紅音が声を掛けてきた。

「……ああ、おはよう紅音」

「……おはよ、紅音。イスカは……まぁ、今日は学園行くとは言ってるけど、な」

　歯切れ悪く言う俺と、あまり良くない表情のリアを見て、紅音も顔を曇らせる。

「――具合、あんまり良くないの？」

「いや、身体に異常は無い。それは簡易的にだが、私が術で調べた」

　リアの言葉に『――じゃあ何が……？』そう訊く前に、玄関が開き。

「……お待たせ、和希、リア。ごめん――――……紅音？」

「……イスカ？」

　玄関から出てきたイスカは……もう、見るからに『悩み事を抱かかえています』と主張しているかの様に、弱り切っていた。

　……普ふ通つうなら『わざとらしい』と思うレベルだが、イスカに限ってそれは無いし、そしてなぜか、全く押しつけがましく見えないという不思議現象。

「う、うん……おはよう、イスカ。……大丈夫？」

「……おはよ、紅音。…………うん、大丈夫だから気にしないで」

　顔を逸らしてそう答えるイスカを見て、俺おれとリアは『……え？』と、顔を見合わせる。

「そ、そっか……。――うん、無理はしないでね……？」

「――うん。……じゃあ、行こうか？」

　そう言って、歩きだすイスカ。俺とリアは、再び顔を見合わせる。

　……どう見ても、紅音を見たイスカの表情が、更さらに曇った。

　そして、それに気付かない紅音ではなく。多分、俺たち以上に困こん惑わくしている様子。

　――紅音を避けてる……？　でも紅音も心当たりが無いみたい、だよな……？







　昼休み。クラスの連中が一カ所に集まり。

「「「「「　どうしてこうなった？　」」」」」

　相変わらず変態的なシンクロ具合を見せる皆だが……俺にもわからないわけで。

　イスカの弱りっぷりと、紅音を避けている事は、誰の目から見ても明らかだった。

　現在、イスカの姿は無い。昼休みが始まると同時に、何処かに行ってしまった。

　紅音と交代で弁当を作る約束をしていたイスカだが、昨日は祝日で、更にイスカが引き籠もっていたために、打ち合わせ出来なかったらしい。

　……その打ち合わせを回避するために逃げた、というのは考え過ぎだろうか？

「……ごめん、私も本当に心当たりが無い。和希、リア。何か変わった事はなかった？」

　紅音が、本当に切実な様子で訊いてくる。だが、本当に心当たりが無い。

「何かあったとしたら、一昨日夜から昨日の朝にかけて、だと思うのだが……」

「……ああ。俺が起きてきたときには、すでにおかしかったから」

　リアの言葉に、俺も同意。寝る前は大丈夫だったのも、確かく認にんしている。

「夜から朝、か」「……夜から始まり朝、か」「百合カップルが夜、か」

　男子数名が、そんな事を呟き始め。一いつ斉せいに紅音を見て――




「「「「「 ……三みつ峰みね。お前イスカに夜這―― 」」」」」

「 言 わ せ な い よ !? 」




　全すべて言い終わる前に、顔を紅くした紅音が割り込む。

「――む。そういえば和希。私も朧気で、心当たりと言える程ではないのだが……昨日の朝方、電話が鳴らなかったか？」

「……へ？　……鳴ったっけ？」

　記き憶おくを掘り起こす。……覚えてはいない。だが昨日の朝は、目覚ましをセットしていなかったのに、俺とリアが目を覚ましたのは、ほぼ同時だった。

　――もしかして、その電話で起きたのか？

「……電話？　……ねぇ和希、リア。イスカのご家族から連れん絡らくが来る場合、電話？」

「ん？　ああ。親父経由らしいけど、電話で来るな」

　紅音に答えてから、何か家族関係の悪い知らせでも来たか、そう思ったが……それだとやはり、紅音を避ける理由がわからない。……しかし。

「………………」

　それを訊いた紅音は……暗い顔で、何かを考え出した様子だった――







　放課後。

　早々に教室を出ようとするイスカを捕まえ、何とか一緒に帰る事に――したのだが。

「「「「 ……………… 」」」」

　会話が無い。……気まずい事この上無い。

　最初はいろいろ話題を振っていたのだが、イスカは俯うつむいて生返事。紅音も何か考え事をしているらしく、上の空になっていたり。

　俺とリアだけで話しているわけにもいかず、『さぁ、どうしたものか……？』と考えていると。

「……ね、ねぇイスカ？　私、何かしたかな？」

　紅音が、直球で切り出した。俺とリアも足を止め、見守る。

「…………ううん。紅音は悪くない。――紅音には関係ない」

「ッ。そ、そっか。……じゃあ、お願いがあるんだけど――」

　イスカの拒絶とも取れる発言に、一瞬ひるんだ様子の紅音。

　だけど、ここで退けないと覚悟を決めたらしい。強い眼差しでイスカを見据え。




「――今度のバレンタインのイベント、一緒に――」

「ごめん、断るよ」




「「 イスカ!? 」」

　紅音の、覚悟を決めて放った言葉。それを言い切る事すらさせず、即そく座ざに切って捨てたイスカに、思わず声を上げる俺とリア。

　――何があったか知らないが、断るにしてもコレは無い。

「ごめん、先に帰るよ。――話す事は何も無いから」

「 ！　イスカ、お前――!?」

　帰路を一人で駆けだしたイスカ。咄嗟に追おうとしたが、手を引かれて止められる。

「――紅音!?　なんで……！　お前、今のでいいのかよ!?」

　俺を止めたのは、当の紅音。俺が文句を言うと、困った様な表情で。

「あ、あははは……。仕方ないよ。振られちゃった、って事なんだから。ね？」

　そう言い、諦あきらめた様に誤ご魔ま化かし笑いをする紅音。――コイツのこんな顔、初めて見た。

　――わけがわからない。……イスカの態度もだが、紅音がこんなに物わかりが良くなっていることも。

　……絶対に、何かがおかしい。このままで納なつ得とくできるわけがなかった。

「――リア。紅音を頼たのんだ。少し時間潰して、ゆっくり帰ってきてくれ」

「心得た。――頼んだ、和希」

　その言葉に頷き、俺も急いでその場を後にした――




　紅音はリアに任せて帰宅。真っ直ぐに、イスカが使っている部屋へ。

「……わふ」「……くぅ～ん」

　入口には、心配そうな顔をしたフェルとリル。俺は二匹に、頭を撫なでながら言う。

「――出来る限りの事はする。……だから、俺に任せてくれないか？」

「――わふっ」「――くぅん」

　……任せてくれるらしい。

　最後に一撫でして手を離はなすと、一度、俺に視線を送ってから去っていく二匹。

「――さて、っと。……イスカ、居るな？」

　声を掛けるが、当然の如く返事は無い。ならば――時間が勿もつ体たいない。突入する。

　問答無用で扉を開けて中に入り、イスカを捜すと――

「……イスカ。何やってるんだ？」

「和希……。……ごめん、放っておいて」

　部屋の隅すみで、膝を抱えてうずくまっているイスカ。

　その……いかにも『落ち込んでます』と主張する姿に、俺の中にイラ立ちが募る。

　だから――考えていた事を実行する。




「――イスカ、俺と戦え」




「…………？」

　初めて顔を上げたイスカ。その顔を見据え、無表情で言葉を続ける。

「……非殺結界は張るが、真しん剣けん使っての全力勝負。――俺が勝ったら、事情を吐け」

「…………」

　しばらく無言で俺を見上げていたイスカだが、再び視線を落とし。

「……断るよ。私にメリット無いし」

　予想はしていたが……アッサリ断ってきた。

　だから俺は、自分のウサ晴らしも兼かねて、イスカを怒おこらせる事にする。

　……鍵かぎは、やはり紅音。だが紅音の悪口を言っても意味が無い。だから、こう言う。




「――まぁ、やっぱりその程度だよな？」




「…………え？」

「いや別に？　ただ所詮、『気の合う子が居たから、ちょっと仲良くなりたいなー』程度だったって事なんだろ、紅音との事は？」

　相手を、ではなく。相手を想う気持ちを侮辱する。

　相手への想おもいが真剣であればあるほど、ダメージは大きくなる。……正直、俺が最も言われたくない言葉を使わせてもらった。

「で、どうだ？　俺が知る限り、紅音が本気で告白したのは初めてだぞ？　満足か？」

「………………」

　――効いてるな。……トドメ刺すか。




「人の幼おさな馴な染じみをもてあそんだ気持ちはどう――」

「黙れ」




　言葉が遮られる。見ると――暗い瞳で睨にらみつけてきているイスカ。

「……そう思われても仕方がないって事は、分かってるよ。――でも、これ以上は許さない。……いいよ、和希。その挑発に乗ってあげるよ。――ただ、覚悟しろ」

「――上等だ。今のお前の馬鹿さ加減、その身に教えてやる」

　そう言い、俺たちは訓練に使っている地下室へ向かう。

　――さっきの俺の暴言、罪悪感はある。悪かったと本気で思う。だけど……謝らない。

　紅音は大切な親友。それを傷つけられて怒っているのは、本当なのだから。




　地下室に到とう着ちやくし、親おや父じからもらった魔道具で非殺結界を発動。

　正常に展開されたのを確認してから――

「――じゃあ始めようか。この後事情を聞かなくちゃいけないんだ。早く終わらせたい」

　そう言って聖剣を構えると――正面のイスカも、俺を睨みながら天剣を構える。

「――リアを呼んで、インセパレイタブルフェザーは使わないの？」

「ああ。あれは俺だけの力ってわけじゃないし。それに……悪いけど、今のイスカなら使う必要があるとは思えない」

「…………言ってくれるね」

　口調こそ静かなままだが、表情と気配に暗いものが混ざる。

　――本当に、調子が悪いんだな、イスカ。身体ではなく、心の方が。

　本来のイスカなら、この程度の挑発でイラ立ったりはしない。

「その余裕、すぐに消してあげるよ……！」

「んな事言ってる内は無理だよ!!」

　言葉と共に剣をその場で二閃。その後に正面から強襲を仕掛けてくる。

　俺の言葉は、その迎撃と共に。

　イスカの剣撃を弾く。同時に側面へ回り込み一いち撃げき――は止めバックステップ。

　直後、俺が居た場所を二本の光の刃やいばが通過する。――最初の素振り二閃、その際に作った魔力刃を飛ばしての攻撃。

　距きよ離りを取った俺に、イスカの追つい撃げき。横薙ぎの一閃を更に後方に飛んで回避――の直後、聖剣を縦に一閃。イスカが発生させたばかりの魔力刃を叩き折る。

「――余裕を見せるだけはあるね……やっぱり普通にやったんじゃ効かないか」

「……んな事言ってる内は、何やっても効かないさ」

　俺の言葉は無視されるが――イラ立ちは加算されたのが手に取るようにわかる。

　――無理なんだよ、俺の余裕を消すなんて。だって、そんなの全く無いんだから。

　たとえ不調でも、冷静じゃなくても。イスカ相手に余裕が持てるはずなど無い。

　ただの虚勢。そして挑発。……普ふ段だんのイスカなら、間違いなく受け流すはずのもの。

　……冷静さの無い今のイスカに、『その剣』は使いこなせない。

「――行きます」

　イスカの速度が上がる。――自己強化魔術。その速度を用いた高速の一撃を、俺は足を止めて迎え撃つ。




　ブランシュネージュの魔力刃は『刃が通過した場所』に『後で』発生させる。

　つまり、受け止められた攻撃の軌跡には、発生させる事が出来ない。

　だから余計な刃を作らせないためには、回避より防御が有効。




　こちらの狙いを悟さとったのか、『ならば』と、高速で一撃離脱を繰り返すイスカ。

　一撃毎に狙いを変え、反撃をし難にくい角度・方向から攻めてくる。それは差し詰め、全方位から圧力を掛け、一カ所に押し留めようとしている様で。

　そして――イスカが大きく離脱する。その直後、俺を囲むように無数の光の刃が。

　離脱中に幾度も剣を振り、刃の軌跡を残していた。それを一斉起動させたイスカ。

「これを――無事に抜ぬけられる？」




　――光の刃が殺到する。




　先の一件で、密猟団の団長に重傷を負わせた刃の嵐。俺はそれを見据え――

　――恐きよう怖ふではなく、イラ立ちを覚えた。

　刃の包囲網に自ら突っ込む。

　正面から迫せまる、自分に当たる軌道の刃を破壊して突破。

　側面から来ていた刃は、当たらないから無視。

　最後、後方から襲おそう刃に俺は『聖せい剣けんルーナ・メリディエス』の能力を発動させる。

「――ッ!?」

　命中直前に消失した刃の群を見て、イスカが驚おどろき息を呑んだ。




　イスカの『ブランシュネージュ』の弱点。

　飛ばす魔力刃の軌道、速度は一定で、追加操作は不可能。

　そして攻こう撃げき力りよく・性質も同じのため、一本無効化されれば、全て無効化される危険も。




　しかし、この弱点はイスカも織り込み済み。無傷で済ませた事と聖剣の能力に驚きはしたが――真の狙いを発動させる。

「ッ、これならッ……！」

　攻こう撃げきに用いず残されていた魔力刃。

　宙に残されたそれらは、数本が組となり図形を組んでいて――その輝かがやきが強まる。




　魔力刃を組み合わせる事で魔ま術じゆつ陣じんを形成。

　そうして可能になるのが――複数魔術の遠隔・同時発動。

　俺を囲む魔術陣は六個。凍結攻撃の【氷波】が四、【雷槍】が二。

　攻撃範囲外への退避はイスカが阻み、耐たえきっても追撃が待つ。

　俺は回避は不可能と判断。せめて正面から受けられる位置に移動し――

　直後、魔術が牙きばをむく。

　逃にげ場ばのない攻撃。一発でも直ちよく撃げきを受ければ終わる威力の攻撃が、六発。




　それを前に聖剣を構え――着弾直前で、全魔術が消え去った。




「なッ!?　くっ――!!」

　イスカは呆気なく防がれた驚きを必死に抑おさえ、天剣を構え駆け出す。

　――本当に、何やってんだよイスカ……！

　襲い来るイスカを前に、イラ立ちと共に意思を込め――




　聖剣一閃。凍結の蒼あおい光がイスカを襲う。




「――ッ!?　【氷波】!?　まさかその剣の能力って！」

　慌あわてて回避すると同時に、やっと思い至ったらしいイスカ。

　正解だと答える代わりに、再び聖剣を一閃。今度は【雷槍】がイスカを襲う。




　――いつものイスカなら、魔力刃を防がれた時点で警けい戒かいしていた。

　答えに辿りつかなくても、むざむざ魔術六発も『吸収』されたりはしなかった。

「――く、これがあと四発……!?」

　雷撃も避よけたイスカが、体勢を整えるために距離を取り――

「……もう必要無い。終わりだよ、イスカ」

「――え？　……あ」

　一気に距離を詰め、聖剣を首に突き付ける。

　何が起きたか分からなかったらしいイスカ。……だが、すぐにガクリと力を抜いた――




　そんなイスカを見ていると――本当にイライラする……！




　聖剣ルーナ・メリディエス。その真の能力は――魔術の吸収と復元・解放。

『魔ま力りよくを吸収して魔術を起動させる』という青の魔ま宝ほう珠しゆの性質を昇華させた物。

　前方の魔術を魔力として分解・吸収。さらに吸収した魔術を任意で復元して解放。

　先の魔力刃の様な特とく殊しゆなものは再構成できないが、吸収だけなら問題無い。

　そして――俺の新しい階級『色ブレイブ ボオブケ ル勇ナラ者イト』は、保有魔力に比例して効果が上がる。

　つまり――相手が強力な魔術を使う程、俺は吸収して攻撃手段と能力を増す。

　だから今の俺は、魔術使いにとっては天敵に近い。

　だけど――例えばゼロ距離で撃たれたら吸収は出来ないし、不意打ちや前後両方からだと防ぎきれない。

　だから万能ではないし――イスカなら、そこら辺の対応が全て出来るのに……！




「――イスカ。お前何やってるんだよ……！」

「…………あ、あははは、本当だね……」

　俺の虚勢を見破れず、安い挑発に乗って、本来の戦いが出来なかった。

　無む駄だに焦って、聖剣の能力を見誤り、不用意な攻撃を吸収された。

　ミスに焦って、俺の能力を忘れて油断して、あっさり剣を突き付けられた。

　……普段のイスカなら、どれも絶対にやらない。

　だけど俺が怒っているのは、イスカのそんな体たらくではなく。




「――なんで、そんなになってまで一人で抱えてんだよ……!!」




「――和希……」

「この前もそうだっただろうが！　なんで一人で抱える!?　そんな役立たずか俺は!?」

　こんなに弱るまで悩なやんでいながら、話そうとすらしなかった。

　……それが、何より許せなかった。

「イスカ、勝利者権限だ。――事情を話せ」

　尚なおも躊躇ためらう素振りを見せたが、観念したらしく、顔を上げる。

「…………わかった。――昨日の朝方に、ね？　父さんから連絡が入ったんだよ」

「――親父さんから連絡？　……まずい報せか？」

「ううん。……むしろ逆。大喜びして、興奮した感じだったよ」

　――親父さんが大喜び？　それが原因で、イスカがこうなってるのに……？

　展開が理解できない。それでどうなれば、イスカがこうなって、紅音へのあの態度に繋つながるのだろうか？




「――父さんね、こう言ったんだよ。『お前の見合い話が決まったぞ！』って」




「――それは……」

　タイミングが悪い事、この上無い。イスカの気持ちは、確実に紅音に向かっているだろう。

　――先月くらいならまだしも、今となっては見合いを受けるはずが……え？

「……イスカお前、その見合いを受けるつもり、なのか……？」

「――仕方ないでしょう!?　相手は王家の血筋だって!!　父さんも大喜びしてて!!」

　そう涙なみだながらに、珍めずらしく激情を叩たたきつけてくるイスカ。

　……確かに、重い。王家の血筋からの話となれば、軽い話のはずがない。

　おそらく、受ければ一気に婚約発表、なども十分ありえる。

　そして、王家からの縁談申込みを、末端貴族のイスカの家が断れるだろうか？

　――親父さんは『決まった』と言ったのなら……そういう事か。

「……うん、重いな。だけど……話さない理由にはならない。紅音を避ける理由にも」




「っ！　こんな話、言えるわけない――特に紅音になんて言いたくないよ!!　こんな見合いなんて受けたくない！　でも断れない!!　なら避けるしかないじゃないかッ!!」




　……そう思うのも、分からなくはない。だが本当に、他に選択肢は無いのだろうか？

　話を聞く限り、その王様、本人の心情を無視して婚約進める様な人には思えない。

　仮にそうだったとしても……親父経由で頼む事は可能。受け入れられるかは別の話になるが、無視はされないだろう。

　……なにせイスカが想いを寄せる相手は、影かげ武む者しやさんの実の娘むすめなんだから。

　そこに考えが至らないのは……動どう揺ようによるためと、『自分なんかの意見が王に届くわけがない』という、自己評価の低さゆえか。

「……あのな、イスカ――」

　言ってやりたいアレコレを頭で整理し、口を開いたとき――別の人間の声が響いた。




「……そういう事だったんだね。見損なったよイスカ……!!」




「 ――ッ!!　あ、紅音っ!?」

　地下室の入口には……イスカが『言いたくない』と言っていた、紅音本人。そしてその横には、頭痛に苦しむ様に頭を押さえているリアの姿があった。

「――聞こえたよ。そんな理由だったんだね。……それじゃあ確かに仕方ないよねぇ？」

　紅音の言葉。音量こそ普段と変わらないが……口調・抑揚から、誰だれもが怒いかりを抑えている状態だと理解するだろう。
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　そして――付き合いの長い俺は、別の理解をする。――既すでにキレている。

「……うん。――でも、そういうわけだから。……ごめん、なさい」

「――――ッ、……うん、わかったよ。だけど……一つだけ、頼んでいいかな？」

　口調が、妙に優しくなった。

　リアは怪け訝げんそうに首を傾かしげているが――俺は、背筋が寒くなった。

　そんな俺たちの前で、紅音は――表情を変えずに。




「――表に出ろ、イスカ。――アンタの歪んだ根こん性じよう、叩き直してやる」




「――え？　……あ、紅音、何を――」

「いまさら話を聞く気は無い。――今から一時間後、河か川せん敷しきに来い……勝負だよ、イスカ。――決けつ闘とう。真剣勝負。私が負けたら、イスカの言葉に無条件で従ってあげるよ」

　それだけ言って、踵を返して地下室から出て行く紅音。

「――紅音!?　待て紅音!!　…………どうする、和希？」

「……リア、悪いが紅音を頼む。それと――非殺結界の道具、リアも持ってたよな？」

「ああ、持っている。――了りよう解かいした、用意しておく。……そちらは頼んだ」

「――ああ、頼まれた」

　俺がそう返すと、リアは紅音を追って駆けだす。

　それを見送ってから……未いまだ呆ぼう然ぜんとしている友人に目を向ける。

「…………和希。――私は、どうしたら……」

「受けるしかないだろ。――ああなった紅音は止まらないし……イスカにも都合が良いんじゃないのか？」

　……勝っても負けても、良くも悪くも、一旦落ち着けるだろう。非殺結界があれば、最悪の事態だけは確実に防げるし。

「――それは……そう、だけど。でも紅音って――」

「黙れ。……これ以上、紅音を侮辱する気か？　――あいつが望んだ戦いだろ。禍根を残さない様に、全力で行くのが誠意じゃないのか？」

「…………そう、だね。――うん。ゴメン、和希。……ありがとう」

　――これで、少しはマシな顔になった、かな？　落ち着いて考え直してくれれば楽なんだけど、そうは行かないだろうな……。

「キッチリ勝って……紅音にちゃんと謝あやまって。……全部終わらせるよ」

　――そっちに覚かく悟ご決めちゃったか……。




『このままじゃ、戦いが終わってからが面めん倒どう』。そう思い、頭が痛くなった。




　　　　　◆　◆




「――お待たせ、紅音」

「……ううん、あんまり待ってないよ」




　俺たちが到着したとき、既に紅音とリアは先に来ていた。……なぜか神しん狼ろう二匹も。

「姿が見えないと思ったら……もしかして、聞いてたのか？」

「……わふ」「くぅん……」

　フェルたちも……多分、地下室の入口でだと思うが、聞いていたらしい。

　――で、物ぶつ騒そうな事を言い出した紅音を追ってきた、と。

　全員が広場に入ったのを確認してから、リアが魔道具を発動し、非殺結界が展開。

　その作業が終わったリアに、視線を送ると――

「…………」

　無言で首を振ふる。……どうやら説得はおろか、まともに話も聞けなかったらしい。

　どうしたものかと考えていると、リアが近づいて来て――俺の手に触ふれる。

　要よう請せいに応こたえ、許可。『インセパレイタブルフェザー』、発動。

「（……そちらはどうなのだ、和希？）」

「（……そっちにも一部聞こえたみたいだけど、事情は聞き出した。……以前の一件と大差ない。でも説教する前にああなったから――）」

「（……ふむ。ただ、大分マシな顔つきになっているではないか？）」

　リアの言うとおり、朝方の『いかにも弱ってます』という表情は消えている。

　そういう意味では確かにマシなのだが……これは『悲壮な表情』という。

「（……悪い方向に決意固めちゃっただけ。だからこの決闘がどんな結果になっても――後で俺も、あの根こん性じよう叩たたき直なおしてやる）」

「（……難なん儀ぎだな、まったく。――紅音の方も、こちらの話をまったく受け付けない。……こちらも暴走状態と言っていいだろうな）」

　そう言って、溜息を吐くリア。

　……やはり俺たちの戦いは、この決闘が終わってからが本番らしい。

「――フェル、リル。終わるまで絶対に手出し無用。無理なら帰れ。――どうする？」

「……わふっ！」「きゃんっ！」

　心配そうにしながらも、見届ける覚悟らしい、フェルとリル。

　そんな、こちらの会話を聞いていたのか、向こうの二人も動き始める様子。

「さて――始めようか、イスカ」

「――そうだね。……でも紅音、まさか素手……？」

「――まさか。さすがに素手で勝てるなんて、思ってないよ。――見せてあげるよ、私の本当の武器。――来なさい、『エイル・ド・ルージュ』」

　――その呼び声と共に、紅音の左右の手の前に、それぞれ赤い光が発生する。

　その光は集束し――光が収まると、紅音の手には二本の剣が握られていた。

「（赤い水すい晶しようで出来た双剣？　……確実に異世界産、だよな？）」

　その発生した剣は――透き通り光沢を放つ、赤い水晶の様な材質。長さは小太刀と同じか、少し長いくらいか。わずかに反りをもった、おそらく片刃の小剣。

「（……待て。今、『エイル・ド・ルージュ』と言ったか……？）」

「（――ああ、そう聞こえた。意味は『紅の翼つばさ』かな？　……知ってるのか？）」

「（……いや、直接は知らない。ただ、もしかしたら――）」




「魔道具、か。……って事は、紅音もステータス持ちって事でいいんだよね？」

「……うん。『能力』で隠かくしてたけどね。だから、手加減なんてしない方がいいよ？　そんな甘あまい考えで油断していると――」

　――直後、紅音の姿が揺らいで消える。

「「「 ――ッ!? 」」」

　驚きの声が三つ重なった。直後、イスカの背後の空間が揺らぎ――




「――一いつ瞬しゆんで、終わっちゃうよ？」




「ッ!?　くッ!!」

　振るわれた紅の剣閃を、飛び退きながら天剣で防ぐ。それを紅音が追撃。

　二刀による連撃。弧を描く足あし捌さばきで、舞まう様に赤刃を振るい続ける紅音。

　両手の剣が交こう互ごに攻守を入れ替え、攻撃も防ぼう御ぎよも途切れない。

　――だがイスカも慌てていない。片手ずつの攻撃で、見た目ほど手数は無い事を見破ったイスカ。冷静に受け続けながら、反撃のタイミングを計り――

「――ふッ！」

「――ッ!?」

　剣の攻守が入れ替わる一瞬、攻撃を終えた直後の紅音の右剣を強打。

　微かすかに崩れた体勢を庇うため、左剣が防御に来る。イスカは返す刀でその剣を――




　――弾はじくと、そのまま左剣が砕け散った。




「なッ――!?」

　驚きと戦せん慄りつの声。――しかし、その声を上げたのはイスカ。

　砕け散った左剣の破片が宙を舞い、集結。そして炎ほのおの塊を形成しはじめ――

「――【炎嵐】」

　炎の塊が膨れ上がり、炎の渦が、イスカを呑み込んだ――




　――なんだよアレ……？

　魔術を放った紅の破片が集つどい――再び剣の姿に戻もどるのを呆然と見ながら。

「（……まず最初のアレは――幻術だよな？）」

「（――うむ。しかし無挙動・無詠唱で使われた所を見ると……『能力』の特性がそういう方向なのだろう。――だが、やはり見えないな……？）」

「（ああ。やっぱり隠してるみたいだけど……どうやって？）」

　魔眼による看破が効かない。常時隠しているらしい事を考えると、これも『能力』か。

「（魔眼の看破無効が可能なのは……能力の中でも反射系、隠いん蔽ぺい・隠密系、または幻惑系だ。……おそらく後者二つのどちらか、だろうな）」

　さっきの魔術が炎熱系だった事を考えると……『陽炎』関係だろうか？

「（――で、あの剣はなんだ……？）」

「（あくまで推測だが……あの剣自体が赤の魔宝珠で出来ているのではないか？　単一か集合体かはわからないが）」

　複数個を共鳴させる事で、低コストで特殊な現象を引き起こす赤の魔宝珠。

　――って事は……砕かれる事で共鳴相手を増やし、魔力を増ぞう幅ふくさせて発射？

「（でもそんなの、並の魔道具じゃ――）」

「（――宝具、だろうな）」

「（……え？）」

「（――話には聞いていたのだ。人族の宝具の通つう称しようだけは。――『紅の天剣』、または『不死鳥の翼』と。二つあるのかと、考えていた者も居たが……）」

　紅音の武器の名は、『紅の翼』。宝具の通称は『紅の天剣』、そして『不死鳥の翼』。

　宝具だというなら性能も納得できるし、それを紅音が持っている理由は、おじさんが王の影武者をやっている関係で、王家との繋がりが――あれ？　もしかして……？

「（――なぁ、リア？　イスカの見合い相手って、王家の血筋らしいんだが……）」

「（ほぅ、そうなのか。――だが、それが何…………まさか）」




　距離を取り、炎の渦を見つめる紅音。その先で白の光が――

「――っ！」

　炎の壁かべの奥おくから放たれた【氷波】。危なげなく回避した紅音が術者に声を掛かける。

「今のを防ぐんだ……？」

「――危なかったけどね」

　応える声と同時に【炎嵐】の残滓が吹き散らされる。中からは――ほぼ無傷なイスカ。

　その手には、魔宝珠から強い光を放っている『ブランシュネージュ』。

「……魔力を一気に解放して受け流した、のかな？　――さすがだね、イスカ」

「――紅音こそ。……こんな状じよう況きようじゃなきゃ、すごく楽しかったんだけど、ね」

　束の間、対峙する二人が薄く笑う。だが――それもイスカの言葉で、苦い物に。

「――『楽しい』、か。……そうだね。いつもなら、凄すごく楽しい。――それなのに……お見合い、イヤなんだ……？」

「え……？　あ、当たり前でしょ!?　だけど今、そんなの関係な――」

　いきなり持ち出された話題に、イスカが戸と惑まどいつつ反論する。

「――ッ!!　……当たり前、なんだ……？　私は……私は喜んでほしかった!!」

「ッ!?　――なんで……なんでそんな事を……!!」




「（――なぁリア？　……間ま違ちがいなさそうじゃないか？）」

「（……そう、なのだろうな。――しかし、どうしてこうなった？）」

　――目の前の友人二人の修羅場を、妙みように冷めた眼めで見つめる俺おれとリア。

「（多分、何らかの外的要因と……後は、本人たちの思い込みの強さと暴走癖？）」

「（……止めるか？　正直、最も早はやこの戦いに意味は無いだろう？）」

「（……止まると思うか？）」

　そんな遣やり取とりをして、再び二人に眼を向け――




　再び、激闘が始まっていた。

「――くッ！」「ッ――!!」

　両者目まぐるしく立ち位置、攻守が切り替わり。

　白の剣閃と赤の剣閃が目まぐるしく交差する。

　紅音の直近に出現した魔力刃を、赤の破片――羽片というべきか――が撃ち落とす。

　至近距離に出現した炎の塊を、冷気の放射が迎撃する。

　剣戟の合間を魔術が乱れ飛び、隙を見て放たれる大魔術を、相手の魔術が相殺する。

　魔術も、剣術も、武器の性能も全くの互角。




　二人の舞手による『真紅と純白の剣舞』。




　それは、他の者では並ぶことの出来ない境地。

　この次元で力が完全に拮抗するなど、一つの奇跡とすら言える確率かもしれない。

　故に――普段の二人になら、この戦いは至上の悦びだったであろう。

「――楽しいのに。――楽しいはずなのに……！　紅音、なんで……ッ!!」

　激情を叩きつける様に、足元へ向かい凍結魔術を放つ。

　地面に広がる凍結空間を回避するため、両者は大きく距離を取り。

　……勝負を決めるため、最大攻撃の準備に入る。




　紅の双剣が砕け散る。そしてその『羽片』が集い――膨大な魔力と、熱量を生む。

「『なんで』は私のセリフだよイスカ！　まさか嫌われているとは思わなかった!!」

　紅音の激情を宿す様に、その炎は膨らみ続け――形作られるのは、巨きよ大だいな鳥。

　リアに教えられた知識の中にあった、その魔術の名は――【炎獄鳥】。

　炎系の最高ランクに位置する、広こう域いき殲せん滅めつ用よう魔ま術じゆつ。




　対するイスカは、用意していた魔力刃を全起動。描かれるのは特大の魔術陣三個。

　陣が輝き、蒼く輝く光球が三つ出現する。

「 紅 音 の 事 は 好 き に 決 ま っ て い る !!　なんでそんな事を――ッ!!」

　叫びと共に光球に更さらに魔力を注ぐイスカ。

　イスカの用意している術は――【氷波】の上位術である【氷神槍】。

　単発では上級の下位といったところだが――それを三つ同時に放つ【氷神三叉槍】。

　共鳴・増幅し合い放たれるその威力は、最高位に劣らない。

　そして、双方の魔術が極大まで高まり、ついに解放――




「 ――じゃあ！　な ん で 私 と の お 見 合 い を 嫌 が る の !? 」




「………………え？」

「……え？　――――あっ」

　紅音の言葉に、イスカの力が抜け――氷の極大魔術が消失する。

　――だが、イスカの反応を見てからだった紅音の方は、術が完成していて。その直後に脱だつ力りよくしたため――抑圧される事無く解き放たれ。




　炎の鳥が、確実に無防備なイスカに激突した――




「い、イスカッ!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「わ、わふわふわふッ!?」「きゃんッ！」

　非殺結界は正常に機能している。その中のため、命の危険はまず無い。

　だが、それでも痛みはあるし、衝しよう撃げきが体内に残留する事もあるらしい。

　それと――ことイスカに関しては、ある意味で最大の懸念材料が――

「――うっ、く……」

「 ！　わふっ！」

　攻撃の余波で巻き起こった砂埃。その中から、イスカの声が聞こえてきた。――どうやら意識はあるらしい。

　声が聞こえたと同時にフェルが、それを追ってリルが飛び出し、１テンポ遅おくれて俺とリア、紅音が駆け寄ると――収まってきた砂埃の中に、イスカが横たわっていた。

　埃などで煤けてはいるが、大きな傷は無さそうだ。……服にも、身体にも。




　実はこの『非殺結界』、元が親父のギャグパワー的な能力だからか、困った性能が。

　まれに身体へのダメージの代わりとして、女性なら服が不自然かつ絶妙な感じで破れたり、男性なら髪かみがアフロになったりするらしい。




　……エロく破れた服のイスカなんて危険だし、アフロのイスカも見たくないしな……。

「傷は大したことなさそうだが……大丈夫か、イスカ？」

「――う、うん……痛みはほとんど無いけど、身体が動かない……」

　リアの問いに、しっかりとした声で応えるイスカ。――うん、心配は無さそうか。

「多分、ダメージの代わりに体力と――魔力も？　根こそぎ持って行かれたのかな？　――リア、頼たのめるか？」

「うむ、分かっている」

　頷うなずくと同時に使用した魔術は、おそらく回復促進の術。

「――ごめんイスカ……。手加減する余よ裕ゆうなんて無くて……」

「……気にしないで、紅音。覚悟しての戦いだったんだから。――ね？」

　そういって微笑ほほえみかけるイスカに、苦く笑しようを浮うかべて頷く紅音。

「――で？　予想はつくが、どういう状況なんだ？」

　今回の戦い、最初から命の心配等は無かったが……最早、男女の修羅場的な緊張感すら、欠片も残っていない。

「え、えーっと……？」

「あ、あはははは……」

　戸惑っている様子のイスカと、どうやら誤ご魔ま化かし笑いらしい紅音。

　おそらく、紅音は事情を全すべて知ってるし、今回モメた理由も察しているだろうが――

「――じゃあイスカから、紅音に話していない事情の説明をよろしく」

　全員の情報共有を確実にするため、イスカから話してもらう。

「え、えっと……和希にはほとんど話したんだけど――」

　そう言って、恥はじらいながらも説明を始めたイスカ。




　親から『王家の血を引くご令嬢との見合い』を持ちかけられた事。

　圧倒的上位者からの話の上、親が大喜びしているため、断る事は不可能と思った事。

　それならば……紅音と距離を置かなければならない。そう考えた事。




「――というわけでイスカは、また懲りもせず一人で抱え込んで、自己犠牲の精神で突っ走ってしまったと。……そういうわけだ？」

「――う。それを言われると……」

　わざと皮肉を込めて言うと、イスカは言葉を詰つまらせる。




　以前イスカは、両親が騙されて命じた指令に従い、望まぬ戦いを仕掛けてきた。

　俺がなんとか退けたのに加え、イスカの母国に確かく認にんも取れたために収拾がついたが。




「……イスカよ。お前の父は、あの一件の後に誠心誠意、和希に謝罪したな？　何より、イスカの事を本当に大切にしていたな？　それなのに、お前が望まぬ縁談を受け入れて、喜ばれると思っているのか？」

「…………ごめん、なさい」

　リアの言葉に、少し涙目で謝罪するイスカ。

　……前回も今回も、状況的に仕方ない部分はある。元凶と言える存在が居る事もある。イスカの親思いな所や自己犠牲の精神は、美徳でもある。だが――

「……今度から困った事があったら、下手な行動する前に相談する事。――そんな簡単に犠牲になられちゃ、仲間としてはたまったもんじゃない」

「……はい。――本当にごめんなさい。それと……ありがとう」

　泣き笑いの顔で、そう言ってくる。

　リアがほとんど言ってくれたし、これ以上言う事は無いだろう。

　――またイスカの親おや父じさんから謝罪電話（激）が来そうか……。そのときに、親父さんからも叱られるだろうし。




「――さて、もう一人の暴走特急。そちらの事情は？」

「ぼ、暴走特急!?　私はそこまでじゃ――」

「黙れ、痴情のもつれで宝具持ち出して、大規模破壊技かました女」

「うっ……。だ、だけどほら！　非殺結界の中だから使ったのであって――」

「――紅音よ。ならば言わせて貰もらうが」

　苦くるし紛まぎれの弁解をする紅音に、リアが断罪の一言を発する。




「……程度に差はあっても、やってる事は和希の母、希さんと同類だぞ？」




「……………………熱くなりすぎた私が悪かったです。本当にごめんなさい……」

　さすがの紅音も、ああなるのはイヤらしい。……ウチの両親、マジ反面教師。

「――じゃあ、分かってくれたところで、事情説明よろしく」

「……はぁい。っと、その前に――イスカ？　お見合いの相手『王家の血を引く令嬢』としか聞いてなかった、って事だよね？」

　紅音がイスカに確認を取る。

　……確かに、今回こじれた原因は、その一点にあるのだろう。

「う、うん。――あ、正確には『表には出ないが、淑やかで美しいご令嬢』って……」




「……それ、私の事だから」




「…………え？」「「 ……………… 」」

　俺とリアはもう察していたが、イスカは未だ『信じられない』といった顔。

　――まぁ、無理もないな。なにせ……。

「……くぅ～ん？」「……がぅっ」

　横で神狼二匹が『……しとやか？』『……言わない』といった会話を。

「……どの部分が信じられないのかは、敢あえて聞かないけどさ？　お母さん、王様の妹なんだよ。だから私は、王の姪。継承権の八位も持ってるよ」

　衝撃の事実ではあるが……おじさんが影武者やっていることも考えると、妙に納なつ得とくできる部分もある。

「――じゃあ一応その証明に……隠してたけど、これが私のステータス」

　そう言って指を『パチンッ』と鳴らすと……ごく淡あわい光が、紅音から剥がれる様に零れ出て、宙に消えていった。

　俺とリアは、『元・邪気眼』を発動させ、イスカは紅音から見せてもらい、確認する。

　　　　　◆　◆

階級クラス

　目プリ立ンセちス すオブぎ グ影ロー姫リー：全能力上昇。状態異常無効。光・炎・幻系魔術効果上昇。

能力アビリテイ

　熱き闘魂ヒートヘイズ：攻撃力上昇。回避能力上昇。炎・幻系魔術効果上昇。

　意外と乙女ミラージユ：精神系魔術無効。魔眼系無効化可能。幻系魔術即時発動。

　微プリ百ンセ合スク資オリ質テイ：精神威圧（中）。気配抑制効果補正。

　猪突猛進ヴアンガード：攻撃力・敏びん捷しよう性せい大おお幅はば上じよう昇しよう。武器戦闘技術補正。

　芸人資質グロリアス：全能力上昇。光系魔術効果上昇。魔ま術じゆつ耐たい性せい上じよう昇しよう。闇系魔術無効。

　　　　　◆　◆

「階級『プリンセス オブ グローリー』……『栄光の姫』!?　能力も、これ――」

　紅音のステータスを目にして、驚きよう愕がくするイスカ。……それも、確かに無理はない。

　いつもの如く、日本語名の方はツッコミ所が多々あるが……カナ名の方は、リア以上に王族らしい名めい称しようの数々。

『意外と乙女』で隠していたのだろうが……もし見れていたら、一発で王族だという事に気付いていただろう。

「実は……本当なら私、将来は第一王女の影姫になるはずだったんだよ。――だけど、こんなステータスになっちゃったから、『目立ちすぎる』って言われて……」

　そう言って『あはは……』と苦笑する紅音。

　――『陽炎』『蜃気楼』『王女の資質』『先陣』『光輝』か。確かにな……。

『影姫』より、民衆の先頭に立って華々しく戦う『戦姫』、そういう印象を受ける。

　――そういえば『グローリー』には『後光』という意味もあったはず。

　……なるほど。『影』なのに光り輝いちゃったらしい。それ故ゆえの『目立ちすぎ影姫』。

「――えっと……それで、なんで……？」

「その『なんで』が何の事かはわからないけど……私が知ってる事を話すね？」

　まだ少し混乱状態のイスカに応えてから、紅音が話し始めた。




　イスカの一件があった直後から、王家の方では提案されていたらしい事。

　その提案には和希の両親たちや、その他大人の事情がいろいろあったらしい事。

　当人たちの意思に任せようと保留されていたその話を、イスカと紅音の仲が良さそうだからと、おばさんが王に勧すすめた事。




「――だからイスカの意思も最重視されているはずだけど……聞いてない？」

「……聞いてない。『断るな』とも『断れない』とも言われてないけど……」

「……わふっ？」

　答えながら、足下で欠伸していたフェルを抱き上げるイスカ。

　イスカの親父さん、興奮のあまりの伝達ミスだろうか。

　――だけど相手が王家だし……『断る』って発想が出なくても不思議じゃない、か。

「ふむ……それでその『大人の事情』とやらは、聞いていないのか？」

「――う、うん。私もちょっと……余裕、無かったし」

　……気になってる相手といきなり『見合いしろ』とか言われれば――いくら紅音でも、冷静じゃいられないのは無理ないか。

「きゃふ？」

　フェルを見上げていたリルを抱き上げながら、そんな事を考える。そして――

「うん、裏事情はわかった。――それで？」

「……え、えーっと？『それで？』って、何の事……？」

　どうやら言わずに済ませる気だったらしい紅音が『ぎくり』と反応する。

「――いや、いきなり決闘とか言い出した、紅音自身の事情」

「い、言わなくてもわかってるでしょ!?」

「うむ。私と和希は、ほぼ正確に理解しているだろうな。……が、イスカはどうだ？」

「――え？」

　俺とリアに追及された紅音がイスカを見ると。

「――え？」「わふっ？」

　揃そろって首を傾げる、イスカとフェル。――絶対にわかっていない。精々『失礼な事をしちゃったから』くらいだろう。

「――はい、そんなわけで紅音さん。事情説明をどうぞ」

「きゃんっ♪」

　抱き上げていたリルをマイク代わりに渡わたし、説明要求。

「――う。…………い、イスカっ！」

「――ッ!?　は、はいッ！」

　リルを受け取りながら、尚なおも少し躊躇ためらった様子の紅音だったが……腹を決めた様にイスカの名前を呼び、反射的にそれに応えるイスカ。




「わ、私は受けるつもりだった！」




「……え？」

　どうやら、誤解の無いように全て言うつもりらしい。

　戸惑うイスカを、紅あかくなった顔で睨にらみながら、話を続ける。

「――私はイスカとのお見合い、受けるつもりだった。……嬉うれしかったし。いきなり『恋こい人びと』通とおり越こして『婚こん約やく者しや』になるの、複雑だったけど。なのに……！」

　ここまで話して……怒りがぶり返してきたらしい。紅音の眼光が、さらに強まった。




「『断りたいけど、断れない。ならば最低でも避さけるしかない』――そんな事言われたら怒おこるしかないでしょ!?　わ、私は覚悟だって決めていたのに……!!」




「――なッ!?　ち、違ちがう！　そんな意味じゃないよ!!」

　やっと、大本の『誤解』の部分を理解したらしいイスカが、慌あわてて反論する。

　……と、まぁそんなわけで。




　イスカは、お見合いの相手を知らずに『紅音以外の誰か』だと思い。

　紅音以外の相手はイヤだけど『断りたいけど、断れない』。




　紅音は、自分の相手がイスカだと知っていて。

　だから、イスカも自分が相手だと知っていると思い込んでいて。

　お見合いどころか婚約まで覚悟していたのに、なぜかイスカに避けられ始め。

　やっとわかった理由が『（自分との見合いを）断りたいけど、断れない』。

　よって、イスカの言葉を『紅音はキライ。だけど見合いは断れない。なら、最低でも避けさせてもらう』。……おそらく、こんな感じに解釈してしまったのだろう。




　……端から見てると、そんな事はあり得ないと思うのだが、紅音自身が『意外と乙女』で、既すでにイスカの言動で相当傷ついていたため、冷静ではいられなかったのだろう。

　つまり……二人とも真逆の方向に思い込み、暴走して突っ走った結果。

「……なぁ和希？　結局単なる『痴情のもつれ』というやつだった、という事だろう？」

「――いや、もつれてすらいないだろ。擦れ違っただけで。……『痴ち話わ喧げん嘩か』で十分」

「……宝具で激突しておいて、ただの『痴話喧嘩』か――」

　と。俺たちがこんな会話をしているのに、なんで紅音やイスカがツッコミ入れてこないのか、というと。……当人たちは、別の世界に入ってるからで。




「――紅音。私は……紅音以外とお見合いなんてしたくないよ。紅音が相手だって知ってたら、迷いなんてしなかったよ……！」

　頬ほおを紅くしながらも、真まっ直すぐに紅音を見据えて言うイスカ。

　紅音はそれを聞いて――嬉しそうに微笑み、言葉を返す。

「……うん。ありがとうイスカ。――私も、イスカ以外はイヤだよ。……じゃあ、改めてお願いするよ。――今度のバレンタインのイベント……一いつ緒しよに参加、してくれるかな？」

「う、うん！　喜んで!!　――じ、じゃあ、私からもやり直すよ……！」

「……え？」

　返されたイスカの言葉に、紅音が疑問の声を返す。――『やり直す』……？




「――わ、私とお見合いを――ううん、私の婚約者になってくださいっ……！」




「ッ!?　――は、はいッ！　あ、えと……、その……!!」

　……若じやつ干かん、勢いに任せた感はあるが……イスカからの婚約要請。

　――早い話がプロポーズだって、本人は気付いているのだろうか……？

　それに驚おどろきながらも頷き……頷いてから真っ赤になって焦りだす紅音。

「くぅ～ん♪」

「 ！　……わふっ」

　イスカと紅音が近づいた事で、それぞれが抱き上げていたフェルとリルも近づき。

　上の二人に当てられたのか、リルがフェルの口元を『ぺろっ』と舐なめると――照れた様な声を上げるフェル。

「……ふむ、紅音がここまで取り乱すとは。珍めずらしい光景が見れたな」

「ああ。……イスカからのプロポーズってのも意外だったし。これでもしかしたら、男女逆転カップルが元に――」

　と、話している間に。狼狽うろたえていた紅音が、開き直る様にイスカを見据え――




「い、イスカ！　ずっと私について来なさい……!!」

「 ！　はいっ♪」




　…………あれ？
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終章　そして始まる二人のｆｏｒ ｔｈｅ ｆｕｔｕｒｅ――







　二月十三日、夜。




「――で？　どういう事なんだ親父？」

『あー……うん、すまん。本当に悪かった』

　倉くら橋はし家リビング。親父から電話がかかってきたため、リアとイスカも聞けるようにして、今回の事情を聞いている所で。




『企たくらみとか一切無い。……イスカ君の親父さんに話を持って行ったとき、紅あか音ねちゃんとイスカ君が既に知り合いだって事、言い忘れた』

「……いや、一番忘れちゃいけない部分だろ……」

　予想通りというか何というか。やはり伝達ミスが原因だったらしい。

　その部分を言っておかないと、イスカの親父さんは、自分の子供が王家の子女と知り合いだ、などとは想像もしないだろう。

　ならば、強制力があると思ってしまったとしても、おかしくはない。

『――いや、それは言ったぞ？』

「……へ？」

『先の件の迷めい惑わく料りようも兼かねた、褒ほう美びの様なものでもある上、本決まりの話ではない。よって、当人の意思は最重視される。――って事は、ハッキリ伝えた』

「って事は、お父さんか……」

　親父の話を聞いて、イスカが肩を落とす。

　……どうやら、興奮のあまり伝達を忘れたんじゃないか、という事らしい。

「……ふむ。伝言ゲームが最悪の結果になった、という形か」

『返す言葉もございませぬ……』

　親父 → イスカ父 → イスカ → 紅音と、それぞれの言葉に説明不足と思いこみがあった結果。……確かに『伝言ゲーム』は、言い得て妙だと思う。

「それで、紅音から一通りは聞いたんだが……今回の縁談の、大人の事情って？」

『ああ、それか。実は王家の面々、数代前から、イスカ君の家を味方に引き込みたいと思っていたそうなんだわ』

「……え？　ウチを、ですか？」

『うん。この前チラッと話したんだけど――ご先祖が建国戦争で活躍した、って話』

「――ああ、あったな。王を救って、その褒美として『ネージュ』が贈られたとか」

『本当はその時点で、側近を任じられるはずだったらしいんだが……早々に他の貴族に騙されて衰退。弱小になってしまった以上、王家が直接声をかける事も出来なくなったらしくてな。――それでも王家は恩を忘れず、気にかけてきたらしい』

「……すごく嬉しい……というか、光栄な話です。父が聞いたら、すごく喜びます！」

『――で、そんな時にイスカ君、君が徐じよ々じよに名を上げてきた。だから王家は君を何とか取り込む事で、君の家を保護できないかと考えていたんだが――』

「あー、それを他貴族に察知されて、先手を打たれた、と？」

　ここら辺までが、俺たちとイスカが出会うまでの事情か。

　――そういえば、事後処理が妙に迅速で、手厚い対応だったのは……。

『ま、そういう事だ。和かず希きたちのお陰かげで、相手の罠わなを逆利用できた。お陰で邪じや魔まな黒い貴族をかなり処理できてな。イスカ君への支援もしやすくなった、と』

「……上う手まくやったものだな。確かに賢王とは伝え聞いてはいたが……」

　そういう権謀術数の話、俺にはただの厄介事としか思えないが……。『魔王女』であるリアにとっては、よくある話なのだろう。素す直なおに手腕を賞賛していた。

「という事は――ブランシュネージュも、その絡みで……？」

『そういう事。王家の宝具と対の武器を渡して、しかもそれで撃げき退たいした実績を作らせた。そのお陰で、今回の話を出しても、文句言えるヤツはいなかったそうだ』

　今回の一連の出来事を完全に利用して、長年の悲願を達成した王家。

　別に騙されたわけではないが――手のひらの上で踊らされた感が、半端ない。

「はぁ……権力者たちの住処って、本当に魔ま窟くつだよな……。――で？」

『……《――で？》とは？』

　気になった事があったので、カマをかけたら少し口ごもった。――まだ、何かある。

「だって、それは人族だけの問題だろ？　――親父が絡んでいる以上、別の思惑もあると思うんだが？」

『はっはっは！　良い勘かんしてるな和希！　確かにまだあるが、そっちはまだ言えない。ただ、イスカ君と紅音ちゃんのお陰で一気に進むはずだから、近い内に話せるだろ』

「――そうか。良い話題である事を祈るよ」

『っと、そうだ王女。ハニーが請け負ったアレの事ですが。三みつ峰みね家に、まとめて送った、との事です。両方共、相当良いものになった、と』

「――ッ！　そうか、ありがとう。……希のぞみさんに、お礼を伝えてほしい」

『はい、確かに。――じゃあ和希。ちょっとこちらも忙しくなってるんで、そろそろ切るわ。他に何か話はあるか？』

「――いや、特には無い、かな？」

『そうか。――それとイスカ君？』

「はい。なんでしょうか？」

『紅音ちゃんとの事で、来月あたりに呼び出されるかもしれない』

「 ！　……はい、わかりました」

　覚かく悟ごを決めた表情で頷くイスカ。こういう所は、やはり男らしいと思う。

『はっはっは！　ただの顔合わせの予定だから、緊張する必要は無いさ。王も紅音ちゃんのご両親も《大だい歓かん迎げい！》らしいから。早くも《子供はどっちの国の名を付けるか》なんて話も出ているぞ？』

「ッ!?　あ、あううぅ……」

　恥じらいのあまり、縮こまるイスカ。……うん。こういう姿はとっても女の子っぽい。

『じゃ、また連れん絡らくするわ。――じゃあな！』

　親父がそう言って、通話が終しゆう了りようした。




「なあリア？『アレ』って何の事だ？」

「……今は秘密だ。明日になればわかる。――しかし……ふむ」

　何かを思案している様子のリア。『明日になれば』という事は……やはりバレンタイン関係の事なのだろう。それならば――無理に訊きかず、明日を楽しみにしよう。

　――それに今日は十三日、つまりは奇き数すう日び。ベッドの中で、リアと明日の事を――




「――和希。すまないが、今夜は紅音の家に泊とまろうと思う」




「――――――ッ!?」

「か、和希ッ!?　なんだか絶望した顔になってるよ!?」

　……この世に、神は居ないのではないだろうか。半ば本気でそんな気分になった。

「……ふむ。やはり明日、早朝からの方が良いだろうか……」

　リアはこちらに気付きもせず、何かの思案に耽ふけっていた――




　　　　　◆　◆




　翌日、二月十四日




　言っていた通りに紅音の家に泊まったリアは、朝の内に帰ってきていた。

　そして――俺たちはいつもと同じ様に朝の支し度たくをし、いつもと同じ様に家を出る。

　玄げん関かん前まえで紅音とも合流したのだが――紅音もいつもと同じ様子。つまり、リアも紅音も、特別な荷物を持っている気配が無かった。

　俺とイスカはアイコンタクトで『……どういうことだろう？』などと語りあっていたが、それを訊くと催促の形になるため、言い出す事も出来ず。

　――結局学園まで、バレンタイン関係の話題は一切出なかった。




　そして……授業は無しで、球技大会だったわけなのだが。




　――正直、あまり覚えていませんっ……！




　……いや、言い訳をさせて貰うなら……想像してみて欲ほしい。

　この後に最愛の恋人とのイベントが、確実に待っていると分かっているわけで。

　しかも――思い切り力を入れていたはずなのに、変わった荷物は持っていない。

　……確定した勝利が待っているのに、その報ほう酬しゆうが謎なぞのまま。そんな状態。

　どうやらイスカも上の空っぽかったし……。きっと参加が決まっている男だん性せい陣じんは、皆みな似たり寄ったりな状態だったのではと、推測。




　あ。でも一応は優勝しました。

　……ステータス持ち四人が同じチームになった時点で、ほぼ決まりだったと思う。

　こっそり『末インセパレイタ期ブ型ルバ カフッェプザルー』発動して、リアと暴れ回ったのは……うん、楽しかった。







　そして――その後。待ちに待っていたイベントが始まる。

　学園の一角にある、礼拝堂。

　並の教会より遥はるかに規模の大きいその施し設せつが、今日のメインイベントの舞台。

「――ざっと四十前後、かな？　……ねぇ和希？　これ、多いのかな？」

「数年前に比べれば、かなり少なくなってるらしいぞ？　……でも他の学校に比べたら、圧倒的に多いんじゃないか？」

　ここは、礼拝堂近くの控室。その――二つある内の『片方』。

　礼拝堂の左右にある控室に、参加者は男女別に入り――そこから一人ずつ呼ばれ、礼拝堂の中でパートナーと合流、といった流れらしい。

　よって、この部屋に居るのは全員男子（イスカがかなり浮いている）。その数が四十人前後なので、カップルもおそらく同数だろう。……特とく殊しゆな組が無ければ。

　うちの学園の高等部は、生徒数七百ちょっと。そして四十組で八十人と考えて計算すると――九人に一人が参加している、という事になる。

「それにしても――いろんな恰好の人がいるね？」

「……何人か、目を合わせたくないのも居るがな」

　一応は放課後という扱あつかいなので、この場に限り服装は自由。だからコスプレすらも可能なのだが……なぜか全身青塗りしている『アバ○ー』モドキや、『フォースの暗黒面に墜ちた黒仮面』になっている人も居る。……相手女性、どんな人なんだろ？

　伝説では当時三年の女子生徒が、ウエディングドレスで教師にチョコを渡し、卒業後にはココで結けつ婚こんしたという逸話がある。

　……ちなみに、俺おれとイスカは制服のまま。参加男性の７割が制服のままなので、特に不自然ではないが。……いや、イスカは女子制服だから、少しアレだが。

「……ねぇ和希。自分の順番とかって、分からないのかな……？」

「教えてもらえなかったよな？　手違いなのか、これでいいのか――」




「貴方あなた達たちは、一番最後ですよ？」




　イスカと話していると――突とつ然ぜん後ろから声を掛かけられた。

「――先生？　一番最後って――」

「はい。実は少々頼まれまして。お二人の支度を手伝ってほしい、と♪」

　イスカの問いに、楽しそうに答える我が担任。何を企んで……？

「は？　頼まれるって、誰だれから、何を……って、ちょ、ちょっと説明を！」

「はいはい、後で分かりますから。今はキリキリ歩いてください」

「ちょ、ま、なんで――――ッ!?」

　そうして俺とイスカは拉致られ、別室へと運ばれ――







「――こういう事なら、先に言えばいいのに……」

「あ、あははは……。でも似合ってるよ、和希♪」

　どうやら、親父たちが手を回していたらしい。学園内、及び学園関係者のコネを使い、スタイリストさんと衣装を用意していたらしい。

　そのため、俺とイスカは服装と髪かみ型がたが変わっている。

　俺は、シンプルだがやたらと高そうなタキシード。髪は後ろに撫でつけられ、オールバックに近い状態。なんというか……普ふ通つうの新郎ルック、とでも言うべきか。

　イスカは――服装は例の魔装衣『サン・エトワール』。それにやや目立つ剣帯を装着し、『天剣ブランシュネージュ』を下げている。……一般人に見せていいのかと思わなくもないが……コスプレがＯＫで半ば混沌と化しているこの場なら、良い意味で目立つだけで、違い和わ感かんは無いだろう。

　艶やかな黒くろ髪かみはアップにしてあるせいで、普ふ段だんは『文句無し一級品の美少女』が、今は『中性的』で通る外見。服装も合わせると――少し男装気味の美少女騎士、だろうか？

　それと――髪を弄られている時に聞いたのだが。高価な衣装を持ち込む生徒は、身内などに、後で持ってきてもらう場合が多々あるらしい。

　――リアたちもそうなのか？　そういえば、母さんが服を作るって……。




　俺たちは身み支じ度たくが終わると、そのまま礼拝堂に向かう様に言われた。

　どうやら担任が言っていたとおり、俺たちは一番最後。他の組はすでに終わっているらしく、礼拝堂内からは、見物する多くの人の気配がする。

　緊張しながら、イスカと二人で礼拝堂の側面入口――男性陣の入場口に着くと、またも担任が待ち構えていた。

　珍しく、教師という名の『聖職者』らしい顔で、まっすぐこちらを見据える担任は――




「お、お二人のご成婚はいつですか!?　そしてしょ、初夜はどちらで!?」




「ホントにブレないなアンタはッ!?」

「ふふ腐ふふ、冗じよう談だんです。――さて、向こうも準備が出来ている頃だと思うのですが」

　……笑え顔がおに少し『腐』の気配が残っていたが、立て直して笑顔を見せた担任。

　どこかと連絡を取ると、すぐに小さく頷き。

「……お待たせしました。倉橋くん、イスカくん。――お入りください」

「――え？」

「二人同時――ですか？」

　戸と惑まどう俺たちに、今度こそ普通の笑えみで答える。

「はい、女じよ性せい陣じんのご希望ですから♪　――では、どうぞ」

　そう言って、扉とびらを開けてくれる担任。そして中に入ると、向かい側の扉も開いた所で。

「「 ――え……？ 」」

　向こうの扉から出てきた、二人。その姿を見た俺とイスカの思考が止まる。

「「「「「　うおおおおおおおおおおおッ!?　」」」」」

　それを目にした見物人が、揃って声を上げる。

　それはどよめきであり、感かん嘆たんであり、歓かん声せいでもあり。




　全員が魅入られた先には――二人の『花嫁姿の姫君』が居た。




「――倉橋くん、イスカくん？　お二人がお待ちですよ？」

「「 ――ッ！ 」」

　再び後ろから掛けられた担任の声に、現実に引き戻された俺とイスカは、中央で俺たちを待つ、お互たがいの『姫』に魅入られたまま、前に進み出る。




「――和希。そういう服装も似合うのだな。……少し、見惚れていた」

「……それは俺のセリフ。――やられた。似合うなんてものじゃない。――キレイだ」

「ありがとう、和希……」

　そう言って、本当に嬉しそうな笑顔を見せるリア。

　リアが纏まとうのは――ミニ丈のウエディングドレス。

　やや青みがかった生き地じが、リアの綺き麗れいな白しろ髪かみや、白い肌を引き立てている。

　背こそ小柄だが、スカートから伸のびる綺麗な足や、露あらわになっている肩かたや背中のラインが、光を放つように眩しく見える。




「――すごい……。すごく綺麗だよ、紅音……！」

「ッ！　あ、ありがとう、イスカ……。――イスカもその服、やっぱり似合うね。騎士みたいでカッコいいよ！」

「あ、ありがとう……」

　紅音の方は――Ａライン、というのだろうか。裾すそが広がった純白のドレス。

　フリルも装そう飾しよくも少なく、露出も少なめ。それなのに――というより、だからこそ、だろうか。素材としてのスタイルの良さや整った容姿、美しい姿勢などがより強調される。

　この姿の紅音を見れば――誰もが『淑やかで美しいご令嬢』という表現に、一切の疑問も挟まないだろう。




　こうして向かい合った、俺たち四人。

　俺とイスカの前で、リアと紅音が目配せし、小さく頷き合う。

「――和希」　「――イスカ」

　ほぼ同時に口を開き、俺たちの名を呼ぶ二人。そして――手に持つ包みを差し出し、声を揃え、同じ言葉を紡ぐ――




「「 ――受け取って、ください。そして……幾久しく、よろしくお願いします 」」




　……多分、『学園』という場ば所しよ柄がらには不似合いで。

　だけど、礼拝堂という場所と、この雰ふん囲い気き。そして――何より俺たちの関係には、この上なく似合うであろう言葉。

　だから――心から、応こたえたいと思った。

　となりのイスカに視線を送ると――喜びと決意を秘めた視線とぶつかる。

　――俺も、こんな眼めが出来ているのだろうか……？

　出来ていれば、嬉しい。――そう思いながら頷うなずくと。イスカが一歩、前に踏み出す。




　紅音の顔を見て、一度微笑みを浮うかべると、包みを受け取り――跪いた。




　見守るほぼ全すべての者が動どう揺ようする。

　俺やリアすらも意表を突かれた中、本人以外の唯ゆい一いつの例外が――紅音。

　目の前のイスカから視線を外さず、ただ静かに見つめる紅音。

　やがて――イスカが口を開く。




「――至上の喜びと栄誉と共に、頂戴いたします。……私、イスカ・リヒト・エストレラは、この場に於て誓いを立てる。――我が剣、我が心、我が命。――この命尽きるその日まで、我が全てを貴女に捧げます――…………よろしくね、紅音？」




「…………ッ、――うん！　よろしくね、イスカ!!」

　姫に捧げる、騎士の誓い。

　親しみを込めた悪いた戯ずらっぽい笑みで締められた、イスカの心からの言葉。

　紅音は一いつ瞬しゆん、何かを堪える様に息を呑みこんでから、満面の笑みで返した。




　――再び礼拝堂に歓声が、そして拍手が満ちる。




　やがて、その声が落ち着いてくると――今度は期待の視線が、俺に集まって来た。

　だけど……俺の本心からは、あんな言葉は作り出せないわけで。

　――さて、どうするかな、っと。

　考える事、数瞬。リアの顔に少し視線を送ると――

「…………」

　微かすかに、悪戯っぽく笑っているのに気が付いた。だから――力を抜く事にした。

　俺はリアから包みを受け取って――溜め息混じりの言葉を吐く。




「あーあ、イスカより先にやるんだった。……あんなのの後に、何言えと？」
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「「 ――……ぷっ、あはははっ！ 」」

　冗談半分、本気半分の言葉に、横のイスカと紅音が、真っ先に笑ってくれる。

「――ふふ、構わないさ、和希。悪いが私は、あんな良い言葉を期待してはいない」

「うっわ、酷いな……。――まぁ、そんなわけで。俺はリアに、剣も命も捧げない」

　先のイスカの宣誓、それと真逆の言葉に、周りから少し戸惑いの声が聞こえる。

　だけど――リアは、微笑みを浮かべてくれて。

「――ああ、それでいい。私も、それは望まない」

　そう言ってリアが浮かべた不敵な笑みに、俺は自分が望む物、望む未来を自覚する。




「その代わり――俺はいつでも、リアの隣となりに居たいと思う」

　目の前の不敵な笑みが、嬉しそうな笑みに変わった。




　……イスカと紅音は、騎士と姫、確かにそんな関係が似合うかもしれない。

　だけど、俺たちはそうじゃない。




「――多分この先、俺もリアも、いろいろ苦労するんだと思う。……それでも、一緒に歩いて行きたいと思う」

　笑顔を浮かべるリア。――その瞳ひとみに、雫が浮かぶ。




　向こうの世界を変えなくちゃ、俺たちが結ばれる事は無い。

　――ならば、変えてみせよう。世の為、人の為ではなく、ただ自分たちの為に。

　――中二病と言われようが、大おお真ま面じ目めに、ここに誓おう。

　繰り返すが。俺たちの関係に、姫と騎士なんて似合わない。

　……ならば、俺たちは何だろう？

　ただ己おのれの意思のために、世界を変えようとする者。それを――物語では何と呼ぶ？

　それが人ならば――英雄、または『勇者』。

　それが魔の者ならば――『魔王』。




　なって見せよう。――俺は『勇者』に。彼女は『魔王』に。




　ここに告げる言葉は、勇者と魔王が共に戦うための、最初の言葉。

　ここに交かわす言葉は、勇者と魔王が共に生きるための、最初の請願にして誓約。




「――リアーナ・イルム・ルアリア。……俺と共に、生きてください」

「……はい。――共に生きよう、倉橋 和希……！」




　涙なみだと共にリアが零す、幸せそうな笑顔。

　そんな彼女を抱だき寄よせ――唇くちびるを合わせる。




　騎士と姫も巻き込んだ、勇者と魔王の策謀。

　その最初の公約は――礼拝堂で、歓声と拍手の中に受け入れられた――
















　　　　　◆　◆




　三月三十一日。夕刻、倉橋家のリビングにて。




『――あ、和希？　お前ら、もうヤッて大だい丈じよう夫ぶだから』




「「 ……………………………………は？ 」」

　親おや父じから掛かってきた電話。

　その一言に、俺とリアの思考は一時、遥か彼方に飛んで行った。

『あー、ほら。こっちの世界の事情な？　もうなんとかなるから大丈夫だわ。――あ、でも将来的には、お前もこっちで少し働く必要があるんだけど。――いいよな？』

「――は？　……あ、いや、もちろんそれは構わないが……」

　そう答えてから……フと考える。――あれ？　何かおかしくね？　と。

　現在の状じよう況きようを思い出す。




　あのバレンタインイベントの後――

　礼拝堂で、二組同時に『ケッコン（仮）』した至高のバカップルズとして、学園中に知られてしまった俺たち四人。

　俺と紅音はまだ平気だったが……リアとイスカが、思い出し赤面で重症だった。

　それでもしばらくの間、俺と紅音がお互いの相手をフォローする事で落ち着き。

　ホワイトデーも……辛うじて、無事と言えなくもないかな？　って感じで突破。

　春休みになってから、イスカと紅音が向こうの世界に呼ばれて。

　正式な『お見合い』をして、婚こん約やく者しやになって。

　今は顔合わせという名目の家族旅行（接待旅行？）に出ていて、明後日帰宅予定。

　それが終わったら、向こうの世界の事情に、本格的に介入し始めると――あれ？




「「 …………あれ？　…………はっ!? 」」

『――結婚の予定とか日取りの希望があったら、まとめといてくれ！　じゃあ――』




「「 ―― いや いや いや いや いや いや !?　少し待てッ!! 」」




　……なんかいきなり、『世界はもう大丈夫！』とか言われなかったか!?

「――待て和かず彦ひこ殿どの。……正直、わけがわからない。何な故ぜそうなったか、説明を願おう」

『あ、やっぱり要ります？』

「当たり前だろクソ親父ッ!?」

『……いや、正直お前は、王女と一線越えられる状態になれば、なんでもＯＫかもしれない、なんて少し考えてたんだが』

「………………言い方は悪いが、完全否定はしない。――だがやっぱりいきなり過ぎるだろうがクソ親父!?　俺の茨道を歩く覚悟を返せ……!!」

　……少しリアさんの視線が痛いが……仕方ないモノとして、親父の話を聞く事に。

　以下、親父の長い長い話をまとめた、ダイジェストでお送りします。




　二国間の戦争を起こせない様に、第三国を作っちゃえ！

　ちょうど良い場所に中立都市があるよ！　ここを拠点にしよう！

　周りに土地はあるけど、大きな竜とか居て危ないよ？　よし、狩っちゃおう！

　大物が居なくなった後は、仲良しの神しん狼ろうさんの群れに任せよう♪

　土台はなんとかなったけど、王族とかの権威が無いから、安定しないよ？

　よし、魔王女ちゃんと勇者の末まつ裔えいくんに任せよう！

　だけど、勇者の末裔くんは実績が少ないから、少し不安だよ？

　時間掛かるけど、時々厄介事を押おし付つけて解決させて、実績を積ませよう！

　――人族側に、良い人材が居たよ！　その子が末裔くんたちと仲良くなったよ！

　……よし。その子は確実に取り込もう。上手くいけば、宝具と使い手が自軍に。

　しかも、王家の血を引く僕たちの身内の子とも、仲良くなったよ！

　……よし。その二人をくっつけて、仲間を増やして力を付けよう。

　人族側が宝具を提供してくれたって言ったら、魔族側も宝具を出してくれたよ！

　……あっれー？　いつの間にか、この世界の最強武器が全部あるよ？

　勇者の末裔も、魔王女も、王家の子女も、その伴侶の宝具使いも、神狼も味方！

　現在の両国の王もお友達！

　……もう、誰も文句言えないよね？　言ったらどうなると思う……？




『――とまぁ、そんなわけだ！　単純な話だろ？』

「単純じゃねぇよ！　どんだけ上手く立ち回れば、こんな状況に持っていけるんだよ!?」

　……どうやらフェルとリルの親たちも関わってるっぽい。

　あと、リアが初めてこっちの世界に来た時、親父たちが狩ってた竜、どうやらあれにも意味と意図があったらしい。




『――はっはっは。顔はニコニコ、頭はペコペコ。……脳の中では戦力計算。腹の中には罵詈雑言。イヤな奴やつほど利用して、用が済んだら叩たたき落おとす。――基本だろ？』




「……こぇーよ親父」

『はっはっは！　……どんだけ緻密に計算しても、圧倒的武力で捻じ伏せる存在の方が、俺は怖いと思うんだが――どう思う？』

「……親父、それ誰の――」




『あら～？　あなた、まだお電話中？』




『ひぃっ!?　……はっはっは。もう終わる所さ、マイ・ハニー!!　じゃあな和希！　おっと、最後に一つ。　――家族計画はしっかりと。そして、男として責任は取る様に』

「分かってるし、大きなお世話だ」

『はっはっは、孫を楽しみにしている！　じゃあなッ！』




　そうして電話が切れた後。残されたのは――妙みような雰囲気になった、俺とリアで。

　しかも一つの受話器で話を聞いていたため、何気に密着に近い位置関係。

「……なぁリア？　イスカとお隣さんが帰って来るの、いつだっけ？」

「明後日、だな。――ところで和希。今日は何日だったか？」

　確実に覚えているが――一応、カレンダーで確かく認にん。……三月最終日。

「三月三十一日、だな。……ちなみに、奇数日だ」

「そ、そうだな。……ちなみに明日は四月一日、おお、奇数日ではないか。ははは……」

「あ、あはははは……」

　……意味のない、ワザとらしい二人分の笑いが響いた後。

「――和希。他意は無いが……たまには、早く寝ねるのも悪くないのではないだろうか」

「……そ、そうだな！　それに――今日は暖かいし？　このままソファーで寝るのも……その、気持ちいい、かもしれないな！　他意は無いが!!」

「なッ!?　――そ、そうだな。イスカも居ないし、さっそく試ためしても――ちょッ!?」







あとがき







　何も知らずに口にしていた言葉。後でその意味を知り、悶もん絶ぜつする。……そんな事は、現実でも起こりえるわけで。――皆さまは、そんな経験はありませんか？

　私はかつて小・中学の頃、とある邦楽のサビの部分のリズムや響きが気に入り、学校・家・路上を問わず、気が向いたらエンドレスリピートで口ずさんでいたのですが。




　……『サザン』と略されるグループの、『ピー』とか『Ｇ』とか入る曲でして。




　大学くらいでフとその曲を耳にして……過去を思い出し。

　……どうやら私は、口に出すのは憚はばかられる単語を、公共の場や家庭内でも得意気に繰り返していたらしい。そんな己の過去に思い至り――

　いい年こいて半分本気で『助けてドラ○もん……！』とか口にしてしまった、我がベスト５には必ず入る黒歴史。

　……過去の黒さを洗い落とす漂白剤、誰か発明してくれないでしょうか？




　――はい、そんなわけで。このレベルの黒歴史を他にも複数持つ、真っ黒な人生を歩み続ける緋ひ月づきでございます。

　私の体調不良などが原因で、今回の〆切を月単位でブッチ切ってしまい。

　ページ調整する時間が無かったため、あとがきが長くなっております。

　……回復の報告をしたら『これ以上は延ばせません。なんとかお願いします……！』と懇こん願がんされたときの『やっちまった!?』感は……電話越しに本気で土下座いたしました。

　担当様と三嶋くろね様には、本当に大変な御迷惑を……!!




　今回はこのシリーズの最終巻ということで、やりたかった・書きたかったネタを、可能な限り詰め込んでみました。

　それでも回収しきれなかった伏線や、使えなかった設定が残ってしまったのは、純粋に私の力量不足ゆえで、猛省しております。




　さて、少し内容に関わる話でも。――まずは他作品キャラの扱いについて。

　一応、自分なりのルールに従ってコッソリと出す、というのが私のスタンス。

　・そのキャラの設定（前作）を知らなくても、ネタが成立するようにする。

　・あくまでわき役として使い、基本的に物語の本筋には関わらせない。

　・再登場した場合も、そのキャラだと明言はしない。

　というわけで、あくまで『前作を読んでくださった方へのオマケ』と、ちょっとした自己満足で書いております（笑）。

　今作のキャラの『その後』や、関係者の裏事情なんかも考えてあったりするので、もしかしたら、今後の作品にチラッと出てくる事もある……かもしれません。




　あと、作中でのイチャイチャシーンに関してですが。

　実は毎度、かなり表現を削っています。

『しばらくお待ちください』の所などはわかりやすいですが……他にも『イスカ君のお食事シーン』や、『リルのお勉強』の細かい様子も、一度フルで書いています。

　最後の場面も、あと四行ほど書いてましたし（笑）。

　削った理由は――お察しいただけると思いますが、『生々しくなりすぎたから』。

　――と、いうのもですね？　書くのに手こずりそうな場面は、精神がハイになっている時に、テンション任せで一気に書いてしまうんです。

　具体的には、深夜もしくは徹夜明け。

　イチャイチャシーンなど、素面しらふの状態では『照れ』が邪魔して書きにくいんです。

　だからといって躊ちゆ躇うちよすると中途半端になって、別の意味で恥ずかしいと思いますし。

　そんなわけで、イイ感じに理性弱まってる時に書き殴り、後で修正。そういう手順で書いているのですが……やりすぎる事が多々ありまして。

　――だって今作のキャラ達、いつ『そっち』に突入してもおかしくないんだもん。

　別にエロい展開にしようと思っているわけではないのですが……既に出来上がったバカップルである事に加え、そういう展開になった際の行動が、容易に想像できるからで。

　そういう意味では前作キャラ以上に書きやすく、思い入れの強いキャラ達でした。




　では、最後に謝辞に。

　今回より担当様が代わりました。前担当のＫ様。今までありがとうございました！

　……ただ、最初の〆切延長を申請した直後に『……大事な話をしたいから来てくれる？』と言われたため、『作家人生オワタ!?』と、私、本気でビクビクしておりまして。

『異動に伴ともなう担当編集の交代』を告げられて『ほっ』としてしまったのは、断じて交代を喜んだわけでは御座いません。こんな手の掛かる作家を今まで面倒みていただき、本当にありがとうございました。胃は大丈夫でしたか？

　そして、そんな厄やつ介かいな案件をキラーパスされてしまった新担当Ｓさま。これからよろしくお願いいたします。まさか大人向けゲームの話題で会話して、数時間単位で時が経過する程に趣味が合う担当様と巡り合えるとは。とても僥ぎよう倖こうに思っております。

　美麗なイラストを描いてくださった、三嶋くろね様。その確かな実力・人気ゆえのご多忙の中、面倒な土壇場仕事をさせてしまい、申し訳ございませんでした……！

　しかし、流石は白しろ髪かみ教団の教祖様。くろね様の描いたリアのお蔭で、私も立派な白髪狂への第一歩を踏み出したと確信しております。

　今回、私の個人的な事情にも配慮してくださった、ＨＪ文庫編集部の方々、校正・デザイン担当の方々。本当にありがとうございました。




　そして、この物語を手に取ってくださった、読者の方々。ここまでお付き合いいただき、本当にありがとうございました!!　少しでもご期待に添えるよう、今後も頑張ります。

　次作は毛色が変わるかもですが……多分、バカップル要素は入れるだろう、と（笑）。

　それでは、また近い内にお会いできる事を祈って――
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